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・
永
平
道
元
の
源
流
に
位
置
す
る
祖
師
─

佐　

藤　

秀　

孝

画
僧
の
老
牛
智
融
と
奇
し
き
道
交
を
な
す

　

智
鑑
は
晩
年
に
至
っ
て
如
浄
と
い
う
年
齢
が
六
〇
歳
近
く
も
離
れ
た
逸
材
を
法
嗣
に
得
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
い
ま
一
つ
智

鑑
の
晩
年
を
彩
る
事
跡
と
し
て
、
当
代
随
一
の
画
僧
と
し
て
名
声
を
馳
せ
て
い
た
老
牛
智
融
（
草
菴
、
俗
名
は
邢
澄
、
一
一
一
四
─
一
一
九
三
）

が
雪
竇
山
に
到
っ
て
智
鑑
と
知
り
合
い
道
交
を
結
ん
だ
消
息
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
撰
述
し
た
楼
鑰
が
『
攻
媿
集
』

巻
七
九
「
雑
著
」
に
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
と
い
う
智
融
に
関
す
る
文
面
を
残
し
、
そ
の
間
の
状
況
を
興
味
深
く
伝
え
て
い
る
。
こ
の
「
老

牛
智
融
の
事
を
書
す
」
に
は
、智
融
が
「
足
菴
」
す
な
わ
ち
晩
年
の
智
鑑
と
深
い
交
友
を
な
し
て
い
た
貴
重
な
内
容
も
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。

晩
年
を
迎
え
た
智
鑑
の
面
前
に
忽
然
と
姿
を
現
わ
し
た
智
融
と
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、
詩
偈
に
長
じ
た
曹
洞
宗
相
伝
の
智
鑑
と

伝
説
的
な
水
墨
画
の
祖
と
も
い
う
べ
き
智
融
、
こ
の
類
い
稀
な
両
禅
者
の
遭
遇
邂
逅
と
道
交
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
、
こ
こ
に
若
干
の
考
察

を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

老
牛
智
融
と
は
南
宋
初
期
に
始
ま
る
罔
両
画
（
朦
朧
画
）
の
祖
と
さ
れ
る
画
僧
で
あ
り
、
罔
両
画
と
は
絵
画
の
得
意
な
禅
者
が
自
身
の
余
技

と
し
て
編
み
出
し
た
水
墨
絵
画
（
淡
彩
画
も
含
む
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
わ
ず
か
に
濃
墨
を
点
じ
、
極
度
に
薄
い
淡
墨
と
柔
ら
か
い
筆
の

僅
か
な
筆
致
で
朦
朧
と
し
た
表
現
を
と
る
画
法
で
あ
り
、
こ
う
し
た
水
墨
画
法
が
南
宋
初
中
期
の
画
僧
智
融
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る

）
1
（

。
い
わ
ば
後
世
の
水
墨
画
の
源
流
に
位
置
す
る
人
物
こ
そ
、
こ
こ
に
い
う
智
融
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
つ
づ

く
中
国
や
日
本
の
水
墨
画
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
智
融
が
与
え
た
影
響
に
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
が
存
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

智
鑑
が
明
州
奉
化
県
の
雪
竇
山
資
聖
寺
に
住
持
し
て
い
た
頃
、
智
融
は
遙
々
と
雪
竇
山
に
や
っ
て
来
て
寓
居
し
智
鑑
と
親
し
い
道
交
を
な

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
八
十
二
號　

令
和
六
年
三
月
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二

し
た
の
で
あ
り
、
智
融
が
老
境
の
智
鑑
を
き
わ
め
て
慕
っ
て
い
た
ら
し
い
消
息
が
知
ら
れ
る
。『
攻
媿
集
』
巻
七
九
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」

で
楼
鑰
は
智
融
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
の
か
、
は
じ
め
に
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
の
文
章
の
全
文
を
掲
載
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

書
二

老
牛
智
融
事
一。

淳
煕
七
八
年
間
、
始
聞
三

雪
竇
山
有
二

僧
智
融
者
一、
善
レ

画
而
絶
不
三

以
与
一レ

人
。
一
日
見
二

其
画
一、
心
甚
敬
レ

之
曰
、
此
非
二

画
者
一、
其
殆
有
道
之
士

乎
。
往
二

山
中
一

訪
レ

之
、
融
素
厳
冷
、
不
レ

可
二

挹
酌
一。
一
見
心
許
、
気
韻
談
吐
、
果
如
レ

所
レ

期
帰
、
取
二

匹
紙
一

寄
レ

之
。
久
不
レ

見
与
催
以
二

古
風
一。

有
曰
、
古
人
惜
レ

墨
如
レ

惜
レ

金
、
老
融
惜
レ

墨
如
レ

惜
レ

命
。
又
曰
、
人
非
レ

求
レ

似
韻
自
足
、
物
已
忘
レ

形
影
猶
映
、
地
蒸
二

宿
霧
一

日
未
レ

高
、
雨
帯
二

寒
煙
一

山
欲
レ

暝
。
融
得
レ

之
喜
、
遂
為
レ

余
尽
レ

紙
、
作
二

歳
寒
三
友
妙
絶
一。
一
時
嘗
問
、
尚
可
レ

作
二

人
物
一

否
。
曰
、
老
不
二

復
能
作
一、
蓋
目
昏
不
レ

能
レ

下
二

両
筆
一

也
。
問
、
豈
非
二

阿
堵
中
一

耶
。
曰
、
此
雖
二

古
語
一

近
レ

之
而
非
也
。
吾
所
レ

謂
両
筆
者
、
蓋
欲
レ

作
二

人
物
一、
須
三

先
画
二

目
之
上
瞼
一。

此
両
筆
如
二

人
意
一、
則
餘
皆
随
レ

筆
而
成
、
精
神
遂
足
。
只
此
一
語
、
画
家
所
レ

未
レ

発
也
。
自
レ

是
数
年
間
、
時
得
二

其
得
意
之
筆
一、
精
深
簡
妙
、
動

入
二

神
品
一、
尤
好
作
レ

牛
、
自
号
二

老
牛
智
融
一。
或
云
、
源
流
二

出
于
范
牛
一、
而
妙
処
過
レ

之
。
融
亡
矣
、
不
レ

可
二

復
得
一、
従
二

其
徒
一

間
以
平
生
。
俗
姓
邢
、

名
澄
、
世
居
二

京
師
一、
以
レ

医
入
仕
。
南
渡
居
二

臨
安
万
松
嶺
一、
号
二

草
菴
邢
郎
中
一、
官
至
二

成
和
郎
一、
出
二

入
禁
廷
一、
賞
賚
殊
渥
。
不
レ

知
二

何
従
得
一レ

道
、

年
五
十
棄
レ

官
謝
二

妻
子
一、
祝
髪
入
二

霊
隠
寺
一。
諸
公
貴
人
挽
レ

之
不
レ

可
、
猶
以
下

去
二

塵
俗
一

不
上
レ

遠
、
又
游
二

諸
方
一。
径
山
・
匡
廬
、
経
行
殆
徧
。

聞
二

此
山
之
勝
一、
遂
投
レ

跡
為
二

終
焉
計
一。
假
一
室
深
坐
、
土
木
形
骸
泊
然
。
如
二

偶
人
斎
餘
一、
或
曳
レ

杖
以
出
、
有
レ

欲
二

相
随
一、
則
謝
二

遣
之
一。
山

有
二

千
丈
巌
・
妙
峯
亭
・
栖
霊
・
隠
潭
一、
皆
幽
僻
絶
勝
之
地
。
意
行
独
坐
、
或
至
レ

移
レ

晷
、
人
莫
レ

窺
二

其
際
初
一、
亦
不
レ

知
二

其
能
一レ

画
也
。
山
深
多
レ

蛇
、
忽
作
二

二
奇
鬼
于
壁
一、
一
吹
レ

火
向
レ

空
、
一
蹋
レ

蛇
而
掣
二

其
尾
一。
蛇
患
遂
除
。
而
時
有
二

火
驚
一、
或
者
病
レ

之
、
又
于
二

火
端
一

作
二

土
梟
一、
梟

声
為
レ

之
革
。
嘗
画
二

龍
首
半
体
一、
禱
レ

旱
輒
応
、
頗
近
二

于
霊
怪
一。
師
亦
不
二

以
自
矜
一

也
。
遇
二

其
適
一レ

意
、
嚼
レ

蔗
折
レ

草
、
蘸
レ

墨
以
作
二

坡
岸
巌

石
一、
尤
為
二

古
勁
一、
間
作
二

物
像
一、
不
レ

過
二

数
筆
一、
寂
寥
蕭
散
、
生
意
飛
動
。
或
極
レ

力
摹
写
、
亦
有
二

形
似
一、
而
遽
不
レ

及
レ

遠
甚
レ

此
。
自
レ

是
悟

門
非
三

積
学
所
二

能
及
一

也
。
始
知
二

向
来
幽
尋
之
時
一、
山
林
雲
気
、
四
時
万
変
。
到
レ

眼
入
二

心
一
寓
一、
筆
端
游
戯
、
点
化
自
然
高
勝
、
前
無
三

古
人

超
二

出
翰
墨
一、
畦
畛
略
不
レ

可
二

以
画
一、
家
三
尺
縄
レ

之
。
或
加
以
二

勢
利
一、
則
避
レ

之
愈
深
。
意
苟
相
与
、
亦
輒
不
レ

吝
。
作
レ

詩
不
レ

多
レ

語
、
意
清
絶
レ

字
、

画
亦
無
二

俗
韻
一。
初
自
言
、若
レ

得
レ

為
レ

僧
三
十
秋
、瞑
レ

目
無
レ

言
万
事
休
。
紹
煕
四
年
五
月
某
日
卒
。
寿
八
十
。
僧
臘
如
二

師
言
一。
与
二

足
菴
一

尤
契
合
、

相
与
終
始
、
先
二

一
年
一

足
菴
示
寂
。
侍
者
道
元
、
来
二

都
下
一

求
二

銘
于
余
一。
師
亦
以
レ

書
見
レ

属
。
未
レ

幾
而
師
亡
、
亦
異
矣
。
師
晦
蔵
自
秘
、
雖
三

与
レ

之
周
旋
者
不
レ

能
二

尽
知
一、
余
亦
安
能
知
二

其
所
一レ

至
。
陳
后
山
謂
、
淵
明
無
二

意
作
一レ

詩
、
但
写
二

胸
中
之
妙
一。
余
于
二

師
之
画
一

亦
云
。
東
坡

賛
レ

文
与
二

可
竹
石
一

曰
、
嗚
呼
、
孰
有
下

愛
二

其
徳
一

如
レ

愛
二

其
画
一

者
上

乎
。
此
余
所
二

以
又
歎
一

也
。
元
之
来
也
、
以
二

師
所
一レ

予
。
足
菴
彌
勒
像
及
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三

元
所
レ

蔵
牛
渓
烟
雨
二
軸
遺
レ

余
、
師
又
寄
二

帰
牛
図
一、
意
蓋
有
レ

在
。
余
為
作
二

三
偈
一、
元
欲
レ

刻
二

之
石
一

且
請
。
書
二

師
之
大
略
一、
附
二

足
菴
碑
陰
一。

因
慨
然
為
書
レ

之
。

と
あ
り
、
こ
の
一
文
に
よ
っ
て
老
牛
智
融
の
秘
め
ら
れ
た
生
涯
と
そ
の
主
な
事
跡
が
辿
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
と
く
に
智
融
と
足
庵
智
鑑
と
の

希
有
な
る
関
わ
り
が
具
さ
に
窺
え
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　

一
方
、こ
の
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
の
記
載
内
容
を
踏
ま
え
、明
代
の
高
松
明
河
（
汰
如
法
師
）
も
『
補
続
高
僧
伝
』
巻
二
四
「
雑
科
篇
」
に
「
宋

老
牛
智
融
伝
」
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

智
融
、
俗
姓
邢
、
初
名
澄
。
世
居
二

京
師
一、
以
レ

医
入
仕
。
南
渡
居
二

臨
安
万
松
嶺
一、
号
二

草
菴
邢
郎
中
一、
官
至
二

成
和
郎
一、
出
二

入
禁
延
一、
賞
賚
殊
渥
。

年
五
十
、
棄
レ

官
謝
二

妻
子
一、
祝
髪
入
二

霊
隠
寺
一。
諸
公
貴
人
、
挽
レ

之
不
レ

可
。
於
以
下

去
二

塵
俗
一

弗
上
レ

遠
、
肆
游
二

諸
方
一。
径
山
・
匡
廬
、
経
行
殆
遍
。

聞
二

雪
竇
之
勝
一、
遂
投
レ

跡
為
二

終
焉
計
一、
深
坐
二

一
室
一。
土
木
形
骸
、
伯
然
如
二

偶
人
一、
或
曳
レ

杖
以
出
、
有
レ

欲
二

相
随
一、
則
謝
二

遣
之
一。
山
中
幽

僻
勝
絶
之
地
、
意
行
独
坐
。
或
至
レ

移
レ

晷
、
人
莫
レ

窺
二

其
際
一。
善
レ

画
、
而
絶
不
二

以
与
一レ

人
。
山
深
多
レ

蛇
、
忽
作
二

二
奇
鬼
於
壁
一、
一
吹
レ

火
向
レ

空
、
一
躍
レ

蛇
而
掣
二

其
尾
一。
蛇
患
遂
除
。
而
時
有
二

火
警
一、
又
於
二

火
端
一

作
二

土
梟
一、［
梟
］之
声
為
レ

之
革
。
嘗
画
二

龍
首
半
体
一、
禱
レ

旱
輒
応
、
頗

近
二

霊
怪
一。
師
亦
不
二

以
自
衿
一

也
。
或
問
、
画
次
及
二

人
物
一。
師
曰
、
老
不
二

復
能
作
一、
蓋
目
昏
不
レ

能
レ

下
二

両
筆
一

也
。
曰
、
両
筆
豈
非
二

阿
堵
中
一

耶
。
師
曰
、
此
雖
二

古
語
一

近
レ

之
而
非
也
、
吾
所
レ

云
両
筆
者
、
蓋
欲
レ

作
二

人
物
一、
須
三

先
画
二

目
之
上
瞼
一。
此
両
筆
如
二

人
意
一、
則
餘
皆
随
レ

筆
而
成
。

精
神
遂
足
、
所
以
難
也
。
或
加
以
二

勢
利
一、
則
避
レ

之
愈
深
。
意
苟
相
契
、
亦
輒
与
不
レ

吝
。
楼
攻
媿
、
求
レ

之
久
不
レ

与
、
催
以
二

古
風
一。
有
曰
、
古

人
惜
レ

墨
如
レ

惜
レ

金
、
老
融
惜
レ

墨
如
レ

惜
レ

命
。
作
レ

詩
不
レ

多
二

語
字
一、
画
亦
無
二

俗
韻
一。
初
自
言
、
若
レ

得
レ

為
レ

僧
三
十
秋
、
瞑
レ

目
無
レ

言
万
事
休
。

紹
熙
四
年
五
月
卒
、
寿
八
十
。
僧
臘
如
二

師
言
一。
尤
好
レ

作
レ

牛
、
自
号
二

老
牛
智
融
一

云
。
明
河
曰
、
旨
哉
、
融
牛
之
論
レ

画
也
。
吾
聞
二

庖
丁
之
言
一、

得
二

養
生
一

焉
。（
卍
続
蔵
一
三
四
・
一
七
六
ｄ
～
一
七
七
ａ
）

　

こ
の
『
補
続
高
僧
伝
』
の
「
宋
老
牛
智
融
伝
」
は
、先
の
『
攻
媿
集
』
の
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
の
記
載
を
受
け
て
著
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

簡
略
に
伝
記
を
ま
と
め
て
い
る
た
め
か
、
智
鑑
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
す
べ
て
省
略
さ
れ
て
い
る

）
2
（

。

　

い
ま
一
つ
『
四
明
山
志
』
巻
二
「
雪
竇
資
聖
寺
」
の
項
に
も
智
融
の
伝
記
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、

智
融
。
初
名
邢
澄
。
以
レ

医
入
レ

士
、
官
至
二

成
和
郎
一、
居
二

臨
安
万
松
嶺
一。
年
五
十
棄
レ

官
謝
二

妻
子
一、
祝
髪
入
二

霊
隠
一。
出
遊
二

径
山
・
匡
廬
一。
聞
二

雪
竇
之
勝
一、
遂
投
レ

迹
為
二

終
焉
計
一。
以
レ

善
レ

画
名
尤
。
好
作
レ

牛
出
二

於
范
牛
一、
而
妙
処
過
レ

之
、
因
自
号
二

老
牛
智
融
一。
雪
竇
多
レ

蛇
、
乃
作
二

二

奇
鬼
於
壁
一、
一
吹
レ

火
向
レ

空
、
一
蹋
レ

蛇
而
掣
二

其
尾
一。
蛇
患
遂
除
。
而
時
有
二

火
警
一、
或
者
病
レ

之
。
又
於
二

火
端
一

作
二

土
梟
一、
梟
声
為
レ

之
革
。
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四

嘗
画
二

龍
首
半
体
一、
禱
レ

旱
輒
応
、
其
適
レ

意
。
時
嚼
レ

蔗
折
レ

草
蘸
レ

墨
、
以
作
二

坡
岸
巌
石
一。

と
し
て
事
跡
が
簡
略
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
智
鑑
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も

同
じ
「
雪
竇
資
聖
寺
」
の
項
に
智
鑑
と
智
融
の
伝
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
四
明
山
志
』
の
編
者
で
あ
る
黄
宗
羲
（
字
は
太
沖
、
号

は
南
雷
・
梨
洲
、
一
六
一
〇
―
一
六
九
五
）
と
し
て
は
、『
攻
媿
集
』
の
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
の
記
載
を
通
し
て
、
両
者
の
関
わ
り
を
熟
知
し

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
智
融
が
雪
竇
山
の
智
鑑
と
関
わ
っ
た
事
跡
を
伝
え
て
い
る
の
は
僅
か
に
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
の
記
事
の
み
で
あ
り
、
同

時
代
の
楼
鑰
が
親
し
く
文
章
に
書
き
残
し
て
く
れ
た
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
が
存
し
よ
う
。「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
に
よ
れ
ば
、

足
菴
と
尤
も
契
合
し
、
相
い
与
に
終
始
す
。
一
年
を
先
ん
じ
て
足
菴
示
寂
す
。
侍
者
道
元
、
都
下
に
来
た
り
て
銘
を
余
に
求
む
。
師
も
亦
た
書
を

以
て
属
せ
ら
る
。
未
だ
幾
な
ら
ざ
る
に
師
も
亡
ず
、
亦
た
異
な
る
か
な
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
智
鑑
が
示
寂
し
た
直
後
、
智
鑑
の
も
と
で
侍
者
を
務
め
て
い
た
道
元
と
い
う
禅
者
が
国
都
杭
州
（
都
下
）
に
や
っ
て
来
て

楼
鑰
に
師
匠
智
鑑
の
塔
銘
を
撰
述
し
て
ほ
し
い
旨
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
智
融
も
ま
た
親
し
く
書
簡
を
書
し
て
楼
鑰
に
送
り
、
同
じ

よ
う
に
智
鑑
の
塔
銘
を
撰
述
す
る
よ
う
に
求
め
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
か
ら
懇
切
な
依
頼
を
受
け
た
た
め
、
楼
鑰
は

ま
も
な
く
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
撰
述
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
侍
者
道
元
と
と
も
に
智
融
が
果
た
し
た
功
績
も
き
わ
め
て
大
き
か
っ

た
と
い
え
よ
う
。

　

楼
鑰
が
雪
竇
山
に
智
融
と
い
う
僧
が
寓
居
し
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
淳
熙
七
年
（
一
一
八
〇
）
か
そ
の
翌
年
で
あ
っ
た
と
い
う

か
ら
、
智
融
は
智
鑑
が
入
寺
す
る
以
前
か
ら
雪
竇
山
に
在
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
あ
た
か
も
宏
智
派
の
自
得
慧
暉
が
杭
州
浄
慈
寺
か
ら
雪

竇
山
に
戻
っ
た
頃
に
智
融
は
雪
竇
山
に
辿
り
着
い
た
も
の
と
見
ら
れ
、
住
持
が
慧
暉
か
ら
智
鑑
に
代
わ
っ
た
後
も
智
融
は
そ
の
ま
ま
雪
竇
山

に
留
ま
り
、
新
た
に
住
持
と
な
っ
た
智
鑑
と
道
交
を
結
ん
だ
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
も
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
に
「
足
菴
と
尤
も
契
合
し
、

相
い
与
に
終
始
す
」
と
あ
る
か
ら
、
雪
竇
山
に
お
け
る
智
融
晩
年
の
日
々
は
、
師
匠
と
も
仰
ぐ
智
鑑
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
が
で

き
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
智
融
に
と
っ
て
智
鑑
は
単
な
る
道
友
と
い
う
立
場
を
超
え
、
仰
ぐ
べ
き
禅
門
の
師
匠
の
ご
と
き
立
場

で
あ
っ
た
も
の
ら
し
い
。
契
合
と
は
二
つ
の
も
の
が
割
り
符
の
ご
と
く
一
致
す
る
意
で
あ
り
、
智
融
が
智
鑑
の
示
す
禅
の
教
え
に
深
く
契
当

す
る
と
こ
ろ
が
存
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
も
楼
鑰
は
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
の
末
尾
に
「
師
の
大
略
を
書
し
て
、
足
菴
碑
陰
に

附
す
。
因
り
て
慨
然
と
し
て
為
め
に
之
れ
を
書
す
」
と
書
き
残
し
て
い
る
か
ら
、
楼
鑰
と
し
て
は
智
融
が
示
寂
し
た
後
に
「
雪
竇
足
菴
禅
師
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塔
銘
」
の
碑
陰
に
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
の
文
面
を
刻
ん
だ
こ
と
を
特
筆
し
て
い
る
。
碑
陽
に
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
刻
み
、
碑
陰
に
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
を
刻
ん
だ
石
碑
が
雪
竇
山
の
一
隅
に
立
石
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
石
碑
は
残
念
な
が
ら
現

今
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
年
齢
を
重
ね
て
五
〇
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
仏
門
に
投
じ
た
智
融
に
と
っ
て
老
齢
の
智
鑑
の
存
在
は
真
に
敬
慕
す
べ

き
特
別
な
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
智
融
は
智
鑑
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
の
ご
と
く
解
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
如
浄
を
は
じ
め
智
鑑

の
法
嗣
や
小
師
た
ち
に
と
っ
て
も
、
老
齢
の
画
僧
智
融
の
存
在
は
最
年
長
の
法
兄
の
ご
と
き
立
場
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
や
『
補
続
高
僧
伝
』
の
智
融
伝
に
よ
れ
ば
、
智
融
は
南
宋
中
期
に
画
僧
す
な
わ
ち
禅
僧
画
家
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
智
融
は
世
俗
の
姓
名
を
邢
澄
と
い
い
、
医
者
の
身
か
ら
世
俗
を
棄
て
て
出
家
し
画
僧
と
な
っ
た
と
い

う
特
異
な
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。
智
融
の
先
祖
は
も
と
も
と
北
宋
の
都
で
あ
る
開
封
（
河
南
省
）
に
居
し
て
医
者
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い

た
が
、
宋
の
南
遷
に
よ
っ
て
杭
州
臨
安
府
の
万
松
嶺
に
移
り
住
み
、
医
師
と
し
て
南
宋
の
宮
廷
に
仕
え
、
邢
澄
も
邢
郎
中
と
し
て
禁
延
に
出

入
り
す
る
身
と
な
っ
て
待
遇
を
得
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
邢
澄
は
五
〇
歳
の
と
き
と
い
う
か
ら
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
の
頃
に
官
職
を
棄
て

妻
子
と
離
れ
て
剃
髪
得
度
し
、
杭
州
銭
塘
県
の
北
山
景
徳
霊
隠
寺
に
上
山
し
て
し
ま
う
。
多
く
の
友
人
や
同
僚
が
引
き
留
め
た
も
の
の
、
邢

澄
の
決
意
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
邢
澄
は
僧
智
融
と
名
を
改
め
、
世
俗
を
棄
て
た
修
行
僧
の
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。
隆
興
元
年

に
は
黄
龍
派
の
懶
庵
道
枢
（
？
―
一
一
七
六
）
が
霊
隠
寺
に
陞
住
し
て
い
る

）
3
（

か
ら
、
智
融
が
最
初
に
師
事
し
た
禅
者
は
道
枢
で
は
な
か
っ
た
と

見
ら
れ
る
。
道
枢
は
黄
龍
慧
南
―
晦
堂
祖
心
―
霊
源
惟
清
―
長
霊
守
卓
―
無
伝
居
慧
―
懶
庵
道
枢
と
師
資
嗣
承
し
て
お
り
、
南
宋
第
二
代
皇

帝
の
孝
宗
（
趙
眘
、
字
は
元
永
、
一
一
二
七
―
一
一
九
四
、
在
位
は
一
一
六
二
―
一
一
八
九
）
の
帰
依
を
受
け
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
智
融
は
諸
方
に
遍
参
行
脚
し
て
杭
州
餘
杭
県
の
径
山
能
仁
禅
院
（
後
の
興
聖
万
寿
禅
寺
）
や
江
西
の
名
峰
廬
山
（
匡
廬
）
な
ど
を
普

く
歴
訪
し
た
と
さ
れ
る
。
智
融
は
自
ら
老
牛
と
号
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
牛
を
描
く
こ
と
を
得
意
と
し
、
禅
僧
画
家
と
し
て
し
だ
い
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
極
度
な
淡
墨
に
よ
る
略
筆
を
得
意
と
し
た
た
め
、
そ
の
絵
は
「
罔
両
画
」
と
も
呼
ば
れ
、
南
宋
代
か
ら
元
代

初
期
に
至
る
ま
で
そ
の
画
風
が
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

老
年
に
至
っ
て
出
家
の
身
と
な
っ
た
智
融
が
最
終
的
に
辿
り
着
い
た
地
こ
そ
明
州
奉
化
県
の
雪
竇
山
資
聖
寺
で
あ
り
、
こ
の
と
き
資
聖
寺

の
住
持
を
務
め
て
い
た
の
が
晩
年
を
迎
え
て
い
た
智
鑑
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
雪
竇
山
の
勝
景
を
気
に
入
っ
た
智
融
は
資
聖
寺
に
寓
居
す
る
こ

と
を
決
め
、
住
持
智
鑑
と
親
し
く
交
友
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
智
鑑
と
智
融
は
九
歳
の
年
齢
差
が
あ
り
、
智
鑑
の
八
〇
歳
代
は
智

融
の
七
〇
歳
代
に
当
た
っ
て
い
る
か
ら
、
互
い
に
老
境
の
身
で
人
生
の
最
後
を
雪
竇
山
の
幽
邃
な
風
光
の
中
で
仏
道
を
楽
し
み
、
互
い
の
詩
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文
と
絵
画
を
愛
で
て
い
た
感
が
あ
ろ
う
。
智
融
が
雪
竇
山
を
終
焉
の
地
と
定
め
て
智
鑑
の
も
と
に
久
し
く
滞
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
じ

時
期
に
智
鑑
に
参
随
し
て
い
た
若
き
修
行
僧
如
浄
な
ど
も
智
融
の
姿
を
親
し
く
仰
ぎ
見
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
碑
陰
に
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
の
文
章
が
刻
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
楼
鑰
と
し
て
も
智
鑑

と
智
融
の
道
交
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
特
別
な
配
慮
を
な
し
て
い
た
状
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
に
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
興
味
深
い
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。

紹
煕
四
年
五
月
某
日
に
卒
す
。
寿
八
十
。
僧
臘
は
師
の
言
の
如
し
。
足
菴
と
尤
も
契
合
し
、
相
い
与
に
終
始
す
。
一
年
を
先
ん
じ
て
足
菴
示
寂
す
。

侍
者
道
元
、
都
下
に
来
た
り
て
銘
を
余
に
求
む
。
師
亦
た
書
を
以
て
属
せ
ら
る
。
未
だ
幾
な
ら
ず
し
て
師
亡
ず
、
亦
た
異
な
る
か
な
。

　

智
鑑
の
塔
銘
を
杭
州
府
城
（
都
下
）
に
在
っ
た
楼
鑰
に
依
頼
し
た
の
は
智
鑑
の
も
と
で
侍
者
を
務
め
て
い
た
道
元
と
い
う
禅
者
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
侍
者
道
元
は
も
ち
ろ
ん
日
本
の
永
平
道
元
と
は
全
く
の
別
人
で
あ
る
が
、
智
鑑
の
弟
子
に
も
道
元
と
い
う
名
の
僧
が

存
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
智
鑑
が
示
寂
し
て
ま
も
な
く
侍
者
道
元
は
楼
鑰
の
も
と
を
訪
れ
て
本
師
智
鑑
の
塔
銘
を
撰
述
し

て
ほ
し
い
旨
を
直
に
告
げ
て
い
る
。
そ
の
際
、
侍
者
道
元
と
は
別
に
智
融
も
ま
た
書
簡
を
楼
鑰
に
送
っ
て
智
鑑
の
塔
銘
を
書
い
て
ほ
し
い
旨

を
督
促
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
紹
煕
四
年
（
一
一
九
三
）
五
月
に
智
融
は
世
寿
八
〇
歳
で
示
寂
し
て
い
る
か
ら
、
侍
者
道
元
が
智
鑑
の
塔

銘
を
楼
鑰
に
依
頼
し
た
の
は
、
智
鑑
が
示
寂
し
た
紹
煕
三
年
七
月
か
ら
智
融
が
示
寂
す
る
紹
煕
四
年
五
月
に
至
る
一
年
未
満
の
間
に
限
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
智
融
も
書
簡
を
楼
鑰
に
呈
し
て
ま
も
な
く
遷
化
の
と
き
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
に
よ
れ
ば
、
智
鑑
が
所
持
し
て
い
た
「
弥
勒
菩
薩
画
像
」
一
軸
と
、
智
鑑
の
侍
者
で
あ
っ
た
道
元
が
所
持
し

て
い
た
「
牛
渓
烟
雨
」
一
軸
、
そ
れ
に
智
融
が
直
接
に
楼
鑰
に
寄
せ
た
「
帰
牛
図
」
一
軸
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
楼
鑰
は
画

賛
を
寄
せ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る

）
4
（

。
こ
の
よ
う
に
智
融
は
雪
竇
山
に
居
住
し
、
晩
年
の
智
鑑
と
親
し
い
道
交
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
が
、
智
融
に
と
っ
て
老
熟
し
た
智
鑑
の
存
在
に
は
特
別
の
も
の
が
あ
り
、
あ
た
か
も
嗣
法
相
承
の
本
師
の
ご
と
き
崇
拝
の
対
象
で
も
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
、
画
僧
の
誉
れ
高
い
智
融
が
本
師
と
も
仰
ぐ
智
鑑
の
頂
相
（
肖
像
画
）
を
描
く
機
会
が
存
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
き
わ

め
て
興
味
深
い
も
の
を
懐
か
め
る
が
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
よ
う
な
記
載
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

現
在
、
智
融
が
描
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
水
墨
画
と
し
て
は
、
僅
か
に
滋
賀
県
甲
賀
市
信
楽
町
田
代
の
М
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

М
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
М
に
所
蔵
さ

れ
る
伝
・
老
牛
智
融
筆「
牧
童
図
」一
幅
が
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
が
真
に
智
融
が
描
い
た
作
品
な
の
か
否
か
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、

往
古
の
智
融
作
品
を
偲
ん
で
、
所
蔵
者
М
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

М
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
М
様
の
許
可
を
得
て
掲
載
し
て
お
き
た
い

）
5
（

。
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七

老
牛
智
融
の
画
図
と
宋
元
禅
僧

　

大
慧
派
の
北
磵
居
簡
（
敬
叟
、
一
一
六
四
─
一
二
四
六
）
の
『
北
磵

文
集
』
巻
七
「
跋
」
に
は
「
跋
二

雪
竇
老
融
牛
軸
一

」
と
「
跋
二

老
融

散
聖
画
軸
一

〈
普
化
・
金
華
・
蜆
子
〉」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
同
じ

く
巻
一
〇
「
祭
文
」
の
「
達
首
座
索
生
祭
文
」
に
も
智
融
の
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る

）
6
（

。
智
融
は
得
意
と
し
た
牛
図
の
ほ
か
に
、
鎮
州
普
化
・

金
華
倶
胝
・
京
兆
蜆
子
と
い
っ
た
唐
末
禅
門
の
散
聖
を
題
材
と
し
た

散
聖
図
な
ど
も
描
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
松
源
派
の
虚
堂
智
愚
も
『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
七
「
偈
頌
」

に
「
梁
楷
忘
機
図
」
や
「
常
牧
渓
猿
図
」
と
と
も
に
、

　
　

老
融
牛
図
。

純
去
自
忘
レ

牧
、青
蓑
柳
影
中
。
不
レ

飧
二

桜
外
草
一、知
是
幾
春
風
。（
大

正
蔵
四
七
・
一
〇
四
〇
ｃ
）

と
い
う
智
融
の
牛
の
図
に
寄
せ
た
偈
頌
を
残
し
て
い
る
。
智
愚
は

智
融
を
南
宋
中
期
に
活
躍
し
た
宮
廷
画
家
で
あ
る
梁
楷
（
梁
風
子
、

一
一
五
〇
―
？
）
や
南
宋
末
期
に
活
躍
し
た
破
庵
派
の
画
僧
で
あ
る
牧

谿
法
常
ら
の
作
品
と
共
に
列
記
し
て
お
り
、
智
融
が
す
ぐ
れ
た
芸
術

家
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
窺
わ
し
め
よ
う
。
同
じ
く
『
虚
堂
和
尚

語
録
』
巻
一
〇
「
偈
頌
」
に
も
「
墨
戯
屠
生
善
二

老
融
牛
一

」
と
い
う

偈
頌
（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
五
九
ｂ
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

）
7
（

。

　

同
じ
く
南
宋
末
期
に
活
躍
し
た
破
庵
派
の
希
叟
紹
曇
も
『
希
叟
和

尚
語
録
』「
偈
頌
」
に
「
題
二

老
融
羣
牛
図
一

」（
卍
続
蔵
一
二
二
・
九
二
ａ
）

伝
・
老
牛
智
融
筆
「
牧
童
図
」
一
幅

紙
本
墨
画　

縦
三
〇
・
〇
セ
ン
チ　

横
三
九
・
八
セ
ン
チ

滋
賀
県
甲
賀
市
信
楽
町
田
代　

MIHO MUSEUM

所
蔵
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八

の
偈
頌
を
残
し
て
お
り
、『
希
叟
和
尚
広
録
』
巻
六
「
題
」
に
も
「
題
二

初
上
人
老
融
牛
軸
一

」
と
し
て
同
内
容
の
偈
頌
（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
四
三
ｂ
）

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
希
叟
和
尚
広
録
』
巻
七
「
題
」
に
も
「
題
二

老
融
猿
一

〈
枝
上
座
挙
レ

手
捫
レ

果
〉」
と
題
す
る
偈
頌
（
卍
続
蔵

一
二
二
・
一
五
四
ｃ
）
が
残
さ
れ
て
い
る

）
8
（

か
ら
、
智
融
の
作
品
は
南
宋
末
期
に
至
っ
て
か
な
り
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
こ
に
い

う
□
初
上
人
や
□
枝
上
座
が
如
何
な
る
禅
者
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
当
時
、
彼
ら
は
智
融
の
作
品
を
大
切
に
所
持
し
て
い
た
も

の
と
見
ら
れ
、
智
融
が
描
い
た
牛
や
猿
の
図
あ
る
い
は
群
牛
図
な
ど
が
禅
門
に
好
ま
れ
て
い
た
状
況
を
伝
え
て
い
て
興
味
深
い
。

　

元
代
に
活
躍
し
た
大
慧
派
の
元
叟
行
端
（
慧
文
正
辯
仏
日
普
照
禅
師
、
一
二
五
五
―
一
三
四
一
）
も
『
元
叟
端
禅
師
語
録
』
巻
七
「
題
跋
」
の

「
題
二

龔
翠
巌
羅
漢
図
一

」
（
卍
続
蔵
一
二
四
・
二
九
ｃ
）
に
お
い
て
、

宋
南
渡
有
二

老
融
者
一、
由
二

汴
京
一

棄
レ

儒
帰
レ

釈
、
以
二

筆
端
如
幻
三
昧
一、
取
二

応
化
事
跡
一、
画
而
成
レ

図
、
使
二

賢
愚
一
目
皆
了
一。
楼
大
参
謂
、
老
融

惜
レ

墨
如
レ

惜
レ

金
。
蓋
言
二

其
精
一

如
レ

此
。
伝
二

融
之
学
一

者
、
四
明
則
有
二

胡
直
夫
一、
西
蜀
則
有
二

元
上
人
一。
今
観
二

龔
翠
巌
所
レ

作
十
二
相
一、
雖
レ

出
二

於
老
融
一、
脱
二

略
筆
墨
畦
径
一、
則
又
非
二

胡
与
一レ

元
、
所
レ

能
二

跂
及
一、
融
也
龔
也
。（
卍
続
蔵
一
二
四
・
二
九
ｃ
）

と
あ
り
、
南
宋
末
元
初
の
画
家
で
あ
る
龔
開
（
字
は
聖
予
，
号
は
翠
巌
、
一
二
二
一
―
一
三
〇
五
、
ま
た
は
一
二
二
二
―
一
三
〇
七
）
の
「
題
二

龔
翠

巌
羅
漢
図
一

」に
寄
せ
た
題
跋
の
中
で
老
融
す
な
わ
ち
智
融
の
こ
と
を
書
き
残
し
て
い
る
。
し
か
も
智
融
の
学
を
伝
え
た
者
と
し
て
四
明
（
明
州
）

出
身
の
胡
直
夫
と
西
蜀
（
四
川
省
）
出
身
の
□
元
上
人
を
挙
げ
て
い
る
。
胡
直
夫
が
描
い
た
と
さ
れ
る
絵
画
と
し
て
は
「
夏
景
山
水
図
」
と
大

慧
派
の
浙
翁
如
琰
が
賛
を
寄
せ
た
「
馬
郎
婦
図
」
と
そ
の
法
嗣
の
偃
渓
広
聞
が
賛
を
寄
せ
た
「
布
袋
図
」
な
ど
が
日
本
に
請
来
さ
れ
て
い
る

）
9
（

。

一
方
、
西
蜀
□
元
上
人
に
つ
い
て
は
如
何
な
る
僧
か
定
か
で
な
い
が
、
あ
る
い
は
智
鑑
の
参
学
門
人
で
智
融
と
と
も
に
楼
鑰
に
智
鑑
の
塔
銘

を
依
頼
し
た
侍
者
道
元
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

智
鑑
と
智
融
の
道
交
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
画
僧
の
智
融
が
描
い
た
絵
画
に
対
し
、
詩
僧
で
も
あ
る
智
鑑
が
賛
を
付
し
た
よ
う

な
画
軸
な
ど
も
存
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
十
二
世
紀
末
に
智
融
が
描
い
た
絵
に
智
鑑
の
賛
が
付
さ
れ
た
合
作
の
一
軸
な
ど
が
現
今
に
伝

え
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、十
三
世
紀
後
半
の
臨
済
宗
破
庵
派
の
画
僧
で
あ
る
牧
谿
法
常
（
牧
渓
と
も
）
や
大
慧
派
の
画
僧
で
あ
る
玉
澗
光
瑩
（
瑩

玉
澗
）
な
ど
に
先
ん
じ
た
貴
重
な
水
墨
画
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
珍
重
さ
れ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。

史
浩
の
祭
文
と
古
仏
の
尊
称

雪
竇
…
師
既
亡
、
太
師
史
文
恵
公
、
祭
レ

之
以
レ

文
有
レ

曰
、
了
悟
円
通
、
如
二

観
音
大
士
一、
随
レ

機
化
レ

俗
、
如
二

善
導
和
尚
一。
人
不
二

以
為
一レ

過
也
。
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九

師
生
二

于
淮
南
一、
而
化
縁
独
在
二

四
明
一、
屢
易
二

法
席
一。
名
震
二

江
湖
一、
而
終
不
レ

越
レ

境
、
自
号
二

足
菴
一。
人
以
二

古
仏
一

称
レ

之
。
惟
師
可
下

以
二

無
媿
一

云
上。

補
続
…
師
道
声
震
二

海
内
一、
而
跡
曾
不
レ

越
二

四
明
之
境
一、
故
自
号
二

足
庵
一

云
。

祖
燈
…
道
声
震
二

海
内
一、
而
跡
曾
不
レ

越
二

四
明
一、
故
自
号
二

足
菴
一。

　

智
鑑
が
示
寂
し
て
後
の
こ
と
と
し
て
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
は
太
師
で
魏
国
公
の
史
浩
（
字
は
直
翁
、
真
隠
居
士
、
諡
は
文
恵
・
忠
定
、

一
一
〇
六
─
一
一
九
四
）
が
書
い
た
祭
文
の
こ
と
ば
を
紹
介
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

師
既
に
亡
じ
、
太
師
の
史
文
恵
公
、
之
れ
を
祭
る
に
文
を
以
て
し
曰
う
こ
と
有
り
、「
了
悟
円
通
な
る
こ
と
観
音
大
士
の
如
く
、
機
に
随
い
て
俗
を

化
す
こ
と
善
導
和
尚
の
如
し
」
と
。
人
以
て
過
ぎ
た
り
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
師
、
淮
南
に
生
ま
れ
て
、
化
縁
は
独
り
四
明
に
在
り
、
屢
し
ば
法
席
を

易
う
。
名
は
江
湖
に
震
い
、
而
も
終
に
境
を
越
え
ず
、
自
ら
足
菴
と
号
す
。
人
、
古
仏
を
以
て
之
れ
を
称
す
。
惟
う
に
師
は
無
媿
を
以
て
云
う
べ
し
。

　

史
浩
が
祭
文
で
智
鑑
を
称
え
た
こ
と
ば
は
「
了
悟
円
通
な
る
こ
と
観
音
大
士
の
如
く
、
機
に
随
い
て
俗
を
化
す
こ
と
善
導
和
尚
の
如
し
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
史
浩
は
明
州
鄞
県
の
名
族
で
あ
る
史
氏
の
出
身
で
、
智
鑑
よ
り
一
歳
年
少
の
崇
寧
五
年
（
一
一
〇
六
）
に
生
ま
れ
、

紹
熙
五
年
（
一
一
九
四
）
四
月
五
日
に
八
九
歳
で
逝
去
し
て
い
る
。
後
に
五
山
十
刹
制
度
を
制
定
し
た
と
さ
れ
る
丞
相
の
史
弥
遠
（
字
は
同
叔
、

衛
王
、
諡
は
忠
献
、
一
一
六
四
―
一
二
三
三
）
は
史
浩
の
子
に
当
た
る
。
史
浩
は
宏
智
派
の
石
窓
法
恭
と
も
関
わ
り
が
深
く
、
お
そ
ら
く
郷
里
明

州
の
寺
院
で
化
導
を
敷
い
た
智
鑑
と
も
か
な
り
の
道
交
を
な
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う

）
10
（

。『
雪
竇
寺
誌
』
巻
六
上
「
祖
塔
」
に
は
、

足
菴
鑑
禅
師
。
宋
光
宗
紹
煕
壬
子
示
寂
。
太
師
史
浩
有
二

祭
文
一。
監
院
道
成
、
於
二

開
禧
二
年
一

立
石
。
旧
誌
又
云
、
嘉
泰
二
年
三
月
初
四
日
示
寂
、

建
二

塔
於
寺
後
東
山
側
一、
又
一
鑑
也
。
世
譜
中
有
二

二
鑑
師
一、
並
録
レ

之
。
以
俟
二

考
証
一。

と
い
う
記
事
が
存
し
て
い
る

）
11
（

。
さ
ら
に
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
六
下
「
祭
文
」
に
は
、
実
際
に
史
浩
が
書
き
記
し
た
祭
文
と
し
て
、

　
　

祭
二

足
菴
鑑
禅
師
一

文
。　
　
　

史
浩
。

維
紹
煕
三
年
太
歳
壬
子
八
月
辛
丑
朔
十
一
日
辛
亥
、
太
師
保
寧
軍
節
度
使
致
仕
魏
国
公
、
食
邑
一
万
九
千
五
百
戸
、
食
実
封
八
千
一
百
戸
、
史
浩
、

謹
以
二

香
茗
庶
羞
之
奠
一、
致
二

祭
于
円
寂
前
雪
竇
足
菴
鑒
公
禅
師
之
霊
一。
惟
師
了
悟
円
通
如
二

観
音
大
士
一、
随
レ

縁
化
レ

俗
如
二

善
導
和
尚
一。
世
之
独

善
自
利
者
、
或
以
為
レ

不
レ

然
、
而
師
安
行
自
若
、
不
二

以
為
一レ

歉
レ

此
。
非
三

内
有
二

所
得
一、
何
以
傲
然
不
レ

顧
レ

如
レ

此
。
倘
或
因
レ

人
而
改
レ

節
、
是

可
レ

奪
也
。
我
嘗
以
レ

是
重
師
之
特
操
聞
レ

之
。
仏
氏
身
心
不
動
、
入
二

於
無
量
義
三
昧
一。
未
二

嘗
有
一レ

言
也
。
至
二

於
五
時
九
会
・
四
辨
八
音
一、
又

未
レ

嘗
一レ

不
レ

言
。
則
知
二

師
之
化
一レ

俗
、
亦
当
レ

言
而
言
。
爾
今
師
亡
矣
。
想
見
一
念
、
超
然
無
三

復
繋
二

念
前
日
之
言
一、
猶
在
二

人
耳
一。
必
有
二

高
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智
鑑
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（
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一
〇

弟
一

紀
二

其
緒
一、
餘
識
者
必
自
品
題
。
予
不
二

復
云
一、
炷
レ

香
瀹
レ

茗
。
師
其
歆
レ

之
、
尚
饗
。

　
　

開
禧
二
年
中
秋
日
、
守
レ

菴
前
監
寺
僧
道
成
、
立
石
。

と
そ
の
全
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
史
浩
が
智
鑑
を
祀
る
「
祭
二

足
菴
鑑
禅
師
一

文
」
と
い
う
祭
文
を
撰
述
し
た
の
は
紹
煕
三
年
八
月
一
一
日

と
記
さ
れ
て
い
る
。
史
浩
の
『
鄮
峯
真
隠
漫
録
』
巻
四
三
「
祭
文
」
に
は
残
念
な
が
ら
「
祭
二

足
菴
鑑
禅
師
一

文
」
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、
智
鑑
が
示
寂
し
た
の
は
八
月
一
六
日
で
あ
る
か
ら
、
示
寂
す
る
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
記
事

に
矛
盾
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
史
浩
が
智
鑑
の
示
寂
を
悼
ん
で
祭
文
を
揮
毫
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
も
智
鑑
の
墓

塔
が
存
す
る
塔
頭
（
庵
の
名
称
は
未
詳
）
を
守
る
守
塔
比
丘
（
塔
主
）
で
あ
っ
た
前
監
寺
の
道
成
は
、
史
浩
が
揮
毫
撰
述
し
た
祭
文
を
開
禧
二
年

（
一
二
〇
六
）
八
月
一
五
日
の
中
秋
日
に
至
っ
て
漸
く
立
石
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
塔
主
の
道
成
と
し
て
は
智
鑑
が
示
寂
し
て
十
五
回
忌
の

八
月
一
六
日
の
命
日
（
忌
日
）
に
当
た
る
前
日
中
秋
日
（
八
月
一
五
日
）
に
史
浩
の
祭
文
を
塔
頭
の
一
隅
に
立
石
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の

智
鑑
を
祭
る
文
を
書
き
下
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

足
菴
鑑
禅
師
を
祭
る
文
。　
　
　

史
浩
。

維
れ
紹
煕
三
年
太
歳
壬
子
八
月
辛
丑
朔
十
一
日
辛
亥
、
太
師
保
寧
軍
節
度
使
致
仕
魏
国
公
、
食
邑
一
万
九
千
五
百
戸
、
食
実
封
八
千
一
百
戸
の
史
浩
、

謹
ん
で
香
茗
庶
羞
の
奠
を
以
て
、
祭
を
円
寂
前
雪
竇
足
菴
鑒
公
禅
師
の
霊
に
致
す
。
惟
る
に
師
は
了
悟
円
通
な
る
こ
と
観
音
大
士
の
如
く
、
縁
に

随
い
て
俗
を
化
す
る
こ
と
善
導
和
尚
の
如
し
。
世
の
独
善
自
利
の
者
、
或
い
は
以
て
然
ら
ず
と
為
す
も
、
師
は
安
行
し
て
自
若
た
り
、
以
て
此
れ

を
歉
と
為
さ
ず
。
内
に
所
得
有
る
に
非
ず
し
て
、
何
ぞ
以
て
傲
然
と
し
て
此
く
の
如
き
を
顧
み
ざ
る
。
倘
し
或
い
は
人
に
因
り
て
節
を
改
め
ば
、

是
れ
奪
う
べ
き
な
り
。
我
れ
嘗
て
是
れ
を
以
て
師
の
特
操
を
重
ん
じ
、
之
れ
を
聞
く
。
仏
氏
は
身
心
不
動
に
し
て
、
無
量
義
三
昧
に
入
る
。
未
だ

嘗
て
言
有
ら
ざ
る
な
り
。
五
時
九
会
・
四
辨
八
音
に
至
り
て
、
又
た
未
だ
嘗
て
言
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
則
ち
師
の
俗
を
化
す
る
を
知
り
、
亦
た
当

に
言
う
べ
く
し
て
言
う
。
爾
今
、
師
は
亡
ぜ
り
。
想
い
見
る
に
一
念
は
超
然
と
し
て
復
た
前
日
の
言
を
懸
念
す
る
こ
と
無
し
、
猶
お
人
の
耳
に
在
り
。

必
ず
高
弟
有
り
て
其
の
緒
を
紀
し
、
餘
識
あ
る
者
、
必
ず
自
ず
か
ら
品
題
せ
ん
。
予
、
復
た
は
云
わ
ず
、
香
を
炷
き
茗
を
瀹
さ
ん
。
師
、
其
れ
之

れ
を
歆
け
た
ま
え
、
尚
わ
く
は
饗
け
た
ま
え
。

　

開
禧
二
年
中
秋
の
日
、
菴
を
守
る
前
監
寺
僧
道
成
、
立
石
す
。

　

こ
の
よ
う
に
史
浩
が
智
鑑
の
た
め
に
祭
文
を
記
し
た
の
は
紹
熙
三
年
八
月
一
一
日
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
は
な
ぜ
か
「
雪
竇
足
菴
禅
師

塔
銘
」
に
い
う
八
月
一
六
日
の
智
鑑
示
寂
と
日
に
ち
に
開
き
が
存
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
史
浩
が
智
鑑
の
尊
霊
に
対
し
て
「
惟
う
に
師
は
了



足
庵
智
鑑
と
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雪
竇
足
菴
禅
師
塔
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』
（
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）
（
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藤
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一
一

悟
円
通
な
る
こ
と
観
音
大
士
の
如
く
、
縁
に
随
い
て
俗
を
化
す
る
こ
と
善
導
和
尚
の
如
し
」
と
称
え
て
い
る
の
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

円
満
な
悟
道
を
得
た
深
さ
は
観
音
菩
薩
の
よ
う
で
あ
り
、
衆
生
を
教
化
す
る
さ
ま
は
唐
代
初
期
に
活
躍
し
た
中
国
浄
土
教
第
三
祖
の
善
導
（
終

南
大
師
、
六
一
三
―
六
八
一
）
の
ご
と
き
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
る

）
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の
は
興
味
深
い
。
ま
さ
に
智
鑑
が
上
求
菩
提
と
下
化
衆
生
の
両
面
を
共
に

具
え
た
優
れ
た
禅
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
巧
に
言
い
当
て
た
表
現
で
あ
り
、
智
鑑
は
往
古
の
善
導
の
ご
と
く
慈
悲
の
念
を
持
っ
て
衆
生
の
済
度

教
化
に
邁
進
し
た
人
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
開
禧
二
年
の
八
月
一
五
日
（
中
秋
日
）
に
庵
す
な
わ
ち
智
鑑
の
塔
頭
を
守
っ
て
い
た
高
弟
の
道
成
が
雪
竇
山
の
前
監
寺
と
し
て
史

浩
撰
「
祭
二

足
菴
鑑
禅
師
一

文
」
を
実
際
に
立
石
し
た
わ
け
で
あ
る
。
道
成
に
関
し
て
は
そ
の
事
跡
が
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
久
し
く
雪
竇
山

の
智
鑑
の
も
と
で
監
寺
の
要
職
を
担
っ
て
い
た
も
の
ら
し
く
、そ
の
後
は
守
塔
比
丘
（
塔
主
）
と
し
て
智
鑑
の
墓
塔
を
守
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

智
鑑
剃
度
の
子
飼
い
の
門
人
（
小
師
）
で
は
な
か
っ
た
か
と
見
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
智
鑑
は
剃
度
の
門
人
に
「
道
」
の
字
を
系
字
と
し
て
付
与

し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
道
成
は
同
門
の
如
浄
よ
り
は
年
長
で
、
如
浄
と
も
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
で
は
「
人
、古
仏
を
以
て
之
れ
を
称
す
。
惟
う
に
師
は
無
媿
を
以
て
云
う
べ
し
」
と
記
し
て
お
り
、当
代
の
人
々

が
智
鑑
を
古
仏
と
尊
称
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
楼
鑰
は
智
鑑
が
古
仏
の
尊
称
に
相
応
し
い
禅
者
で
あ
り
、
尊
号
に
何
ら
恥
じ
る
こ
と
の

な
い
す
ぐ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
点
を
称
え
て
い
る
。

日
本
僧
の
祇
陀
大
智
が
元
代
に
智
鑑
の
墓
塔
を
拝
登
す
る

　

智
鑑
が
示
寂
し
て
ま
も
な
い
頃
、
入
宋
し
て
雪
竇
山
を
訪
れ
た
日
本
僧
に
真
言
律
宗
の
我
禅
房
俊
芿
（
不
可
棄
法
師
、
一
一
六
六
―
一
二
二
七
）

が
存
し
て
い
る
。
俊
芿
の
伝
記
史
料
で
あ
る
『
泉
涌
寺
不
可
棄
法
師
伝
』
の
「
建
久
十
年
、
三
十
四
歳
」
の
項
に
よ
れ
ば
、

同
五
月
初
、
著
二

宋
朝
江
陰
軍
一、
下
レ

帆
放
レ

碇
。
時
也
大
宋
慶
元
五
年
也
。
即
遊
二

両
浙
名
境
一、
到
二

天
台
山
一、
過
二

石
橋
一、
蒸
餅
峰
左
辺
、
点
二

茶

五
百
羅
漢
一、
毎
レ

盞
感
二

茶
花
瑞
一。
遂
到
二

雪
竇
中
巌
一、
咨
二

受
禅
法
一。〈
禅
師
亡
レ

名
〉。
其
年
十
月
十
四
日
、
至
二

行
在
径
山
一、
見
二

蒙
庵
禅
師
一。（
続

群
類
九
上
・
四
七
ａ
～
ｂ
）

と
あ
り
、
日
本
の
建
久
一
〇
年
（
正
治
元
年
、
南
宋
の
慶
元
五
年
、
一
一
九
九
）
に
入
宋
し
常
州
江
陰
軍
（
江
蘇
省
）
に
着
岸
し
た
俊
芿
は
、
最
初

に
台
州
（
浙
江
省
）
天
台
県
の
天
台
山
を
拝
登
し
、天
台
石
橋
（
石
梁
瀑
布
）
に
到
っ
て
蒸
餅
峰
左
辺
の
五
百
羅
漢
に
茶
を
献
ず
る
な
ど
し
て
後
、

明
州
奉
化
県
の
雪
竇
山
資
聖
寺
に
上
山
し
、
と
き
の
住
持
で
あ
っ
た
禅
者
に
禅
要
を
問
う
て
い
る

）
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。
こ
の
と
き
雪
竇
山
の
住
持
を
務
め
て
い
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一
二

た
の
が
如
何
な
る
系
統
の
禅
者
（
中
巌
は
道
号
か
）
で
あ
っ
た
の
か
は
明
確
で
な
い
が
、
時
期
的
に
は
曹
洞
宗
宏
智
派
の
海
印
徳
雲
か
古
巌
如

璧
（
堅
璧
と
も
）
が
住
持
し
て
い
た
頃
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
海
印
徳
雲
は
自
得
慧
暉
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
り
、
古
巌
如
璧

も
石
窓
法
恭
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
ま
も
な
く
俊
芿
は
杭
州
餘
杭
県
の
径
山
興
聖
万
寿
寺
へ
と
赴
い
て
楊
岐
派
の

蒙
庵
元
聡
（
仏
智
禅
師
、
一
一
三
六
―
一
二
〇
九
）
に
参
学
し
て
い
る
。
俊
芿
が
入
宋
渡
航
し
て
雪
竇
山
に
到
っ
た
の
は
智
鑑
が
示
寂
し
て
七
年

後
の
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
だ
雪
竇
山
内
に
は
智
鑑
の
遺
風
が
随
所
に
残
存
し
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
か
ら
、
俊
芿
が
智
鑑
に
つ
い
て
何
ら
か

の
情
報
を
得
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
存
し
よ
う
。

　

一
方
、
雪
竇
山
に
存
し
た
智
鑑
の
墓
塔
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
鎌
倉
末
期
に
日
本
か
ら
入
元
し
た
曹
洞
宗
永
平
下
の
祇
陀
大
智

（
一
二
九
〇
─
一
三
六
六
）
が
『
大
智
禅
師
偈
頌
』
に
「
礼
二

足
庵
和
尚
塔
一

」
と
題
す
る
つ
ぎ
の
一
首
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　

礼
二

足
庵
和
尚
塔
一。

宗
風
唱
起
乳
峰
前
、
双
二

鎖
金
針
一

事
理
全
。
一
夜
丙
丁
吹
レ

火
滅
、
三
千
海
嶽
黒
如
レ

煙
。（
続
曹
全
・
歌
頌
七
五
二
ｂ
）

　
　
　

足
庵
和
尚
の
塔
を
礼
す
。

　

宗
風
唱
え
起
こ
す
、
乳
峰
の
前
。
金
針
を
双
べ
鎖
し
て
事
理
全
し
。
一
夜
、
丙
丁
が
火
を
吹
い
て
滅
し
、
三
千
の
海
嶽
、
黒
き
こ
と
煙
の
如
し
。

　

大
智
は
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
曹
洞
禅
僧
で
あ
り
、
智
鑑
か
ら
大
智
に
至
る
曹
洞
宗
の
系
統
を
示
す
な
ら
ば
、

足
庵
智
鑑
─
長
翁
如
浄
─
永
平
道
元
─
孤
雲
懐
奘
─
徹
通
義
介
─
瑩
山
紹
瑾
─
明
峯
素
哲
─
祇
陀
大
智

と
嗣
承
し
て
い
る
。
大
智
は
在
元
中
に
親
し
く
雪
竇
山
に
上
山
し
直
に
智
鑑
の
墓
塔
を
拝
登
し
て
一
偈
を
詠
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
当
時
、
雪
竇
山
の
一
隅
に
い
ま
だ
足
庵
和
尚
塔
が
明
確
に
存
在
し
て
い
た
事
実
も
確
か
め
ら
れ
る

）
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。
大
智
が
足
庵
和
尚
塔
を
拝
登

し
た
の
は
智
鑑
が
示
寂
し
て
一
三
〇
年
ほ
ど
を
経
た
頃
に
当
た
る
が
、
元
代
後
期
に
お
い
て
も
智
鑑
の
墓
塔
が
雪
竇
山
中
に
残
っ
て
い
た
こ

と
を
伝
え
る
貴
重
な
一
首
な
の
で
あ
る
。
こ
の
大
智
の
ほ
か
に
日
本
か
ら
遥
々
と
渡
海
し
て
雪
竇
山
を
訪
れ
た
中
世
曹
洞
禅
者
の
名
は
ほ
か

に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
大
智
が
雪
竇
山
の
足
庵
和
尚
塔
を
実
地
に
仰
い
で
詠
じ
た
の
が
「
礼
二

足
庵
和
尚
塔
一

」
と
題
す
る
礼
祖
塔
の
偈
頌
で

あ
り
、
き
わ
め
て
重
要
な
消
息
を
い
ま
に
伝
え
て
い
る

）
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。

　

乳
峰
と
は
山
中
を
落
下
す
る
二
本
の
滝
に
因
む
雪
竇
山
の
別
称
で
あ
り
、
そ
の
た
め
雪
竇
山
は
一
に
乳
竇
と
も
通
称
さ
れ
て
い
る
。
智
鑑

が
雪
竇
山
で
大
い
に
曹
洞
の
宗
風
を
唱
え
た
こ
と
を
大
智
は
「
金
針
を
双
べ
鎖
し
て
事
理
全
し
」
と
表
現
し
て
い
る
。
金
針
や
事
理
と
い
う

こ
と
ば
は
深
遠
な
曹
洞
宗
旨
を
意
味
し
た
表
現
で
あ
り
、『
人
天
眼
目
』
巻
三
「
曹
洞
宗
」
に
載
る
楊
岐
派
の
山
堂
徳
淳
が
記
し
た
曹
洞
宗
の
「
要
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一
三

訣
」
に
「
機
絲
不
レ

挂
、
箇
中
双
鎖
二

金
針
一。
文
彩
縦
横
、
裏
許
暗
穿
二

玉
線
一

」
（
大
正
蔵
四
八
・
三
二
〇
ｃ
～
三
二
一
ａ
）
と
記
さ
れ
て
い
る

）
16
（

。
大

智
が
到
っ
た
当
時
、足
庵
和
尚
塔
の
近
辺
に
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
が
残
っ
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、大
智
の
「
礼
二

足
菴
和
尚
塔
一

」

の
偈
頌
か
ら
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
「
一
夜
丙
丁
吹
レ

火
滅
、
三
千
海
嶽
黒
如
レ

煙
」
の
語
句
の
一
部
が
智
鑑
自
身
の
遺

偈
な
ど
を
踏
ま
え
て
詠
じ
ら
れ
た
可
能
性
も
存
し
よ
う

）
17
（

。

智
鑑
の
嗣
法
門
人
と
参
学
門
人

足
菴
…
嗣
法
及
受
度
三
十
餘
人
。

　

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
が
撰
述
さ
れ
た
時
点
で
、
楼
鑰
は
智
鑑
の
弟
子
に
つ
い
て
「
嗣
法
及
び
受
度
は
三
十
餘
人
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
楼
鑰
の
こ
と
ば
に
従
え
ば
、
楼
鑰
が
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
撰
述
し
た
頃
、
智
鑑
に
は
嗣
法
（
伝
法
）
の
門
人
と
受
度
（
剃
髪
得
度
）

の
門
人
が
併
せ
て
三
〇
余
人
ほ
ど
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
は
具
体
的
な
嗣
法
の
門
人

や
剃
度
の
門
人
の
名
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
三
〇
人
の
中
の
ひ
と
り
に
如
浄
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
い
ま
だ
出

世
開
堂
す
る
以
前
に
当
た
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
正
式
な
法
嗣
に
名
を
連
ね
て
い
た
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　

ち
な
み
に
す
で
に
示
し
た
ご
と
く
「
祭
二

足
菴
鑑
禅
師
一

文
」
に
「
開
禧
二
年
中
秋
日
、守
レ

菴
前
監
寺
僧
道
成
立
石
」
と
あ
る
守
庵
比
丘
（
守

塔
比
丘
・
塔
主
）
で
前
監
寺
の
道
成
の
名
が
あ
り
、
同
じ
く
「
書
二

老
牛
智
融
事
一

」
に
「
侍
者
道
元
来
二

都
下
一、
求
二

銘
于
余
一

」
と
あ
る
侍
者

道
元
の
名
も
知
ら
れ
る
。
道
成
や
道
元
と
い
っ
た
僧
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
智
鑑
は
剃
度
の
小
師
（
弟
子
）
に
「
道
」
の
字
を

法
諱
の
系
字
と
し
て
与
え
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
智
鑑
の
法
孫
に
当
た
る
日
本
僧
道
元
と
は
全
く
別
に
道
元
と
い
う
名
の
侍
者
が
存
し

た
こ
と
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
道
成
や
道
元
は
智
鑑
の
も
と
に
在
っ
た
剃
度
の
小
師
と
見
ら
れ
る
が
、
彼
ら
が
智
鑑
の
法
を
嗣
い
だ

伝
法
の
弟
子
で
あ
っ
た
可
能
性
も
存
し
よ
う
か
。
少
な
く
と
も
智
鑑
に
は
如
浄
の
ほ
か
に
も
何
人
か
の
法
嗣
が
存
し
、
そ
の
中
の
幾
人
か
は

楼
鑰
が
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
が
撰
述
し
た
時
点
で
す
で
に
開
堂
出
世
し
て
智
鑑
に
嗣
承
香
を
焚
い
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、日
本
で
南
北
朝
期
に
編
集
刊
行
さ
れ
た
『
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
に
は
「
雪
竇
足
庵
智
鑑
」
の
法
嗣
と
し
て
「
天
童
如
浄
」
と
と
も
に
「
仗

錫
棘
林
□
杞
」
の
名
が
存
し
て
い
る
。
室
町
中
期
の
『
仏
祖
宗
派
図
』
で
は
「
雪
竇
足
菴
知
鑑
」
の
法
嗣
と
し
て
「
天
童
如
浄
」
と
と
も
に

「
仗
錫
棘
林
□
杷
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
江
戸
期
の
宗
派
図
と
し
て
は
『
正
誤
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
巻
一
に
「
雪
竇
足
菴
智
鑑
」
の

法
嗣
と
し
て
「
天
童
長
翁
如
浄
」
と
と
も
に
「
仗
錫
棘
林
□
杞
」
の
名
が
存
し
て
い
る
。『
伝
燈
歴
世
譜
』
下
「
雲
居
下
」
に
も
「
明
州
雪
竇
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一
四

足
菴
智
鑑
」
の
法
嗣
と
し
て
「
四
明
天
童
長
翁
如
浄
」
と
と
も
に
「
仗
錫
棘
林
□
杞
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
如
浄
に
つ
い
て
は
別
個
に

詳
し
く
論
ず
る
の
で
、
こ
こ
で
は
い
ま
一
人
の
嗣
法
門
人
と
さ
れ
る
棘
林
□
杞
な
い
し
棘
林
□
杷
に
つ
い
て
、
一
通
り
そ
の
事
跡
を
整
理
し

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

『
仏
祖
宗
派
図
』
の
み
が
そ
の
名
を
「
仗
錫
棘
林
□
杷
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
宗
派
図
は
い
ず
れ
も
「
仗
錫
棘
林
□
杞
」
と
伝

え
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
棘
林
と
は
荊
棘
林
す
な
わ
ち
茨
の
林
の
こ
と
で
、
荊
棘
の
林
が
衣
を
破
り
歩
行
に
支
障
を
来
た
す
よ
う
に
菩
提

に
進
む
こ
と
を
妨
げ
る
煩
悩
に
譬
え
ら
れ
る
。
杷
と
は
刀
剣
の
柄
の
こ
と
で
把
む
意
で
あ
り
、
杞
と
は
樟
に
似
た
落
葉
高
木
の
楝
（
お
う
ち
）

す
な
わ
ち
栴
檀
の
こ
と
で
あ
り
家
具
の
良
材
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
人
の
名
を
棘
林
□
杷
と
す
べ
き
か
、
棘
林
□
杞
と
す
べ
き
か
、

こ
こ
で
は
い
ず
れ
と
も
断
定
し
得
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
い
ま
は
荊
棘
林
と
栴
檀
林
の
対
比
か
ら
、
よ
り
多
く
の
宗
派
図
が
一
様
に
載
せ
て

い
る
棘
林
□
杞
を
こ
の
人
の
道
号
・
法
諱
と
し
て
採
用
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
棘
林
□
杞
が
も
し
智
鑑
の
晩
年
に
近
い
頃
の
剃
度
の
小

師
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
棘
林
道
杞
と
称
し
て
い
た
可
能
性
も
存
し
よ
う
。
宋
代
以
降
の
禅
宗
燈
史
な
ど
を
詳
細
に
調
べ
て
も
、
棘
林
□
杞

に
該
当
す
る
禅
者
の
名
は
全
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

棘
林
□
杞
（
？
─
一
二
五
八
）
が
い
ず
れ
の
州
の
出
身
で
如
何
な
る
俗
姓
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
状
況
的
に
如
浄
と
同
じ
よ
う

に
浙
江
そ
れ
も
明
州
か
越
州
あ
た
り
の
出
身
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
後
の
活
動
期
間
か
ら
し
て
、
如
浄
と
同
じ
よ
う

に
智
鑑
の
晩
年
に
そ
の
門
下
に
投
じ
た
門
人
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
く
、
お
そ
ら
く
如
浄
よ
り
若
干
遅
れ
て
雪
竇
山
の
智
鑑
の
も
と
に
投
じ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
臨
済
宗
松
源
派
の
虚
堂
智
愚
（
息
耕
叟
、
一
一
八
五
─
一
二
六
九
）
の
語
録
で
あ
る
『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
三
「
慶
元
府
阿
育

王
山
広
利
禅
寺
語
録
」
に
、

仗
錫
和
尚
至
上
堂
。（
中
略
）
山
僧
昔
寄
二

霞
谷
一、
与
二

棘
林
老
子
一

也
如
レ

是
。
別
去
一
十
餘
年
、
今
日
相
見
亦
如
レ

是
。
且
道
、
其
中
意
作
麼
生
。

卓
二

主
丈
一。
如
レ

是
如
レ

是
而
已
矣
。（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
〇
四
ｃ
～
一
〇
〇
五
ａ
）

と
い
う
こ
と
ば
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
智
愚
は
明
州
象
山
県
の
陳
氏
の
出
身
で
、
松
源
派
の
運
庵
普
巌
（
少
瞻
、
？
─
一
二
二
二
）
の
法
を
嗣

い
だ
高
弟
で
あ
り
、
法
嗣
に
日
本
僧
の
南
浦
紹
明
（
円
通
大
応
国
師
、
一
二
三
五
―
一
三
〇
八
）
が
い
る
。
紹
明
の
流
れ
は
日
本
禅
林
で
大
応
派

と
し
て
形
成
さ
れ
、
や
が
て
応
燈
関
か
ら
白
隠
禅
へ
と
連
な
っ
て
お
り
、
そ
の
源
流
に
当
た
る
の
が
智
愚
で
あ
り
、
と
く
に
重
要
な
位
置
に

あ
る
臨
済
禅
者
と
い
っ
て
よ
い
。
智
愚
が
明
州
（
慶
元
府
）
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
に
勅
住
し
た
の
は
、
宝
祐
四
年
（
一
二
五
六
）
四
月

の
こ
と
で
あ
り
、
仗
錫
和
尚
す
な
わ
ち
棘
林
□
杞
（
以
下
、
単
に
棘
林
杞
と
表
記
）
が
阿
育
王
山
の
智
愚
の
も
と
に
到
っ
た
の
が
宝
祐
四
年
七
月



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

一
五

一
五
日
の
解
夏
以
前
に
当
た
っ
て
い
る
。
霞
谷
と
は
明
州
定
海
県
東
南
七
〇
里
に
存
し
た
啓
霞
山
の
こ
と
で
あ
り
、
山
中
に
は
崇
梵
院
（
後

に
は
仏
巌
禅
寺
）
が
存
し
て
い
た
。
智
愚
は
そ
れ
以
前
に
啓
霞
山
崇
梵
院
に
身
を
寄
せ
た
期
間
が
あ
り
、
そ
の
と
き
崇
梵
院
の
住
持
で
あ
っ
た

の
が
棘
林
老
師
す
な
わ
ち
棘
林
杞
な
の
で
あ
る
。
智
愚
は
淳
祐
元
年
（
一
二
四
一
）
の
夏
よ
り
淳
祐
四
年
（
一
二
四
四
）
の
春
頃
ま
で
啓
霞
山

の
棘
林
杞
の
も
と
に
寓
居
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
如
浄
が
宝
慶
三
年
（
一
二
二
七
）
に
示
寂
し
て
か
ら
す
で
に
一
五
年
以
上
の
歳

月
が
過
ぎ
て
い
る
。
智
愚
は
か
つ
て
修
行
時
代
の
最
終
段
階
で
杭
州
浄
慈
寺
に
赴
い
て
如
浄
に
参
学
し
て
問
答
を
交
し
た
経
緯
も
存
し

）
18
（

、
如

浄
と
棘
林
杞
の
両
禅
者
と
関
わ
っ
て
い
る
点
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

棘
林
杞
の
活
動
の
さ
ま
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
は
、
こ
の
『
虚
堂
和
尚
語
録
』
と
先
の
宗
派
図
な
ど
限
ら
れ
た
記
事
し
か
見
当
た
ら
な
い

の
は
遺
憾
で
あ
る
。
そ
の
後
、
棘
林
杞
は
明
州
鄞
県
西
南
一
二
〇
里
に
存
し
た
仗
錫
山
延
勝
禅
院
（
一
に
杖
錫
山
延
聖
禅
院
と
も
）
に
住
持
し
た

わ
け
で
あ
り

）
19
（

、
一
〇
数
年
後
の
宝
祐
四
年
に
智
愚
が
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
に
陞
住
し
た
際
、
旧
交
を
温
め
る
べ
く
仗
錫
山
の
住

持
と
し
て
智
愚
の
も
と
を
訪
れ
て
親
し
く
再
会
を
果
た
し
て
い
る
。

　

『
虚
堂
和
尚
語
録
』に
は
こ
の「
仗
錫
和
尚
至
上
堂
」の
ほ
か
に
も
随
所
に
棘
林
杞
と
の
交
友
を
伝
え
る
記
載
が
残
さ
れ
て
い
る
。
巻
六「
仏
事
」

に
は
「
棘
林
請
為
二

二
沙
弥
一

付
レ

衣
」
（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
三
三
ｃ
）
と
題
す
る
偈
頌
が
存
し
て
お
り
、
こ
れ
は
棘
林
杞
が
二
人
の
沙
弥
に
袈
裟

（
法
衣
）
を
付
し
た
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る

）
20
（

。『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
七
「
偈
頌
」
に
も
「
棘
林
」
（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
三
五
ｂ
）
と
い
う
偈

頌
が
存
し
、
こ
れ
は
啓
霞
山
に
禺
居
し
て
い
た
当
時
、
智
愚
が
棘
林
杞
の
た
め
に
詠
じ
た
作
と
見
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
一
〇
「
虚
堂
和
尚
新
添
」
に
は
「
棘
林
和
尚
遺
書
至
」
と
題
し
て
、

因
記
七
峯
来
二

玉
几
一、
去
年
花
月
下
二

雲
㘭
一、
未
レ

周
二

一
歳
一

背
二

盟
我
一、
剔
二

尽
春
燈
一

眼
不
レ

交
。（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
六
二
ｂ
）

と
い
う
偈
頌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
七
峯
と
は
仗
錫
山
が
存
す
る
四
明
山
の
峰
々
を
い
い
、
玉
几
と
は
阿
育
王
山
の
異
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
棘
林
杞
は
宝
祐
四
年
七
月
に
阿
育
王
山
の
智
愚
を
訪
ね
て
か
ら
、
翌
年
の
花
月
（
四
月
）
に
智
愚
の
も
と
を
去
っ
た
も
の
ら
し
い
。

そ
れ
か
ら
僅
か
一
年
を
経
て
棘
林
杞
は
春
燈
の
中
で
智
愚
に
遺
書
を
呈
し
て
遷
化
し
た
も
の
ら
し
い
。
春
燈
と
は
春
の
夜
を
点
す
燈
火
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
推
測
す
る
と
、
棘
林
杞
が
遷
化
し
た
の
は
宝
祐
六
年
（
一
二
五
八
）
の
春
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
師
智
鑑
が

紹
熙
三
年
（
一
一
九
二
）
に
遷
化
し
て
よ
り
実
に
六
七
年
も
の
歳
月
が
流
れ
て
お
り
、
棘
林
杞
は
こ
の
と
き
す
で
に
九
〇
歳
を
優
に
越
え
て
い

た
計
算
に
な
ろ
う
。

　

一
方
、南
宋
末
期
の
詩
僧
と
し
て
も
名
高
い
大
慧
派
の
物
初
大
観
（
一
二
〇
一
─
一
二
六
八
）
も
『
物
初
賸
語
』
巻
二
一
「
祭
」
に
「
仗
錫
棘
林
」



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

一
六

と
題
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
祭
文
を
残
し
て
い
る
。

十
禅
同
盟
、続
々
盍
簪
。
公
毎
二

来
会
一、咲
言
愔
々
。
別
未
レ

幾
時
、云
レ

疾
弗
レ

起
。
吾
不
二

謂
然
一、遺
墨
満
レ

紙
。
大
寂
定
門
、電
転
風
急
。
道
本
如
レ

斯
、

又
奚
挹
々
。
洞
上
厥
緖
、不
レ

絶
如
レ

綫
。
長
庚
嗣
レ

輝
、燁
々
絢
爛
。
縁
稔
二

四
明
一、坐
席
屡
遷
。
斗
水
方
レ

池
、局
横
海
鱣
。
我
旧
訪
レ

公
、躡
レ

雲
重
重
。

整
レ

殿
穹
レ

堂
、
猶
湿
二

青
紅
一。
日
俟
峻
歩
、
凌
高
陟
遐
。
今
也
不
レ

然
、
孰
大
二

其
家
一。
寥
々
象
季
、
吾
道
孔
艱
。
公
平
不
レ

留
、
嘅
二

其
永
嘆
一。

　

大
観
は
大
慧
宗
杲
─
拙
庵
徳
光
─
北
磵
居
簡
─
物
初
大
観
と
嗣
承
し
て
お
り
、
本
師
で
あ
る
北
磵
居
簡
（
敬
叟
、
一
一
六
四
―
一
二
四
六
）
も

『
北
磵
文
集
』
や
『
北
磵
詩
集
』
な
ど
を
著
わ
し
て
詩
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
。
大
観
も
晩
年
の
棘
林
杞
と
関
わ
り
が
深
か
っ
た
も
の
ら
し
く
、

棘
林
杞
の
遷
化
に
際
し
て
祭
文
を
書
き
残
し
て
い
る
。
棘
林
杞
は
阿
育
王
山
の
智
愚
の
も
と
を
辞
し
た
際
、
明
州
鄞
県
の
大
慈
山
教
忠
報
国

禅
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
大
観
の
も
と
に
も
立
ち
寄
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
大
観
と
別
れ
て
ま
も
な
く
棘
林
杞
は
病
を
得
て
起
き
ら
れ
な

く
な
り
、
大
寂
静
中
に
遷
化
し
た
と
さ
れ
る
。「
洞
上
の
厥
緖
、
絶
え
ざ
る
こ
と
綫
の
如
し
」
と
あ
り
、
大
観
が
明
確
に
棘
林
杞
を
曹
洞
禅
者

で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
縁
は
四
明
に
稔
り
、
坐
席
屡
し
ば
遷
る
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
棘
林
杞
は
啓
霞

山
や
仗
錫
山
の
み
で
な
く
、
ほ
か
に
も
そ
れ
以
前
に
四
明
（
明
州
）
地
内
の
い
く
つ
か
の
禅
刹
に
歴
住
し
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
あ
た

か
も
本
師
智
鑑
と
同
じ
よ
う
に
棘
林
杞
も
明
州
地
内
の
禅
刹
に
相
継
い
で
住
持
し
、
明
州
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

雪
竇
山
の
錦
鏡
池
と
「
錦
鏡
記
」

足
菴
…
師
素
与
レ

余
厚
。
在
二

雪
竇
一

作
二

錦
鏡
一、
以
蓄
二

飛
雪
一、
上
流
為
二

一
山
奇
観
一、
嘗
為
レ

之
記
。

四
明
…
作
二

錦
鏡
池
一

以
畜
二

飛
雪
一、
上
流
為
二

一
山
奇
観
一。

　

楼
鑰
は
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
て
「
師
、
素
よ
り
余
と
厚
し
。
雪
竇
に
在
り
て
錦
鏡
を
作
り
、
以
て
飛
雪
を
蓄
え
、
上
流
は
一
山
の

奇
観
と
為
る
、
嘗
て
之
れ
が
為
め
に
記
す
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
『
四
明
山
志
』
に
も
「
錦
鏡
池
を
作
り
、
以
て
飛
雪
を
畜
え
、

上
流
は
一
山
の
奇
観
と
為
る
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
智
鑑
が
生
前
に
雪
竇
山
の
住
職
と
し
て
錦
鏡
池
と
い
う
造
形
の
湖
水
を
作
り
、
山

か
ら
流
れ
落
ち
る
滝
が
風
光
明
媚
な
奇
観
と
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る

）
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（

。
し
か
も
日
ご
ろ
道
交
の
厚
か
っ
た
楼
鑰
は
智
鑑
の
た
め
に
自
ら
「
錦

鏡
記
」
と
題
す
る
文
章
を
書
き
残
し
て
い
る

）
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。
実
際
に
『
攻
媿
集
』
巻
五
七
「
記
」
に
は
「
雪
竇
山
錦
鏡
記
」
の
全
文
が
残
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
旧
字
の
ま
ま
示
す
な
ら
ば
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

雪
竇
山
錦
鏡
記
。
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一
七

雪
竇
山
名
二

天
下
一、
自
レ

下
而
升
。
既
至
二

絶
頂
一、
而
地
始
平
曠
、
四
山
又
環
レ

之
。
寺
拠
二

正
中
一、
気
象
雄
秀
。
二
水
不
レ

知
レ

所
二

従
来
一、
出
レ

山
之

両
腋
、
而
会
二

于
前
一、
径
赴
二

大
壑
一、
峻
石
削
立
、
険
不
レ

可
レ

測
、
崩
レ

空
落
レ

崖
。
飛
雪
千
丈
、
洞
心
駭
自
、
勝
絶
二

一
方
一。
此
山
之
所
二

以
得
一レ

名

也
。
繇
レ

古
以
来
、
登
覧
之
士
不
レ

知
二

其
幾
一。
眩
二

于
創
見
一、
何
暇
擬
議
。
紹
興
甲
子
、
郡
太
守
尚
書
莫
公
将
来
游
、
乃
始
発
二

意
于
万
象
之
表
一、

謂
三

水
去
二

太
亟
一。
属
二

寺
僧
一

以
レ

田
為
レ

池
、
使
三

二
流
匯
二

其
中
一。
寛
納
而
緩
出
レ

之
、
則
寺
当
二

少
利
一。
有
レ

詩
云
、
能
廃
二

千
畦
一

渟
二

玉
雪
一、

不
レ

妨
三

飛
練
掛
二

丹
梯
一。
読
者
韙
レ

之
。
而
四
十
餘
年
、
十
易
二

主
人
一、
咸
睥
睨
以
為
レ

難
。
淳
煕
十
一
年
、
足
庵
鑒
公
禅
師
既
至
、
百
廃
修
挙
、

取
二

莫
公
之
説
一

斟
二

酌
之
一。
八
月
己
未
、
遂
興
二

畚
鍤
一、
池
深
一
尋
、
縦
四
百
三
十
尺
、
広
半
レ

之
。
築
二

隄
南
西
一

以
便
二

往
来
一、
因
レ

橋
為
レ

閘
、

視
二

水
漲
落
一

而
閉
縦
レ

之
。
明
年
二
月
庚
子
、
池
成
。
漪
漣
拍
レ

隄
、
渟
濚
如
レ

拭
、
千
巌
倒
景
、
空
明
相
映
。
道
俗
欣
嘆
、
見
二

未
曾
有
一、
禽
魚
下
上
、

咸
有
二

喜
色
一。
師
問
二

名
于
雪
窻
張
武
子
良
臣
一、
武
子
曰
、
是
所
謂
淵
林
錦
鏡
者
也
。
遂
以
二

錦
鏡
一

名
、
而
謂
二

余
記
一レ

之
。
余
不
レ

能
レ

習
二

陰
陽
家

言
一、
然
通
二

天
下
一
気
一

耳
。
山
如
二

人
之
定
形
一、
水
如
二

人
之
脉
絡
一、
或
瀦
或
泄
、
当
適
二

其
中
一。
池
之
未
レ

作
也
、
水
若
レ

建
レ

瓴
、
山
之
気
与
レ

之

倶
逝
而
不
レ

留
。
及
二

其
既
積
一、
則
淑
霊
之
気
、
得
三

以
扶
輿
磅
二

礴
于
茲
一

矣
。
継
自
レ

今
、
其
必
有
二

卓
然
超
徹
之
士
一、
深
蔵
若
レ

虚
、
出
二

于
此
山
一、

以
振
二

祖
風
一

者
、
豈
惟
利
而
已
哉
。
曩
嘗
一
再
游
焉
、
間
久
不
レ

雨
、
水
僅
相
続
、
蕭
索
輪
囷
、
固
自
不
レ

悪
、
惟
積
雨
暴
漲
、
則
尤
為
二

壮
偉
可
一レ

観
。
顧
安
得
二

毎
毎
如
許
、
及
レ

今
過
一レ

之
。
既
坐
二

亭
上
一、
徐
徹
二

三
版
一、
水
則
大
至
、
怒
濤
迅
雷
、
凌
二

駕
震
疊
素
蜺
万
数
一、
哮
吼
層
出
、
真
天

下
之
奇
観
也
。
始
惟
見
二

寒
莎
野
卉
一、
紛
駭
相
応
。
少
焉
覚
二

両
涯
石
壁
一、
亦
為
レ

之
低
昂
不
レ

已
、
此
非
三

親
至
二

其
上
一、
深
矉
而
駐
観
者
、
不
レ

足
二

以
知
一レ

此
。
莫
公
止
謂
、
不
レ

妨
二

飛
雪
之
勝
一、
不
レ

知
此
池
之
成
、
関
機
闔
開
、
乃
大
有
レ

功
二

于
瀑
泉
一

也
。
足
庵
伝
二

洞
下
心
宗
一、
精
錬
刻
苦
、

等
慈
接
物
、
法
施
不
レ

吝
。
所
三

向
傾
動
二

緇
白
一、
数
主
二

廃
刹
一、
皆
立
興
レ

之
。
壮
年
嘗
出
二

力
于
此
一、
以
辧
二

衆
縁
一。
晩
座
二

道
場
一、
年
踰
二

八
十
一、

適
丁
二

歉
歳
艱
食
之
餘
一、
他
人
支
傾
補
レ

壊
、
猶
懼
不
レ

済
。
乃
于
二

談
笑
間
一、
成
二

此
勝
事
一、
用
二

銭
百
万
一。
外
不
三

以
謁
二

諸
人
一、
内
不
三

以
費
二

諸
帑
一、
傾
レ

嚢
倒
レ

篋
、
一
力
為
レ

之
、
信
有
二

大
過
レ

人
者
一、
是
役
也
。
僧
徳
宣
、
実
相
二

其
事
一、
妙
有
三

智
思
規
画
多
出
二

其
手
一。
又
得
二

信
士
単

承
亮
一、
割
二

膏
腴
一

以
補
二

田
之
廃
一、
此
池
益
可
二

以
久
一

矣
。
故
併
書
レ

之
、
以
告
二

来
者
一

云
。

　

そ
の
後
、こ
の
楼
鑰
の
「
雪
竇
山
錦
鏡
記
」
は
実
際
に
雪
竇
山
の
錦
鏡
池
の
池
畔
に
立
石
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、『
雪
竇
寺
誌
』
巻
九
上
「
記
」

に
も
「
錦
鏡
池
記
」
と
題
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い
る

）
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。

　
　

錦
鏡
池
記
。　
　

故
宋
攻
愧
先
生
楼
鑰
文
、
呉
興
趙
雍
書
并
篆
題
。

雪
竇
山
名
二

天
下
一、
自
レ

下
而
升
。
既
至
二

絶
頂
一、
其
地
始
平
曠
、
四
山
環
レ

之
。
寺
拠
二

正
中
一、
気
象
雄
秀
。
二
水
出
レ

山
之
両
腋
、
而
会
二

于
前
一、

径
赴
二

大
壑
一、
峻
石
削
立
、
険
不
レ

可
レ

測
、
崩
レ

空
落
レ

崕
。
飛
雪
千
丈
、
恫
心
駭
目
、
絶
勝
二

一
方
一。
此
山
之
所
二

以
得
一レ

名
也
。
紹
興
甲
子
、
郡
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一
八

太
守
尚
書
莫
公
将
来
遊
、
乃
始
発
二

意
於
万
象
之
表
一、
謂
三

水
去
二

太
亟
一。
属
二

寺
僧
一

以
レ

田
為
レ

池
、
使
三

二
流
滙
二

其
中
一。
寛
納
而
緩
出
レ

之
、
則

寺
当
二

少
利
一。
有
レ

詩
曰
、
能
廃
二

千
畦
一

停
二

玉
雪
一、
不
レ

妨
三

飛
練
挂
二

丹
梯
一。
読
者
韙
レ

之
。
而
四
十
餘
年
、
十
易
二

主
人
一、
咸
睥
睨
以
為
レ

難
。

淳
煕
十
一
年
、
足
菴
鑑
公
禅
師
既
至
、
百
廃
修
挙
、
取
二

莫
公
之
説
一

斟
二

酌
之
一。
八
月
己
未
、
遂
興
二

畚
鍤
一、
池
深
一
尋
、
縦
四
百
三
十
尺
、
広

半
レ

之
。
築
二

隄
西
南
一

以
便
二

往
来
一、
因
レ

橋
為
レ

閘
、
視
二

水
漲
落
一

而
閉
二

泄
之
一。
明
年
二
月
庚
子
、
池
成
。
漪
漣
拍
レ

隄
、
渟
瑩
如
レ

拭
、
千
巌
倒

景
、
空
明
相
暎
。
禽
魚
上
下
、
咸
有
二

喜
色
一。
問
二

名
於
張
武
子
良
臣
一、
武
子
曰
、
是
所
謂
淵
林
錦
鏡
者
也
。
遂
以
二

錦
鏡
一

名
、
而
請
レ

余
記
レ

之
。

余
不
レ

能
レ

習
二

陰
陽
家
言
一、
然
通
二

天
下
一
気
一

耳
。
山
如
二

人
之
定
形
一、
水
如
二

人
之
脉
絡
一、
或
瀦
或
泄
、
当
適
二

其
中
一。
池
之
未
レ

作
也
、
水
若
レ

建
レ

瓴
、
山
之
気
与
レ

之
倶
逝
而
不
レ

留
。
及
二

其
既
積
一、
則
霊
淑
之
気
、
得
三

以
扶
輿
磅
二

礴
於
茲
一

矣
。
継
自
レ

今
、
其
必
有
二

卓
然
超
徹
之
士
一、
深

蔵
若
レ

虚
、
出
二

於
此
山
一、
以
振
二

祖
風
一

者
、
豈
惟
利
而
已
哉
。
曩
甞
一
再
遊
焉
、
間
久
不
レ

雨
、
水
僅
相
続
、
蕭
索
輪
囷
、
固
自
不
レ

異
、
惟
積
雨

暴
漲
、
壮
偉
可
レ

観
。
顧
安
得
二

毎
毎
如
許
、
及
レ

今
過
一レ

之
。
既
坐
二

亭
上
一、
徐
撤
二

二
板
一、
水
則
大
至
、
怒
濤
迅
雷
、
凌
二

駕
震
疊
素
蜺
数
万
一、
咆

哮
層
出
、
真
天
下
之
奇
観
也
。
始
惟
見
二

寒
莎
野
卉
一、
紛
駭
相
暎
。
少
焉
見
二

両
崖
石
壁
一、
亦
為
低
昂
不
レ

已
、
此
非
三

親
至
二

其
上
一、
深
矉
而
駐
観
者
、

不
レ

足
二

以
知
一レ

此
。
莫
公
止
謂
、
不
レ

妨
二

飛
雪
之
勝
一、
不
レ

知
此
池
之
成
、
乃
大
有
レ

功
二

於
瀑
泉
一

也
。
足
菴
鑒
公
、
伝
二

洞
上
心
宗
一、
精
錬
刻
苦
、

慈
仁
接
物
、
法
施
不
レ

吝
。
所
三

向
傾
動
二

緇
白
一、
数
主
二

廃
刹
一、
皆
立
興
レ

之
。
晩
坐
二

道
場
一、
年
踰
二

八
十
一、
適
丁
二

歉
歳
艱
食
之
餘
一、
他
人
支
傾

補
レ

壊
、
猶
懼
不
レ

済
。
乃
於
二

談
笑
間
一、
成
二

此
勝
事
一。
外
不
三

以
謁
二

諸
人
一、
内
不
三

以
費
二

諸
帑
一、一
力
為
レ

之
、
信
有
二

過
レ

人
者
一、
是
役
也
。
僧

徳
宣
、
実
相
二

其
事
一、
妙
有
三

致
思
規
画
多
出
二

其
手
一。
又
得
二

信
士
単
承
亮
一、
割
二

膏
腴
一

以
補
二

田
之
廃
一、
併
書
レ

之
以
告
二

来
者
一。

　
　

大
元
至
元
二
年
歳
在
二

丙
子
一

十
二
月
癸
酉
朔
、
住
山
人
松
陵
釈
僧
喜
立
。

　

こ
の
「
錦
鏡
池
記
」
の
石
碑
は
智
鑑
の
頃
に
立
石
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
智
鑑
が
示
寂
し
て
一
世
紀
半
近
く
を
経
た
元
代
の
後
至
元
二

年
（
一
三
三
六
）
一
二
月
一
日
に
当
時
の
雪
竇
山
住
持
で
あ
っ
た
嗣
承
未
詳
の
松
陵
僧
喜
に
よ
っ
て
立
石
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
雪
竇
寺
誌
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
清
代
初
期
ま
で
は
確
実
に
雪
竇
山
の
一
隅
に
「
錦
鏡
池
記
」
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
篆
刻
の
書

体
は
湖
州
（
浙
江
省
）
呉
興
県
の
趙
雍
（
字
は
仲
穆
、
一
二
九
〇
─
？
）
に
よ
っ
て
書
筆
さ
れ
て
お
り
、
趙
雍
は
元
代
の
書
家
と
し
て
名
高
い
趙

孟
頫
（
字
は
子
昂
、
松
雪
道
人
、
一
二
七
三
─
一
三
二
二
）
の
次
子
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一
方
、
住
山
人
の
松
陵
僧
喜
に
関
し
て
は
禅
宗
燈
史
な

ど
に
そ
の
名
が
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
如
何
な
る
因
縁
で
一
世
紀
以
上
を
隔
て
て
智
鑑
ゆ
か
り
の
楼
鑰
記
「
錦
鏡
池
記
」
を
こ
の
時
期
に
立

石
し
た
の
か
定
か
で
な
い
。

　

郡
太
守
尚
書
莫
公
と
は
南
宋
の
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
―
一
一
六
二
）
に
明
州
慶
元
府
の
太
守
を
務
め
た
尚
書
の
莫
将
（
字
は
少
虚
、号
は
文
硯
、
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一
九

一
〇
八
〇
―
一
一
四
八
）
の
こ
と
で
あ
り
、『
宝
慶
四
明
志
』
巻
一
「
敍
郡
上
」
の
「
郡
守
」
に
、

莫
将
。
敷
文
閣
学
士
左
朝
請
郎
。
紹
興
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日
到
任
、
十
四
年
十
一
月
除
。
提
挙
江
州
太
平
観
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
莫
将
が
紹
興
一
二
年
（
一
一
四
二
）
一
一
月
か
ら
紹
興
一
四
年
（
一
一
四
四
）
一
一
月
ま
で
明
州
府
主
を
務
め
て
い
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
雪
窻
張
武
子
良
臣
と
は
張
良
臣
（
字
は
武
子
、
雪
窗
先
生
）
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
人
は
晩
年
の
宏
智
正
覚
や
法
嗣

の
自
得
慧
暉
・
石
窓
法
恭
ら
と
関
わ
り
が
深
い
。
張
良
臣
が
雪
竇
山
の
智
鑑
と
も
道
交
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
淳
熙
一
二
年
（
一
一
八
五
）

二
月
に
池
が
完
成
し
た
際
、
張
良
臣
が
綿
鏡
の
名
を
安
名
し
、
さ
ら
に
楼
鑰
に
「
錦
鏡
池
記
」
を
依
頼
し
て
い
る

）
24
（

。

楼
鑰
に
先
師
宗
珏
の
塔
銘
撰
述
を
依
頼
す
る

足
菴
…
師
且
レ

死
、
手
書
遺
レ

余
告
レ

別
、
以
二

大
休
塔
銘
一

為
レ

属
。
余
既
銘
レ

之
。
師
之
徒
又
以
レ

此
請
、
不
レ

忍
レ

拒
也
。
余
不
レ

習
二

釈
氏
学
一、
然
聞
、

古
徳
相
与
伝
授
之
際
、
多
藉
二

導
師
一

有
三

以
啓
二

発
之
一。
惟
師
根
器
過
二

絶
人
一、
自
誓
二

不
レ

悟
不
一レ

為
レ

僧
、
則
識
レ

趣
已
。
不
レ

凡
操
レ

心

如
二

鐵
石
一、
視
レ

身
猶
二

土
芥
一。
又
有
二

人
所
レ

不
レ

能
レ

及
者
一。
初
雖
三

久
依
二

真
歇
一、
鄭
行
之
居
、
略
無
二

怖
畏
一。
非
レ

有
二

師
伝
一

而
遂
得
レ

道
、

禅
門
少
レ

見
二

其
比
一。
是
時
自
二

覚
般
若
一

有
二

霊
真
一。
有
下

飢
則
一
与
二

之
食
一、
寒
則
一
与
二

衣
之
一

験
上。
夜
行
二

深
雪
一、
自
然
得
レ

路
、
若
有
二

陰
相
一、
自
以
為
三

大
千
世
界
無
二

如
レ

我
者
一。
一
見
二

大
休
一、
誦
二

言
所
一レ

歴
。
休
徐
曰
、
但
尽
二

凡
心
一、
勿
レ

為
二

異
解
一。
師
為
レ

之
漼
然
意
消

而
帰
レ

心
焉
。

　

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
は
、
楼
鑰
が
智
鑑
と
関
わ
っ
た
状
況
や
「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
と
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
撰
述
し
た
経

緯
な
ど
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

師
、
且
に
死
せ
ん
と
す
る
に
、
手
づ
か
ら
書
し
て
余
に
遺
し
、
別
れ
を
告
ぐ
る
に
、
大
休
の
塔
銘
を
以
て
属
み
と
為
す
。
余
、
既
に
之
れ
を
銘
す
。

師
の
徒
、
又
た
此
れ
を
以
て
請
う
に
、
拒
む
に
忍
び
ざ
る
な
り
。
余
、
釈
氏
の
学
を
習
わ
ず
、
然
る
に
聞
く
、「
古
徳
、
相
い
与
に
伝
授
す
る
の
際
、

多
く
導
師
を
藉
り
て
以
て
之
れ
を
啓
発
す
る
有
り
」
と
。

　

智
鑑
は
自
ら
遷
化
に
臨
ん
で
楼
鑰
に
親
し
く
遺
書
を
呈
し
て
別
れ
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
本
師
宗
珏
の
た
め
に
塔
銘
を
撰
述
し
て
ほ
し
い

旨
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
に
も
、

足
菴
住
二

雪
竇
一

数
年
、
与
レ

余
素
厚
。
紹
煕
三
年
、
余
官
後
省
。
忽
得
二

足
菴
垂
絶
之
書
一、
專
以
二

先
師
大
休
塔
銘
一

為
レ

祝
。
大
休
師
自
号
也
。
余

幼
欽
二

師
之
名
一、
而
不
レ

忍
レ

違
二

足
菴
之
祝
一。
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二
〇

足
菴
、
雪
竇
に
住
し
て
数
年
、
余
と
素
よ
り
厚
し
。
紹
煕
三
年
、
余
、
官
後
に
省
す
。
忽
ち
足
菴
垂
絶
の
書
を
得
る
に
、
専
ら
先
師
大
休
の
塔
銘

を
以
て
祝
い
と
為
す
。
大
休
は
師
の
自
号
な
り
。
余
幼
き
よ
り
師
の
名
を
欽
い
、
而
し
て
足
菴
の
祝
い
に
違
う
に
忍
び
ず
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
事
情
を
い
く
ぶ
ん
詳
し
く
伝
え
て
い
る
。
楼
鑰
が
智
鑑
と
知
り
合
っ
た
の
は
智
鑑
が
雪
竇
山
に
住
持
し
て
以

降
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
く
、
紹
煕
三
年
（
一
一
九
二
）
に
楼
鑰
が
官
を
辞
し
て
明
州
に
帰
省
す
る
と
、
ま
も
な
く
智
鑑
が
死
に
臨
ん
で
記
し
た

遺
書
が
届
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
遺
書
は
智
鑑
が
臨
終
す
る
直
前
に
自
ら
筆
を
握
っ
て
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
り
、
専
ら
本
師
宗
珏
の
塔
銘
を

撰
述
し
て
ほ
し
い
旨
を
書
き
連
ね
て
あ
っ
た
。
楼
鑰
は
幼
い
頃
か
ら
大
休
宗
珏
の
名
を
慕
っ
て
お
り
、
智
鑑
最
後
の
願
い
を
受
け
入
れ
、
智

鑑
が
示
寂
し
て
ま
も
な
い
頃
に
は
す
で
に
「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
を
撰
述
し
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
し
か
も
智
鑑
の
弟
子
が
さ
ら
に
智
鑑

の
塔
銘
も
依
頼
し
て
来
た
こ
と
か
ら
、
楼
鑰
は
こ
の
申
し
出
も
拒
み
き
れ
ず
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
も
つ
づ
け
て
撰
述
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
楼
鑰
が
智
鑑
の
要
請
に
よ
っ
て
「
天
童
大
休
禅
師
塔
銘
」
を
ま
と
め
、
智
鑑
の
徒
弟
た
ち
の
要
請
に
よ
っ
て
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」

を
ま
と
め
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
宗
珏
と
智
鑑
の
師
資
の
事
跡
が
希
有
に
し
て
後
世
へ
と
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
真

歇
派
の
系
統
を
継
承
し
た
日
本
曹
洞
宗
に
と
っ
て
楼
鑰
が
果
た
し
た
功
績
に
は
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
智
鑑
の

塔
銘
を
楼
鑰
に
依
頼
し
た
門
人
に
関
し
て
具
体
的
な
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
塔
銘
の
依
頼
者
の
一
人
に
当
時
三
〇
歳
を

越
え
た
ば
か
り
の
如
浄
や
同
門
の
棘
林
□
杞
な
ど
が
少
し
で
も
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

後
半
の
「
惟
だ
師
の
根
器
は
人
に
過
絶
す
」
以
降
の
文
章
は
、智
鑑
が
僧
と
な
っ
て
真
歇
清
了
に
参
学
し
、鄭
行
山
で
閑
居
し
て
独
悟
し
た
後
、

大
休
宗
珏
に
印
可
証
明
を
受
け
て
嗣
法
す
る
ま
で
の
事
跡
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
を
再
説
す
る
こ
と
は
控
え
て
お

き
た
い
。智

鑑
の
平
生
の
人
と
な
り

足
菴
…
師
天
資
樸
厚
、
見
地
真
実
、
業
履
孤
峻
、
苦
行
堅
密
。
至
レ

死
不
二

少
変
一、
等
慈
接
物
、
法
施
不
レ

吝
。
具
二

大
辯
才
一、
浩
博
無
碍
、
為
レ

人
説
法
、

或
自
レ

暁
至
レ

暮
、
或
自
レ

昏
達
レ

旦
、
至
二

連
日
一

亦
無
レ

倦
。
色
音
吐
二

洪
暢
一、
晩
亦
不
レ

衰
。
聞
者
聳
服
、
学
徒
毎
出
二

衣
資
一、
請
二

師
演
説
一。

此
尤
禅
林
所
未
有
也
。
雲
深
火
冷
、
尸
居
淵
黙
。
有
二

召
レ

之
者
一、
雖
二

祁
寒
隆
暑
一、
不
レ

拒
二

一
毫
施
利
一、
悉
為
二

公
用
一、
丈
室
蕭
然
。
故

六
主
二

廃
刹
一、
積
二

逋
動
数
千
緡
一、
不
レ

過
二

期
月
一、
百
廃
具
挙
。
若
禱
二

雨
暘
一

捄
二

疾
苦
一、
其
応
如
レ

響
。
神
祠
烹
宰
物
命
、
輒
為
レ

易
レ

以
二

素
饌
一。
有
下

蔵
二

其
鬚
髪
一

而
得
二

舎
利
一

者
上、
此
皆
世
俗
所
二

創
見
一。
師
不
レ

欲
二

人
言
一レ

之
、
以
為
レ

非
二

此
道
之
極
致
一。
使
二

其
有
一レ

之
、
亦
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二
一

皆
師
之
餘
也
。

補
続
…
師
天
資
朴
厚
、
見
地
穏
密
、
操
履
苦
硬
、
至
レ

死
不
二

少
変
一。
具
二

大
辯
才
一、
浩
瀚
無
レ

際
。
叩
レ

之
滾
滾
無
レ

倦
。
受
レ

施
山
積
、
悉
為
二

公
費
一。

故
六
主
二

廃
刹
一、
積
二

逋
動
数
千
緡
一、
不
レ

過
二

期
月
一、
而
百
務
一
新
。
目
二

其
所
一レ

榻
、
則
丈
室
蕭
然
懸
磬
也
。
加
以
二

精
誠
一

所
レ

感
。
禱
二

雨
暘
一

捄
二

疾
苦
一、
其
応
如
レ

響
。
神
祠
烹
宰
、
輙
為
レ

易
レ

以
二

素
饌
一。
有
下

蔵
二

其
鬚
髪
一

而
得
二

舎
利
一

者
上、
此
皆
世
俗
所
二

創
見
一。
師
不
レ

欲
二

人
言
一レ

之
、
以
為
レ

非
二

此
道
之
極
致
一。
使
二

其
有
一レ

之
、
皆
亦
師
之
餘
也
。

　

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
は
、
智
鑑
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

師
、
天
資
は
樸
厚
に
し
て
、
見
地
は
真
実
な
り
。
業
履
は
孤
峻
に
し
て
、
苦
行
は
堅
密
な
り
。
死
に
至
る
ま
で
少
し
も
変
ぜ
ず
。
等
慈
接
物
、
法

施
し
て
吝
し
ま
ず
。
大
辯
才
を
具
え
、
浩
博
に
し
て
無
碍
な
り
、
人
の
為
め
に
説
法
し
、
或
い
は
暁
よ
り
暮
に
至
り
、
或
い
は
昏
よ
り
旦
に
達
す
、

連
日
に
至
る
も
亦
た
倦
む
こ
と
無
し
。
色
音
は
洪
暢
を
吐
き
、
晩
も
亦
た
衰
え
ず
。
聞
く
者
は
聳
服
し
、
学
徒
は
毎
に
衣
資
を
出
だ
し
て
、
師
に

演
説
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
此
れ
尤
も
禅
林
の
未
だ
有
ら
ざ
る
所
な
り
。
雲
は
深
く
火
は
冷
か
に
し
て
、
尸
居
に
し
て
淵
黙
た
り
。
之
れ
を
召
す
者

有
ら
ば
、
祁
寒
隆
暑
な
り
と
雖
も
、
一
毫
の
施
利
を
拒
ま
ず
、
悉
く
公
用
と
為
し
、
丈
室
は
蕭
然
た
り
。
故
に
六
た
び
廃
刹
を
主
り
、
逋
動
数
千

緡
を
積
み
、
期
月
を
過
ご
さ
ず
し
て
、
百
廃
具
に
挙
ぐ
。

若
し
雨
暘
を
祷
ら
ば
、
疾
苦
を
捄
う
、
其
の
応
ず
る
こ
と
響
き
の
如
し
。
神
祠
の
烹
宰
の
物
命
は
、
輒
ら
素
饌
を
以
て
す
る
を
易
し
と
為
す
。
其

の
鬚
髮
を
蔵
し
て
舎
利
を
得
る
者
有
ら
ば
、
此
れ
皆
な
世
俗
の
創
見
す
る
所
な
り
。
師
、
人
の
之
れ
を
言
う
を
欲
せ
ず
、
以
て
此
の
道
の
極
致
に

非
ず
と
為
す
。
其
れ
を
し
て
之
れ
有
ら
し
む
る
は
、
亦
た
皆
な
師
の
餘
な
り
。

　

こ
の
よ
う
に
『
補
続
高
僧
伝
』
の
記
載
も
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
、「
雪
竇

足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
基
づ
い
て
そ
の
内
容
を
簡
略
に
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　

智
鑑
は
生
ま
れ
つ
き
資
質
が
素
朴
で
情
に
厚
い
人
で
あ
り
、
も
の
の
見
方
も
堅
実
で
あ
っ
た
。
日
ご
ろ
の
行
為
も
孤
高
で
あ
り
、
仏
道
修

行
を
堅
実
に
努
め
て
い
た
。
ま
た
生
涯
に
わ
た
っ
て
慈
し
み
を
も
っ
て
人
々
に
接
し
、
法
施
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
説
法
も
巧
み
で
日
時
を

選
ば
ず
、
聞
く
者
は
み
な
心
服
し
、
私
財
を
喜
捨
し
て
智
鑑
に
し
ば
し
ば
説
法
を
願
っ
た
と
さ
れ
、
智
鑑
は
頼
ま
れ
る
と
拒
む
こ
と
は
な
く
、

祈
雨
や
祈
晴
な
ど
の
祈
祷
も
行
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
檀
越
か
ら
頂
い
た
財
施
は
す
べ
て
寺
の
公
用
と
な
し
、
伽
藍
の
維
持
な
ど
に
充
て

た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
た
め
智
鑑
が
剃
り
落
と
し
た
鬚
や
髪
を
秘
蔵
し
て
舎
利
を
得
よ
う
と
す
る
者
な
ど
も
存
し
た
と
さ
れ
る
。



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

二
二

塔
銘
の
銘
文
を
解
釈
す
る

足
菴
…
銘
曰
、
祖
師
西
来
、
乃
始
有
レ

禅
。
燈
燈
相
続
、
皆
有
二

師
伝
一。
師
之
得
レ

道
、
幾
二

于
神
曜
一。
心
鏡
孤
円
、
大
千
倶
照
。
曹
洞
正
宗
、
実
艱

二

其
承
一。
十
有
一
伝
、
至
レ

師
中
興
。
蛇
虺
之
宅
、
聞
者
怖
恐
。
惟
師
宴
坐
、
曾
不
レ

為
レ

動
。
振
レ

錫
出
レ

山
、
拠
二

大
道
場
一。
四
衆
帰
仰
、

広
為
二

津
梁
一。
生
二

于
淮
壖
一、
縁
在
二

甬
東
一。
名
震
二

江
湖
一、
卒
老
二

吾
邦
一。
法
施
不
レ

吝
、
辯
才
無
碍
。
行
実
堅
苦
、
而
大
自
在
。
人
称
二

古

仏
一、
師
則
無
レ

媿
。
銘
以
表
レ

之
、
用
詔
二

末
世
一。

　

「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
撰
し
た
楼
鑰
は
そ
の
末
尾
に
銘
文
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
書
き
下
す
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

祖
師
西
来
し
、
乃
ち
始
め
て
禅
有
り
。
燈
燈
と
し
て
相
い
続
ぎ
、
皆
な
師
伝
有
り
。
師
の
道
を
得
る
こ
と
、
神
曜
に
幾
し
。
心
鏡
は
孤
円
に
し
て
、

大
千
倶
に
照
ら
す
。
曹
洞
の
正
宗
、
実
に
其
の
承
く
る
こ
と
艱
し
。
十
有
一
伝
し
て
、
師
に
至
り
て
中
興
す
。
蛇
虺
の
宅
、
聞
く
者
は
怖
恐
す
。

惟
だ
師
の
み
宴
坐
し
、
曾
て
動
ず
る
を
為
さ
ず
。
錫
を
振
い
て
山
を
出
で
、
大
道
場
に
拠
る
。
四
衆
帰
仰
し
、
広
く
津
梁
と
為
る
。
淮
壖
に
生
ま

れ
て
、
縁
は
甬
東
に
在
り
。
名
は
江
湖
に
震
い
、
卒
に
吾
が
邦
に
老
ゆ
。
法
施
を
ば
吝
ま
ず
、
辯
才
は
無
碍
な
り
。
行
実
は
堅
苦
に
し
て
、
大
自

在
な
り
。
人
は
古
仏
と
称
す
る
も
、
師
は
則
ち
媿
ず
る
無
き
な
り
。
銘
し
て
以
て
之
れ
を
表
わ
し
、
用
い
て
末
世
に
詔
げ
ん
。

　

達
磨
が
西
来
し
て
中
国
禅
宗
の
流
れ
が
始
ま
り
、
法
燈
が
代
々
に
連
綿
と
継
承
さ
れ
、
師
資
の
相
承
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
き
た

伝
燈
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
智
鑑
の
一
代
の
事
跡
が
詩
の
か
た
ち
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
を
簡
略
に

整
理
し
な
が
ら
考
察
し
て
お
き
た
い
。
楼
鑰
は
曹
洞
宗
が
嗣
承
し
難
い
面
を
持
ち
な
が
ら
も
十
一
伝
し
て
智
鑑
に
至
っ
た
と
し
、
し
か
も
「
師

に
至
り
て
中
興
す
」
と
述
べ
、
智
鑑
を
中
興
の
祖
の
ご
と
く
評
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
智
鑑
に
対
す
る
楼
鑰
の
深
い
思
い
入
れ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

ま
た
智
鑑
の
活
動
と
し
て
は
淮
壖
の
滁
州
全
椒
県
に
出
生
し
た

）
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こ
と
、
化
縁
が
甬
東
す
な
わ
ち
甬
江
の
東
下
流
域
の
明
州
の
地
で
あ
っ
た

こ
と
が
特
筆
さ
れ
て
い
る

）
26
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。
蛇
虺
の
宅
と
は
鄭
行
山
で
独
居
し
て
い
た
と
き
の
蟒
に
因
む
逸
話
で
あ
り
、
智
鑑
が
庵
中
に
黙
々
と
坐
禅
を
行

じ
て
妖
気
を
払
っ
た
で
き
ご
と
を
述
べ
て
い
る
。
大
道
場
に
拠
る
と
は
智
鑑
が
雪
竇
山
な
ど
明
州
内
の
諸
禅
刹
を
歴
住
し
た
こ
と
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
四
衆
帰
仰
と
は
出
家
や
在
家
の
人
々
の
帰
依
を
厚
く
受
け
た
こ
と
を
い
い
、
津
梁
と
は
川
の
渡
場
の
意
で
あ
る
か
ら
、

智
鑑
が
多
く
の
人
々
の
精
神
的
な
拠
り
所
と
な
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
智
鑑
の
名
は
各
地
の
叢
林
に
知
り
わ
た
っ
た
が
、
楼
鑰
と
し

て
は
智
鑑
が
あ
く
ま
で
明
州
の
地
を
離
れ
る
こ
と
な
く
老
齢
の
身
を
終
え
た
こ
と
を
賛
嘆
し
て
い
る
。
法
施
を
ば
吝
ま
ず
、
辯
才
は
無
碍
な

り
と
は
、
智
鑑
が
何
ら
惜
し
む
こ
と
な
く
法
施
を
な
し
、
巧
み
な
説
法
を
駆
使
し
て
多
く
人
々
に
教
え
を
説
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

二
三

か
も
そ
の
行
い
は
堅
実
で
あ
り
、
ま
さ
に
古
仏
と
称
す
る
の
に
相
応
し
い
も
の
が
存
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
楼
鑰
は
「
雪
竇
足
菴
禅

師
塔
銘
」
の
末
尾
に
智
鑑
の
事
跡
を
銘
文
に
留
め
て
い
る
が
、
楼
鑰
が
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
書
き
残
し
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

後
世
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
面
で
は
楼
鑰
の
功
績
に
は
絶
大
な
も
の
が
存
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

智
鑑
の
上
堂
語

　

つ
ぎ
に
智
鑑
が
行
な
っ
た
上
堂
示
衆
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
が
、
智
鑑
に
は
僅
か
一
上
堂
し
か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。『
嘉
泰
普
燈
録
』

巻
一
七
「
慶
元
府
雪
竇
足
庵
智
鑒
禅
師
」
の
章
に
は
、

上
堂
曰
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
一
夜
落
華
雨
、
満
城
流
水
香
。（
卍
続
蔵
一
三
七
・
一
二
九
ｃ
）

と
あ
り
、『
五
燈
会
元
』
巻
一
四
「
明
州
雪
竇
智
鑒
禅
師
」
の
章
に
も
同
じ
く
こ
の
上
堂
語
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。『
雪
竇
寺
誌
』
巻
五
上
「
法

要
」
の
「
足
菴
智
鑒
禅
師
」
の
項
に
も
「
上
堂
」
と
し
て
、

上
堂
。
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一、一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
。

と
や
は
り
同
じ
上
堂
を
載
せ
て
い
る
。
雨
で
一
夜
の
う
ち
に
花
が
散
っ
た
。
夜
が
明
け
て
見
る
と
花
が
流
水
で
運
ば
れ
、
街
中
が
花
の
香
り

に
包
ま
れ
た
。
昨
夜
の
雨
で
花
は
散
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
翌
日
、
川
の
流
れ
と
と
も
に
花
の
香
り
が
城
中
に
溢
れ
て
い
る
。
仏
陀
世
尊
と
摩

訶
迦
葉
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
「
拈
華
微
笑
」
の
消
息
は
朽
ち
る
こ
と
が
な
く
、い
ま
も
花
の
香
り
が
充
ち
満
ち
て
い
る
と
い
っ
た
意
と
な
ろ
う
。

こ
の
五
言
四
句
の
禅
語
を
残
し
た
こ
と
で
智
鑑
の
名
は
不
朽
の
も
の
と
な
っ
た
と
言
っ
て
過
言
で
な
い

）
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。
道
元
は
『
正
法
眼
蔵
』「
密
語
」
の

巻
に
お
い
て
、

雪
竇
師
翁
示
レ

衆
曰
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一、一
夜
落
華
雨
、
満
城
流
水
香
。

而
今
、
雪
竇
道
の
一
夜
落
華
雨
、
満
城
流
水
香
、
そ
れ
親
密
な
り
。
こ
れ
を
挙
似
し
て
、
仏
祖
の
眼
睛
・
鼻
孔
を
検
点
す
べ
し
。
臨
済
・
徳
山
の

お
よ
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
眼
睛
裏
の
鼻
孔
を
参
開
す
べ
し
。
耳
処
の
鼻
頭
を
尖
聡
な
ら
し
む
る
な
り
。
い
は
ん
や
耳
鼻
眼
睛
裏
ふ
る
き
に

あ
ら
ず
、
あ
ら
た
な
る
に
あ
ら
ざ
る
渾
身
心
な
ら
し
む
。
こ
れ
を
華
雨
世
界
起
の
道
理
と
す
。
師
翁
道
の
満
城
流
水
香
、
そ
れ
蔵
身
影
弥
露
な
り
。

か
く
の
ご
と
く
あ
る
が
ゆ
え
に
、
仏
祖
家
裡
の
家
常
に
は
、
世
尊
有
密
語
、
迦
葉
不
覆
蔵
を
参
究
透
過
す
る
な
り
。
七
仏
・
世
尊
ほ
と
け
ご
と
に
、

而
今
の
ご
と
く
参
学
す
。
迦
葉
・
釈
迦
お
な
じ
く
而
今
の
ご
と
く
究
辦
し
き
た
れ
り
。（
道
元
全
集
上
・
三
九
五
～
三
九
六
頁
）

と
し
て
師
翁
智
鑑
の
上
堂
（
示
衆
）
を
取
り
上
げ
て
絶
賛
し
て
お
り
、
智
鑑
を
明
確
に
師
翁
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
道
元
と
し
て
は
智
鑑



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

二
四

の
示
衆
「
一
夜
、
落
華
の
雨
、
満
城
、
流
水
香
る
」
の
語
句
こ
そ
密
語
の
端
的
を
示
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
と
す
る
。
春
の
風
光
の
中
で
落
華

が
舞
い
散
り
、
満
城
の
流
水
が
花
の
香
り
に
満
ち
て
い
る
さ
ま
に
世
尊
の
密
語
の
世
界
が
顕
現
し
て
い
る
と
語
る
わ
け
で
あ
る
。

　

一
方
、
臨
済
宗
大
応
派
（
大
徳
寺
派
）
の
一
休
宗
純
（
狂
雲
子
、
一
三
九
四
─
一
四
八
一
）
も
こ
の
智
鑑
の
語
句
を
好
み
、
一
行
書
と
し
て
「
一

夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
」
と
揮
毫
し
た
墨
蹟
が
東
京
国
立
博
物
館
編
『〈
特
別
展
〉
茶
の
湯
』
（
平
成
二
九
年
〈
二
〇
一
七
〉
四
月
）
に
個
人
蔵

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

）
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。
道
元
や
一
休
宗
純
を
魅
了
し
た
「
一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
」
の
名
句
を
残
し
た
こ
と
で
、
智
鑑
は
ま
さ
に

後
世
に
燦
然
と
輝
く
存
在
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

明
末
清
初
に
活
躍
し
た
曹
洞
正
宗
の
百
愚
浄
斯
（
一
六
一
〇
―
一
六
六
五
）
も
『
百
愚
斯
禅
師
語
録
』
巻
一
五
「
拈
古
」
に
、

挙
、
雪
竇
智
鑑
禅
師
、
児
時
母
与
洗
二

手
傷
一、
問
曰
、
是
什
麽
。
雪
云
、
我
手
是
仏
手
。
後
依
二

真
歇
於
長
蘆
一、
天
童
首
レ

衆
。
又
遯
二

象
山
一、
深
夜

百
怪
倶
作
、
乃
大
悟
。
後
上
堂
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一、一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
。

師
云
、
金
翅
生
来
勢
不
レ

群
、
乍
飛
便
解
二

取
レ

龍
吞
一。
搖
二

地
軸
一

拔
二

天
根
一、
直
至
二

而
今
一

海
嶽
昏
。（
禅
宗
全
書
七
四
・
四
二
四
ｂ
）

と
記
し
て
お
り
、
智
鑑
が
幼
少
期
に
な
し
た
逸
話
や
前
半
生
に
お
け
る
修
行
期
の
事
跡
お
よ
び
住
持
期
の
上
堂
語
と
し
て
「
一
夜
落
花
雨
、

満
城
流
水
香
」
の
語
句
を
併
せ
て
古
則
と
し
て
取
り
上
げ
、
拈
古
に
て
「
金
翅
生
ま
れ
来
た
り
て
勢
い
群
ぜ
ず
、
乍
ち
飛
び
て
便
ち
龍
を
取

り
て
吞
む
こ
と
を
解
す
。
地
軸
を
揺
ら
し
天
根
を
抜
き
、
直
に
而
今
に
至
り
て
海
嶽
昏
し
」
と
評
し
て
い
る

）
29
（

。

雪
竇
山
の
景
勝
を
詩
偈
に
詠
ず
る

四
明
…
又
以
二

雪
竇
雑
詠
三
十
首
一、
為
二

智
鑑
所
一レ

作
。
然
雑
詠
中
有
二

御
書
亭
一。
亭
造
二

於
淳
祐
六
年
一。
智
鑑
卒
二

於
紹
煕
一、
相
去
五
十
四
年
。
作
二

雑
詠
一

者
、
別
是
一
僧
鑑
也
。

　

『
嘉
泰
普
燈
録
』
や
『
五
燈
会
元
』
な
ど
禅
宗
燈
史
で
は
明
確
で
な
い
が
、
当
時
、
智
鑑
は
偈
頌
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
も
の
ら
し

く
、
雪
竇
山
で
折
に
触
れ
て
多
く
の
作
を
詠
じ
て
い
る
。
智
鑑
が
雪
竇
山
の
勝
景
を
偈
頌
に
詠
じ
た
こ
と
は
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
は

記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、『
四
明
山
志
』
に
よ
れ
ば
、

又
た『
雪
竇
雑
詠
三
十
首
』を
以
て
、智
鑑
が
作
る
所
と
為
す
。
然
し
て
雑
詠
中
に「
御
書
亭
」有
り
。
亭
は
淳
祐
六
年
に
造
ら
る
。
智
鑑
は
紹
煕
に
卒
し
、

相
い
去
る
こ
と
五
十
四
年
な
り
。
雑
詠
を
作
る
者
、
別
に
是
れ
一
僧
の
鑑
な
り
。

と
あ
り
、
智
鑑
に
『
雪
竇
雑
詠
三
十
首
』
が
存
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
の
一
首
に
淳
祐
六
年
（
一
二
四
六
）
に
造
立
さ
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二
五

れ
た
「
御
書
亭
」
を
詠
じ
た
偈
頌
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
智
鑑
と
は
別
に
□
鑑
と
い
う
禅
者
が
存
し
て
『
雪
竇
雑
詠
三
十
首
』
を

著
わ
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。
一
方
、『
雪
竇
寺
志
略
』「
歴
代
禅
師
」
の
「
宋
」
に
は
「
足
菴
鑑
禅
師
」
の
項
と
「
智
鑒
禅
師
」
の
項
が
別

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
足
菴
鑑
禅
師
」
の
項
に
は
、

　
　

足
菴
鑑
禅
師
〈
詩
三
首
〉。
師
嗣
二

真
歇
了
一。
其
法
嗣
天
童
如
浄
。

万
歳
塔
。　

山
霊
顕
神
威
、
三
祝
二

君
王
寿
一、一
塔
黙
無
レ

言
、
永
鎮
二

江
山
旧
一。

御
書
亭
。　

昭
陵
安
寢
夜
、
飛
夢
到
二

山
丘
一、
往
事
難
二

追
復
一、
高
亭
絶
二

勝
遊
一。

往
古
の
雪
竇
寺
含
珠
林

　

一
九
六
八
年
撮
影
、
雪
竇
寺
法
恩
法
師
よ
り
提
供

往
古
の
雪
竇
寺
伽
藍
の
遠
景

　

清
末
同
治
一
一
年
（
一
八
七
二
）
撮
影
、
雪
竇
寺
法
恩
法
師
よ
り
提
供
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二
六

天
開
図
画
。
青
山
峭
如
レ

削
、
翠
黛
濃
二

於
墨
一、
良
工
画
不
レ

如
、
大
造
二

何
寥
廓
一。

と
あ
り
、
な
ぜ
か
大
休
宗
珏
で
は
な
く
真
歇
清
了
の
法
嗣
と
し
て
「
足
菴
智
鑑
禅
師
」
の
名
を
挙
げ
、
法
嗣
に
天
童
如
浄
が
い
る
こ
と
を
伝
え
て

お
り
、
併
せ
て
「
万
歳
塔
」
と
「
御
書
亭
」
と
「
天
開
図
画
」
と
い
う
五
言
四
句
の
詩
偈
三
首
を
載
せ
て
い
る
。
一
方
、「
智
鑒
禅
師
」
の
項
で
は
、

智
鑒
禅
師
。
師
滁
州
呉
氏
子
。
児
時
、
母
与
洗
二

手
瘍
一、
因
云
、
是
甚
麼
。
対
云
、
我
手
是
仏
手
。
長
失
二

恃
怙
一、
依
二

真
歇
於
長
蘆
一。
大
休
首
レ

衆
、

即
器
レ

之
。
後
遯
二

象
山
、
百
怪
不
レ

能
レ

惑
。
深
夜
開
悟
、
求
二

證
於
延
壽
一、
復
見
二

大
休
一。
師
嗣
二

天
童
珏
一、
其
法
嗣
天
童
如
浄
。

上
堂
、
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一。
一
夜
落
華
雨
、
満
城
流
水
香
。

と
あ
り
、
内
容
は
『
五
燈
会
元
』
の
智
鑑
の
章
を
受
け
て
著
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
天
童
山
の
宗
珏
の
法
嗣
と
記
し
て
い
る
が
、
宗
珏
の

道
号
で
あ
る
大
休
と
天
童
の
珏
（
宗
珏
）
と
の
関
わ
り
が
曖
昧
と
な
っ
て
い
る
。「
智
鑒
禅
師
」
の
項
は
す
べ
て
足
庵
智
鑑
の
記
事
を
載
せ
て

お
り
、
こ
れ
で
は
「
足
菴
鑑
禅
師
」
と
「
智
鑒
禅
師
」
の
別
人
説
は
成
り
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
智
鑑
が
詠
じ
た
詩
偈

と
解
し
て
論
考
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
智
鑑
に
は
『
雪
竇
雑
詠
三
十
首
』
と
題
す
る
三
〇
首
ほ
ど
の
偈
頌
を
ま
と
め
た
詩
文
集
の
類
い
が
存
し
、
何
ら
か
の
か

た
ち
で
『
雪
竇
寺
志
畧
』『
雪
竇
寺
誌
』
が
編
纂
さ
れ
る
頃
も
雪
竇
山
内
に
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
四
明
山
志
』
で

は
雪
竇
山
内
に
理
宗
（
趙
昀
、
一
二
〇
五
─
一
二
六
四
、
在
位
は
一
二
二
四
─
一
二
六
四
）
ゆ
か
り
の
御
書
亭
が
創
ら
れ
た
淳
祐
六
年
（
一
二
四
六
）

以
降
に
詠
じ
た
詩
偈
で
あ
ろ
う
と
解
し
、
紹
煕
三
年
（
一
一
九
二
）
に
智
鑑
が
示
寂
し
て
五
四
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
雪
竇

雑
詠
三
十
首
』
を
作
っ
た
禅
者
と
し
て
足
庵
智
鑑
や
智
鑒
と
は
別
に
さ
ら
に
い
ま
一
人
の
□
鑑
と
い
う
名
の
僧
が
い
た
の
だ
と
推
測
し
て
い

る
。
こ
の
説
で
は
足
庵
智
鑑
と
智
鑒
の
ほ
か
に
さ
ら
に
別
に
淳
祐
年
間
（
一
二
四
一
―
一
二
五
二
）
に
□
鑑
と
い
う
禅
者
が
存
し
た
こ
と
に
な
り
、

よ
り
一
層
の
矛
楯
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
到
底
、
こ
の
説
は
肯
う
こ
と
が
で
き
な
い
憶
測
で
あ
ろ
う
。

　

淳
祐
中
に
雪
竇
山
に
住
し
、著
に
『
雪
竇
雜
詠
三
十
首
』
が
存
し
た
が
、す
で
に
失
わ
れ
た
と
し
て
お
り
、そ
の
詩
が
世
に
行
わ
れ
た
と
す
る
。

智
鑑
の
存
命
中
と
な
れ
ば
、
淳
祐
は
明
ら
か
に
淳
煕
の
誤
り
で
あ
る
が
、
智
鑑
が
雪
竇
山
の
景
勝
を
詠
じ
た
『
雪
竇
雑
詠
』
を
著
し
た
と
い

う
の
は
史
実
と
見
ら
れ
、
そ
の
詩
偈
が
『
雪
竇
寺
誌
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
智
鑑
の
作
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
智
鑑
は
詩
偈
に
長
じ
て
い
た

も
の
と
見
ら
れ
、
雪
竇
山
内
の
諸
景
勝
を
五
言
四
句
の
詩
に
よ
っ
て
詠
じ
て
い
る
。『
雪
竇
寺
誌
』
巻
二
「
峯
」
に
は
、

乳
峯
。
其
峯
最
高
居
二

正
中
一、
以
三

瀑
所
二

従
出
一

故
名
。

　

足
菴
鑑
禅
師
詩
云
、
崖
竇
乳
堪
レ

啜
、
凝
レ

眸
翠
作
レ

屏
、
老
禅
初
定
起
、
山
鳥
自
呼
レ

名
。
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二
七

　
　

崖
竇
の
乳
は
啜
る
に
堪
え
た
り
、
眸
を
凝
ら
せ
ば
翠
は
屏
を
作
す
。

　
　

老
禅
初
め
て
定
よ
り
起
つ
る
に
、
山
鳥
は
自
ず
か
ら
名
を
呼
ぶ
。

中
峯
。
其
峯
高
且
深
、
智
覚
寿
禅
師
嘗
結
レ

菴
焉
。
相
伝
宗
鏡
録
脱
二

稿
於
此
一。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
禅
子
著
レ

書
処
、
雲
房
半
已
傾
、
中
宵
千
嶂
月
、
的
的
為
レ

誰
明
。

　
　

禅
子
が
書
を
著
わ
す
処
、
雲
房
は
半
ば
已
に
傾
く
。
中
宵
に
千
嶂
の
月
は
、
的
的
と
し
て
誰
が
為
め
に
明
か
な
る
。

石
筍
峯
。
在
二

下
隠
潭
一、
与
削
レ

壁
並
峙
。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
巉
巌
石
如
レ

筍
、
高
標
凛
貞
レ

節
、
解
籜
若
レ

成
レ

林
、
疑
有
二

鸞
鳳
一

歇
。

　
　

巉
巌
の
石
は
筍
の
如
く
、
高
標
は
凛
と
し
て
節
を
貞
す
。
籜
を
解
く
に
林
と
成
る
が
若
し
、
疑
う
ら
く
は
鸞
鳳
有
り
て
歇
む
か
と
。

千
丈
巌
。
両
崖
削
立
、
万
仞
可
レ

半
、
壁
許
有
レ

石
、
突
出
若
レ

盤
、
瀑
為
二

激
燭
一、
既
散
復
聚
、
状
如
二

飛
雪
一。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
懸
崖
如
レ

削
レ

銕
、
瀑
布
挂
二

長
空
一、六
月
飛
二

晴
雪
一、
玉
龍
帰
二

乳
峯
一。

　
　

懸
崖
は
銕
を
削
る
が
如
く
、
瀑
布
は
長
空
に
挂
る
。
六
月
に
晴
雪
を
飛
ば
し
、
玉
龍
は
乳
峯
に
帰
る
。

獅
子
巌
。
在
二

妙
高
塙
一、
右
有
二

獅
子
蹲
踞
之
状
一。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
昂
レ

空
勢
不
レ

已
、
踞
レ

地
何
雄
哉
、
白
雲
遮
不
レ

得
、
依
レ

旧
出
頭
来
。

　
　

空
に
昂
り
て
勢
い
已
ま
ず
、
地
に
踞
ま
り
て
何
と
雄
な
る
か
な
。
白
雲
も
遮
り
得
ず
、
旧
き
に
依
り
て
出
頭
し
来
た
る
。

徐
鳬
巌
。
雪
竇
西
十
五
里
、
重
崖
峭
壁
、
瀑
飛
千
丈
、
冬
夏
不
レ

絶
、
龍
窟
其
上
下
、
為
二

鞠
猴
巌
一、
有
二

三
大
字
刻
石
一。
然
徐
鳬
之
名
莫
レ

可
レ

攷
、

或
曰
、
昔
有
二

僊
人
一、
乗
レ

鳬
上
升
、
以
レ

此
得
レ

名
。
巌
上
有
二

巨
跡
一

尚
存
。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
蕭
然
上
方
境
、
人
稀
レ

知
二

地
僻
一、
徒
聞
古
僊
人
、
石
上
有
二

遺
跡
一。

　
　

蕭
然
た
り
上
方
の
境
。
人
、
地
僻
を
知
る
こ
と
稀
な
り
。
徒
ら
に
聞
く
古
僊
の
人
、
石
上
に
遺
跡
有
り
。

と
あ
り
、「
乳
峯
」「
中
峯
」「
石
筍
峯
」「
千
丈
巌
」「
獅
子
巌
」「
徐
鳬
巌
」
と
題
し
た
六
首
の
詩
偈
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
雪
竇
山
に
存
す
る
峰
や
巌
で
あ
り
、
智
鑑
が
そ
れ
ぞ
れ
を
眺
め
た
り
実
際
に
到
っ
た
り
し
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
乳
峰
は
雪
竇
山
の

最
高
峰
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
流
れ
落
ち
る
二
本
の
瀑
布
に
因
ん
で
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
雪
竇
山
の
こ
と
を
乳
竇
と
も
称
し
て
い

る
。
中
峰
は
か
つ
て
法
眼
宗
の
永
明
延
寿
が
庵
を
結
ん
で
『
宗
鏡
録
』
を
脱
稿
し
た
地
と
さ
れ
て
お
り
、
智
鑑
も
「
禅
子
が
書
を
著
わ
す
処
」

と
詠
じ
て
い
る
。
石
筍
峰
・
千
丈
巌
・
獅
子
巌
・
徐
鳬
巌
も
そ
れ
ぞ
れ
雪
竇
山
を
代
表
す
る
峰
や
巌
な
の
で
あ
る
。
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二
八

　

ま
た
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
二
「
洞
」
に
も
、
雪
竇
山
の
存
す
る
洞
窟
と
し
て
、

玉
龍
洞
。
在
二

十
八
折
洞
水
一、
接
二

西
澗
水
一。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
山
椒
嵌
二

石
室
一、
中
有
二

白
龍
湫
一、
人
皆
食
二

其
徳
一、
何
事
不
二

封
侯
一。

　
　

山
椒
は
石
室
に
嵌
み
、
中
に
白
龍
湫
有
り
。
人
は
皆
な
其
の
徳
を
食
し
、
何
事
か
封
侯
せ
ざ
る
。

丹
山
洞
。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
烟
霞
籠
二

錦
石
一、
日
出
燿
二

光
彩
一、
仙
子
竟
何
之
。
迷
踪
今
尚
在
。

　
　

烟
霞
は
錦
石
に
籠
り
、
日
出
で
て
光
彩
を
燿
か
す
。
仙
子
は
竟
に
何
く
に
か
之
く
。
迷
踪
は
今
ま
尚
お
在
り
。

と
あ
り
、
山
中
の
「
玉
龍
洞
」
と
「
丹
山
洞
」
を
詠
じ
た
二
首
の
詩
偈
が
残
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
二
「
臺
」
に
、

妙
高
臺
。
巌
石
突
起
、
寛
平
如
レ

臺
、
下
俯
浚
レ

谷
、
深
不
レ

可
レ

測
。
水
従
二

隠
潭
一

来
者
、
環
遶
二

其
下
一。
左
右
山
壁
立
巉
削
、
人
田
其
中
畦
塍
、

錯
雑
前
則
万
峰
簇
聚
、
曠
覧
無
際
、
此
本
山
最
勝
処
也
。
今
於
二

塙
之
東
折
一

坐
レ

壬
向
レ

丙
、
建
二

窣
堵
波
一、
以
供
二

老
人
真
蔵
一。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
一
峯
何
突
兀
、
不
下

与
二

衆
峯
一

斉
上、
縦
目
乾
坤
窄
、
回
頭
日
月
低
。

　
　

一
峰
、
何
ぞ
突
兀
と
し
て
、
衆
峰
と
斉
し
か
ら
ざ
る
。
縦
目
す
れ
ば
乾
坤
窄
く
、
回
頭
す
れ
ば
日
月
低
し
。

と
あ
り
、
山
中
の
「
妙
高
臺
」
を
詠
じ
た
一
首
の
詩
偈
が
残
さ
れ
て
い
る
。
妙
高
臺
は
巌
石
が
突
起
し
て
平
ら
で
台
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。『
雪
竇
寺
誌
』
巻
二
「
嶺
」
に
、

百
歩
嶺
。
俗
名
二

百
歩
街
一。
由
二

暁
暉
嶺
一

而
上
、
可
三

以
仰
二

視
瀑
流
一。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
危
梯
三
百
尺
、
縹
緲
入
二

雲
端
一、
世
運
多
二

嶮
巇
一、
須
レ

知
二

行
路
難
。

　
　

危
梯
の
三
百
尺
、
縹
緲
と
し
て
雲
端
に
入
る
。
世
運
に
嶮
巇
多
し
、
須
ら
く
行
路
の
難
き
を
知
る
べ
し
。

と
あ
り
、
山
中
の
「
百
歩
嶺
」
を
詠
じ
た
一
首
の
詩
偈
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

同
じ
く
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
二
「
林
」
に
、

含
珠
林
。
寺
前
小
阜
、
突
起
若
二

含
珠
一。
然
中
有
二

一
松
一、
根
一
而
茎
四
、
従
レ

下
直
挺
而
上
更
奇
。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
風
勁
蕭
蕭
響
、
露
滴
箇
箇
円
、
坐
看
西
山
月
、
渾
疑
レ

堕
二

我
前
一。

　
　

風
勁
は
蕭
蕭
と
し
て
響
き
、
露
滴
は
箇
箇
に
円
か
な
り
。
坐
し
て
看
る
、
西
山
の
月
。
渾
て
我
が
前
に
堕
つ
る
か
と
疑
う
。

と
あ
り
、
山
中
の
松
林
で
あ
る
「
含
珠
林
」
を
詠
じ
た
一
首
の
詩
偈
が
残
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
二
「
潭
」
に
も
、
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二
九

桃
花
坑
。
故
老
相
伝
、
寺
之
東
澗
、
其
旁
環
植
二

桃
花
一。
汎
時
色
如
二

美
錦
一

因
名
。
攷
二

宝
慶
誌
一

云
、
四
明
山
上
二
十
里
雲
之
南
、
壁
立
万
仞
、

延
袤
数
百
尺
、
巌
色
紅
白
、
相
間
隠
暎
如
二

桃
花
一、
初
発
故
以
得
レ

名
。
此
証
二

前
説
之
謬
一。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
地
僻
人
居
少
、
林
深
路
転
迷
、
桃
花
流
レ

水
細
、
不
レ

異
二

武
陵
渓
一。

　
　

地
は
僻
く
し
て
人
の
居
す
る
こ
と
少
な
し
、
林
は
深
く
し
て
路
転
た
迷
う
。
桃
花
は
水
に
流
れ
て
細
く
、
武
陵
渓
に
異
な
ら
ず
。

と
あ
り
、「
桃
花
坑
」
と
い
う
潭
を
詠
じ
た
一
首
の
詩
偈
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
巻
二
に
は
い
ず
れ
も
雪
竇
山
の
峰
・
洞
・
臺
・
嶺
・

林
・
潭
・
坑
と
い
う
景
勝
を
智
鑑
が
詩
文
の
才
を
活
か
し
て
五
言
四
句
の
詩
偈
に
残
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
智
鑑
は
人
々
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
雪
竇
山
内
の
建
物
に
つ
い
て
も
詩
偈
を
詠
じ
て
い
る
。「
梵
刹
」「
殿
」「
堂
」「
楼
」「
閣
」
な

ど
寺
内
の
堂
宇
に
関
し
て
は
詩
を
詠
じ
て
は
い
な
い
が
、『
雪
竇
寺
誌
』
巻
三
「
塔
」
に
は
、

万
歳
塔
。
在
二

寺
南
案
山
上
一。
或
云
二

因
山
一、
勢
欠
レ

高
故
設
レ

此
。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
山
霊
顕
二

神
威
一、
三
祝
二

君
王
寿
一、
一
塔
黙
無
レ

言
、
永
鎮
二

江
山
旧
一。

　
　

山
霊
は
神
威
を
顕
し
、
三
た
び
君
王
の
寿
を
祝
う
。
一
塔
、
黙
し
て
言
無
く
、
永
え
に
江
山
の
旧
き
を
鎮
む
。

と
あ
り
、
寺
の
南
の
案
山
に
あ
る
「
万
歳
塔
」
を
詠
じ
た
一
首
の
詩
偈
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
三
「
亭
」
に
も
、

御
書
亭
。
宋
仁
宗
夢
遊
二

是
山
一。
理
宗
御
二

書
応
夢
名
山
四
大
字
一、
聞
禅
師
作
レ

文
、
紀
レ

之
勒
レ

碑
。
寺
南
搆
レ

亭
、
以
便
瞻
仰
。
西
折
而
至
二

山

門
一

約
半
里
許
、
遙
望
与
レ

寺
対
。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
昭
陵
安
寝
夜
、
飛
レ

夢
到
二

山
丘

（
邱
）

一、
往
事
難
二

追
復
一、
高
亭
絶
二

勝
遊
一。

　
　

昭
陵
が
安
か
に
寝
る
の
夜
、
夢
飛
び
て
山
丘
に
到
る
。
往
事
は
追
復
し
難
く
、
高
亭
は
勝
遊
を
絶
す
。

入
山
亭
。
距
レ

寺
七
里
許
。
凡
陟
降
者
必
憩
焉
。
宋
致
和
乙
未
、
達
観
穎
禅
師
建
。
至
元
統
乙
亥
、
石
室
瑛
禅
師
復
新
レ

之
。
初
名
二

雪
竇
山
亭
一、
復

易
以
二

雪
竇
禅
関
一。
明
嘉
隆
間
、
圯
不
二

克
復
一、
戴
公
澳
捐
資
重
修
、
顔
之
曰
二

善
息
一。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
荒
蕪
行
尽
処
、
幽
亭
聊
暫
止
、
帯
レ

雨
策
孤
笻
、
登
レ

高
従
レ

此
始
。

　
　

荒
蕪
行
き
尽
く
す
処
、
幽
亭
に
て
聊
か
暫
く
止
ま
る
。
雨
を
帯
び
し
策
は
孤
笻
、
高
き
に
登
り
て
此
れ
従
り
始
ま
る
。

寒
華
亭
。
即
半
路
井
亭
。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
山
深
寒
気
重
、
幽
処
生
二

清
華
一、
露
浥
石
苔
紫
、
風
吹
簷
竹
斜
。

　
　

山
深
く
し
て
寒
気
重
く
、
幽
処
に
清
華
を
生
ず
。
露
浥
り
て
石
苔
は
紫
に
、
風
吹
き
て
簷
竹
は
斜
め
な
り
。
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三
〇

飛
雪
亭
。
在
二

千
丈
巌
之
巓
一、
亭
圯
。
嘉
靖
間
、
郡
守
沈
公
愷
新
レ

之
。
今
廃
。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
壁
立
崖
萬
仞
、
奔
湍
走
玉
虬
、
倚
レ

闌
看
不
レ

足
、
欲
レ

去
且
遅
留
。

　
　

壁
は
立
ち
崖
は
万
仞
、
奔
湍
走
る
こ
と
玉
虬
の
ご
と
し
。
闌
に
倚
り
て
看
れ
ど
も
足
ら
ず
、
去
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
且
ら
く
遅
留
す
。

隠
秀
亭
。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
萬
峯
雨
初
過
、
翠
黛
何
須
レ

染
。
流
光
浥
二

闌
干
一、
爽
気
手
可
レ

攬
。

　
　

万
峰
、
雨
初
め
て
過
ぎ
、
翠
黛
、
何
ぞ
染
ま
る
を
須
い
ん
。
流
光
は
闌
干
に
浥
り
、
爽
気
は
手
に
て
攬
す
べ
し
。

と
あ
り
、
資
聖
寺
内
や
雪
竇
山
の
各
所
に
建
て
ら
れ
た
「
御
書
亭
」「
入
山
亭
」「
寒
華
亭
」「
飛
雪
亭
」「
隠
秀
亭
」
と
題
し
た
五
首
の
詩
偈

が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
こ
の
中
で
問
題
と
な
る
の
が
「
御
書
亭
」
に
関
し
て
、

御
書
亭
。
宋
の
仁
宗
、
夢
に
是
の
山
に
遊
ぶ
。
理
宗
は
「
応
夢
名
山
」
の
四
大
字
を
御
書
し
、
聞
禅
師
、
文
を
作
り
、
之
れ
を
紀
し
て
碑
に
勒
む
。

寺
の
南
に
亭
を
搆
え
、
便
を
以
て
瞻
仰
す
。
西
へ
と
折
れ
て
山
門
に
至
る
こ
と
約
半
里
許
、
遙
か
に
望
み
寺
と
対
す
。

と
い
う
記
述
が
付
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
寺
の
西
に
存
し
た
御
書
亭
は
も
と
も
と
北
宋
の
仁
宗
（
趙
禎
、
一
〇
一
〇
─
一
〇
六
三
、
在
位
は

一
〇
二
二
─
一
〇
六
三
）
が
夢
で
雪
竇
山
に
遊
ん
だ
こ
と
に
因
ん
で
い
る
。
智
鑑
が
詠
じ
て
半
世
紀
余
り
を
経
た
南
宋
後
期
に
理
宗
が
「
応
夢

名
山
」
の
四
字
を
御
書
し
、
と
き
の
住
持
で
あ
っ
た
大
慧
派
の
偃
渓
広
聞
（
仏
智
禅
師
、
一
一
八
九
─
一
二
六
三
）
は
そ
の
御
書
を
石
碑
に
刻
ん

だ
と
さ
れ
る

）
30
（

。
広
聞
が
石
碑
を
立
て
た
後
に
智
鑑
が
詩
偈
を
詠
ず
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
が
、
お
そ
ら
く
仁
宗
の
頃
か
ら
何
ら
か
の
御
書
亭

の
類
い
が
存
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
智
鑑
と
は
別
に
□
鑑
禅
師
が
あ
っ
て
作
詩
し
た
も
の
と
見
る
の
は
如
何
に
も
不
自
然
で
あ
り
、

智
鑑
の
詩
偈
の
内
容
は
あ
く
ま
で
仁
宗
の
故
事
に
因
ん
で
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
理
宗
の
建
て
た
御
書
亭
の
こ
と
は
直
接
に
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。
智
鑑
が
仁
宗
に
ち
な
む
応
夢
の
因
縁
を
詠
じ
た
一
首
と
後
に
理
宗
の
「
御
書
亭
」
が
結
び
付
け
ら
れ
て
収
録
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
一
応
、
こ
こ
で
は
「
御
書
亭
」
と
題
さ
れ
る
詩
偈
一
首
は
実
際
に
は
智
鑑
が
仁
宗
の
応
夢
の
故
事
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

同
地
に
御
書
亭
が
建
て
ら
れ
た
後
に
関
連
付
け
ら
れ
て
「
御
書
亭
」
の
詩
偈
と
さ
れ
た
も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
「
入
山
亭
」
は
寺
か
ら
七
里
ば
か
り
離
れ
て
お
り
、
入
山
者
の
休
憩
地
と
し
て
北
宋
の
至
和
二
年
（
一
〇
五
五
）
乙
未
に
臨
済
宗
の
達

観
曇
穎
（
九
八
九
─
一
〇
六
〇
）
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
智
鑑
が
詩
偈
を
詠
じ
た
後
、
一
世
紀
半
を
経
て
元
代
の
元
統
三
年
（
後
至

元
元
年
、
一
三
三
五
）
乙
亥
に
至
っ
て
大
慧
派
の
石
室
祖
瑛
（
一
二
九
一
─
一
三
四
三
）
が
こ
れ
を
新
た
に
修
復
し
て
「
雪
竇
山
亭
」
と
名
づ
け

て
お
り
、
入
山
す
る
修
行
僧
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
「
雪
竇
禅
関
」
と
し
て
修
行
道
場
に
入
る
た
め
の
関
門
（
玄
関
）
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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三
一

　

さ
ら
に
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
三
「
橋
」
に
は
、

錦
鏡
橋
。
僧
喜
記
云
、
臨
レ

壑
駕
レ

橋
、
屋
二

其
上
一

為
二

三
間
一、
憑
レ

檻
以
憩
、
遊
観
二

飛
流
濺
沫
一、
為
二

瀑
水
之
偉
観
一。
橋
西
為
二

小
屋
一
間
一、
以
祀
レ

龍
。

元
至
正
七
年
、
大
雨
飄
蕩
。
越
二
年
、
易
為
二

洞
橋
一。
高
二
十
尺
、
由
レ

垜
至
レ

中
、
可
二

六
十
尺
一。
今
池
已
再
湮
再
復
、
非
二

復
昔
日
寛
広
一。
橋
亦

平
与
二

伏
龍
一

相
似
、
又
名
二

虹
橋
一。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
光
揺
二

黿
鼂
窟
一、
勢
接
二

青
山
一

壮
、
四
顧
悄
無
レ

人
、
仰
看
天
在
レ

上
。

　
　

光
は
黿
鼂
の
窟
を
揺
ら
し
、
勢
い
は
青
山
に
接
し
て
壮
ん
な
り
。
四
顧
す
る
に
悄
と
し
て
人
無
く
、
仰
ぎ
看
る
に
天
は
上
に
在
り
。

と
し
て
一
首
の
詩
偈
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
智
鑑
と
も
関
わ
り
深
い
錦
鏡
池
に
掛
け
た
橋
（
虹
橋
）
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
、
説
明
文
に

は
橋
の
大
き
さ
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
三
「
池
」
に
も
、

錦
鏡
池
。
宋
淳
煕
十
一
年
、
足
菴
鑑
公
始
開
。
深
一
尋
、
縦
四
百
三
十
尺
、
広
半
レ

之
。
因
レ

橋
為
レ

閘
、
視
二

水
漲
落
一、
而
蓄
二

洩
之
一。
楼
公
鑰
作
レ

記
甚
詳
。
明
初
已
湮
為
レ

田
。
嘉
靖
間
、
邑
令
銭
公
璠
、
始
為
修
復
。
隆
慶
間
又
湮
、
今
縦
広
雖
レ

不
レ

及
レ

前
、
然
畧
具
二

空
明
之
観
一

矣
。

　

鑑
禅
師
詩
云
、
一
鑑
涵
二

虚
碧
一、
萬
象
悉
其
中
、
重
緑
浮
二

軽
緑
一、
深
紅
間
浅
紅
。

　
　

一
鑑
は
虚
碧
に
涵
り
、
万
象
は
悉
く
其
の
中
に
あ
り
。
重
緑
は
軽
緑
に
浮
か
び
、
深
紅
に
間
に
浅
紅
あ
り
。

と
し
て
智
鑑
が
詠
じ
た
一
首
の
詩
偈
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
綿
鏡
橋
」
と
「
綿
鏡
池
」
の
詩
偈
は
雪
竇
山
の
智
鑑
が
淳
熙
一
一
年
（
一
一
八
四
）

に
開
拓
し
た
綿
鏡
池
と
、
こ
れ
に
架
か
る
綿
鏡
橋
（
虹
橋
）
に
因
む
も
の
で
あ
る
。
綿
鏡
池
は
深
さ
が
一
尋
で
あ
り
、
縦
が
四
三
〇
尺
、
横
が
そ

の
半
分
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
鑑
は
一
つ
の
鏡
、
こ
こ
で
は
錦
鏡
池
が
鏡
の
ご
と
く
山
や
空
を
映
し
出
し
て
い
る
さ
ま
を
い
う
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
『
雪
竇
寺
誌
』
巻
九
下
「
詩
」
の
「
五
言
絶
句
」
に
は
、

　
　

雲
霞
外
。　
　
　

釈
足
菴
。

山
高
不
レ

見
レ

頂
、
樹
密
散
レ

空
翠
、
始
欲
レ

問
二

招
提
一、
更
在
二

雲
霞
外
一。

　

山
高
く
し
て
頂
を
見
ず
、
樹
は
密
に
し
て
空
に
散
じ
て
翠
な
り
。
始
め
て
招
提
を
問
わ
ん
と
欲
す
る
に
、
更
に
雲
霞
の
外
に
在
り
。

　
　

清
音
洞
。

一
帯
二

無
絃
曲
一、
高
山
流
水
声
、
家
風
雖
二

冷
淡
一、
韻
調
出
二

常
情
一。

　

一
た
び
無
絃
の
曲
を
帯
び
、
高
山
流
水
の
声
あ
り
。
家
風
は
冷
淡
な
り
と
雖
も
、
韻
調
は
常
情
を
出
づ
。

と
い
う
二
首
の
詩
偈
が
「
釈
足
菴
」
す
な
わ
ち
智
鑑
の
作
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
雲
霞
外
」
は
雲
霧
に
か
す
む
雪
竇
山
の
招
提
（
伽
藍
堂
宇
）
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三
二

の
様
子
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
、「
清
音
洞
」
で
は
山
中
の
清
音
洞
と
称
す
る
洞
窟
に
響
く
水
滴
の
清
音
を
無
絃
琴
の
調
べ
と
解
し
て
詠
じ
て
い
る
。

智
鑑
が
詠
じ
た
頌
古

　

『
雪
竇
寺
誌
』
巻
五
上
「
法
要
」
の
「
足
菴
智
鑒
禅
師
」
の
項
に
は
「
頌
古
」
と
し
て
、つ
ぎ
の
ご
と
き
「
傅
大
士
万
象
主
」「
劉
鉄
磨
老
牸
牛
」「
洞

山
無
寒
暑
」「
徳
山
学
畢
」
と
い
う
四
首
の
古
則
公
案
に
対
す
る
智
鑑
の
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
頌
古
も
智
鑑
が
詠
じ
た
詩
偈

と
し
て
貴
重
な
も
の
が
あ
ろ
う
。
第
一
「
傅
大
士
万
象
主
」
の
古
則
と
は
、

　
　

傅
大
士
頌
云
、
有
レ

物
先
二

天
地
一、
無
レ

形
本
寂
寥
、
能
為
二

万
象
主
一、
不
下

逐
二

四
時
一

凋
上。

土
面
灰
頭
不
レ

染
レ

塵
、
花
街
柳
巷
楽
二

天
真
一、
金
雞
唱
レ

暁
瓊
楼
夢
、
一
樹
花
開
浩
劫
春
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
傅
大
士
す
な
わ
ち
傅
翕
（
善
慧
大
士
、
四
九
七
―
五
六
九
）
の
「
物
有
り
て
天
地
に
先
ん
ず
、
形
無
く
し
て
本
よ
り
寂
寥

た
り
、
能
く
万
象
の
主
と
為
り
、
四
時
を
逐
う
て
凋
ま
ず
」
と
い
う
詩
偈
に
対
し
て
智
鑑
が
詠
じ
た
頌
古
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
読
み
下

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

土
面
灰
頭
し
て
塵
に
染
ま
ら
ず
、
花
街
柳
巷
に
て
天
真
を
楽
し
む
。
金
雞
は
暁
に
唱
う
瓊
楼
の
夢
。
一
樹
に
花
は
開
く
浩
劫
の
春
。

　

泥
や
灰
に
塗
れ
て
利
他
行
に
努
め
な
が
ら
も
世
間
の
塵
埃
に
染
ま
ら
ず
、
自
ら
主
人
公
（
万
象
の
主
）
と
し
て
空
劫
已
前
の
あ
り
よ
う
を
生

き
る
さ
ま
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

　

第
二
「
劉
鉄
磨
老
牸
牛
」
の
古
則
と
は
、
潙
仰
宗
祖
の
潙
山
霊
祐
（
大
円
禅
師
、
七
七
一
―
八
五
三
）
の
門
下
の
尼
僧
と
し
て
名
声
を
馳
せ
た

劉
鉄
磨
に
因
む
因
縁
で
あ
る
。

　
　

潙
山
見
二

劉
鉄
磨
来
一

曰
、
老
牸
牛
汝
来
也
。
磨
曰
、
来
日
塙
山
大
会
斎
、
和
尚
還
去
麼
。
山
乃
放
身
作
二

臥
勢
一。
磨
便
出
去
。

雲
巣
夢
断
月
華
秋
、
王
女
翻
レ

身
過
二

斗
牛
一、
卸
二

却
花
冠
一

帰
二

旧
隠
一、
元
途
鳥
道
未
二

容
收
一。

　

老
牸
牛
と
は
年
老
い
た
雌
の
牛
の
意
で
あ
り
、潭
州
（
湖
南
省
長
沙
府
）
寧
郷
県
の
大
潙
山
の
霊
祐
が
劉
鉄
磨
を
呼
ぶ
際
の
愛
称
な
の
で
あ
る
。

劉
鉄
磨
が
や
っ
て
来
る
の
を
見
た
霊
祐
は
「
老
牸
牛
、
汝
来
た
る
や
」
と
声
を
掛
け
た
。
劉
鉄
磨
が
「
来
日
は
塙
山
の
大
会
斎
な
り
、
和
尚
、

還
た
去
く
や
」と
尋
ね
た
。
霊
祐
が
身
を
横
た
え
て
卧
す
る
格
好
を
す
る
と
、劉
鉄
磨
は
す
ぐ
さ
ま
出
て
行
っ
た
。
智
鑑
は
こ
の
機
縁
に
対
し
て
、

雲
巣
に
て
夢
は
断
つ
、
月
華
の
秋
。
王
女
は
身
を
翻
し
て
斗
牛
を
過
ぐ
。
花
冠
を
卸
却
し
て
旧
隠
に
帰
れ
ば
、
元
途
の
鳥
道
、
未
だ
容
收
せ
ず
。

と
い
う
頌
古
を
詠
じ
て
い
る
。
雲
巣
に
卧
し
た
の
は
潙
山
霊
祐
で
あ
り
、
身
を
翻
し
て
立
ち
去
る
王
女
は
劉
鉄
磨
を
指
し
て
い
る
。
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三
三

　

第
三
「
洞
山
万
里
無
寸
草
」
の
古
則
は
、
曹
洞
宗
祖
の
洞
山
良
价
（
悟
本
大
師
、
八
〇
七
―
八
六
九
）
の
示
衆
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

洞
山
示
レ

衆
曰
、
秋
初
夏
末
、
兄
弟
或
東
去
西
去
、
直
須
向
下

万
里
無
二

寸
草
一

処
上

去
始
得
。
又
云
、
只
如
下

万
里
無
二

寸
草
一

処
上、
且
作
麼
生
去
。

後
有
レ

僧
到
二

瀏
陽
一、
挙
二

似
石
霜
一。
霜
云
、
出
レ

門
便
是
草
。
僧
回
挙
二

似
山
一。
山
曰
、
大
唐
国
裏
能
有
二

幾
人
一。

虚
元
鳥
道
没
二

纎
埃
一、
玉
殿
空
然
鎖
二

緑
苔
一、
挂
レ

壁
梭
飛
秋
蛻
レ

骨
、
滄
溟
老
蚌
尽
懐
胎
。

　

筠
州
（
江
西
省
）
の
洞
山
普
利
禅
院
で
良
价
が
夏
安
居
（
制
中
）
の
終
わ
り
（
七
月
一
五
日
の
解
夏
）
に
「
秋
初
夏
末
、
兄
弟
、
或
い
は
東
へ

と
去
り
西
へ
と
去
る
、
直
須
ら
く
万
里
に
寸
草
無
き
処
に
向
っ
て
去
き
て
始
め
て
得
し
」
と
示
衆
し
、
付
け
加
え
て
「
只
だ
万
里
に
寸
草

無
き
処
の
如
き
は
、
且
つ
作
麼
生
か
去
ら
ん
」
と
述
べ
た
。
後
に
一
僧
が
潭
州
瀏
陽
県
に
到
り
、
石
霜
山
崇
勝
寺
の
石
霜
慶
諸
（
普
会
大
師
、

八
〇
七
―
八
八
八
）
に
こ
の
話
頭
に
つ
い
て
問
う
た
。
こ
の
と
き
石
霜
慶
諸
は
「
門
を
出
づ
れ
ば
便
ち
是
れ
草
」
と
答
え
て
い
る
。
僧
が
洞
山

に
戻
っ
て
良
价
に
慶
諸
の
答
え
を
伝
え
る
と
、
良
价
は
「
大
唐
国
裏
、
能
く
幾
人
か
有
る
」
と
慶
諸
の
こ
と
ば
を
称
え
た
。
こ
の
「
洞
山
万

里
無
寸
草
」
の
古
則
に
対
し
て
、
智
鑑
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
頌
古
を
詠
じ
て
い
る
。

虚
元
の
鳥
道
、
纎
埃
没
し
、
玉
殿
は
空
然
と
し
て
緑
苔
を
鎖
す
。
壁
に
挂
る
梭
飛
は
秋
に
骨
を
蛻
し
、
滄
溟
の
老
蚌
は
尽
く
懐
胎
す
。

　

第
二
の
頌
古
に
も
記
さ
れ
る
鳥
道
と
は
曹
洞
宗
旨
の
「
洞
山
三
路
」
の
一
つ
で
、
鳥
が
飛
ぶ
空
中
の
道
の
こ
と
で
あ
り
、
鳥
の
飛
ん
だ
あ

と
は
何
も
消
息
を
残
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
没
蹤
跡
の
悟
り
の
境
地
を
現
し
て
い
る

）
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。

　

第
四
「
徳
山
学
畢
」
の
古
則
は
、
雲
門
下
の
徳
山
縁
密
（
円
明
大
師
）
が
上
堂
に
述
べ
た
こ
と
ば
に
因
む
も
の
で
あ
る
。

　
　

徳
山
縁
密
禅
師
上
堂
。
大
衆
及
尽
去
也
。
直
得
三

三
世
諸
仏
口
挂
二

壁
上
一、
猶
有
二

一
人
一

呵
呵
大
笑
。
若
識
二

此
人
一、
参
学
事
畢
。

青
山
是
父
白
雲
児
、
雲
散
二

青
山
一

総
不
レ

知
、
玉
兎
昼
眠
二

雲
母
地
一、
金
烏
夜
宿
二

不
萌
枝
一。

　

縁
密
の
上
堂
を
書
き
下
せ
ば「
大
衆
、及
尽
し
去
る
や
。
直
に
三
世
諸
仏
が
口
を
壁
上
に
挂
く
る
を
得
る
も
、猶
お
一
人
有
り
て
呵
呵
大
笑
す
。

若
し
此
の
人
を
識
ら
ば
、
参
学
の
事
畢
ら
ん
」
と
な
る
。
智
鑑
の
詠
じ
た
頌
古
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
下
せ
る
。

青
山
は
是
れ
父
、
白
雲
は
児
。
雲
は
青
山
に
散
じ
て
総
て
知
ら
ず
。
玉
兎
は
昼
に
雲
母
地
に
眠
り
、
金
烏
は
夜
に
不
萌
の
枝
に
宿
す
。

　

智
鑑
は
不
動
の
青
山
と
往
来
生
滅
す
る
白
雲
を
対
比
し
、白
昼
に
雲
母
に
眠
る
玉
兎
（
月
）
と
深
夜
に
不
萌
の
枝
に
宿
す
金
烏
（
太
陽
）
に
準
え
、

参
学
の
大
事
を
了
畢
し
た
自
己
本
来
の
面
目
の
あ
り
よ
う
を
詠
じ
て
い
る
。

　

一
方
、
南
宋
代
か
ら
元
代
に
諸
禅
僧
の
頌
古
を
古
則
毎
に
並
べ
て
編
集
し
た
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
に
も
、
延
祐
五
年
（
一
三
一
八
）
六

月
旦
に
紹
興
路
（
浙
江
省
）
山
陰
県
の
法
華
山
天
衣
万
寿
禅
寺
の
前
住
で
あ
っ
た
銭
唐
沙
門
の
魯
庵
普
会
が
自
序
を
付
し
て
増
集
し
た
「
続
収
」
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三
四

や
「
増
収
」
の
部
分
に
、智
鑑
の
詠
じ
た
頌
古
も
若
干
な
が
ら
収
め
ら
れ
て
い
る

）
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。『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
三
「
菩
薩
機
縁
」
の
「
増
収
」
に
、

　
　

傅
大
士
頌
云
、
有
レ

物
先
二

天
地
一、
無
レ

形
本
寂
寥
。
能
為
二

萬
象
主
一、
不
下

逐
二

四
時
一

凋
上。

土
面
灰
頭
不
レ

染
レ

塵
、
華
街
柳
巷
楽
二

天
真
一。
金
鷄
唱
暁
瓊
楼
夢
、
一
樹
華
開
浩
劫
春
。　

足
菴
鑒
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
一
八
ｄ
）

と
い
う
「
傅
大
師
万
象
主
」
の
古
則
に
対
す
る
智
鑑
の
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。『
雪
竇
寺
誌
』
の
も
の
は
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
か
ら

採
用
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
六
「
祖
師
機
縁
」
の
「
西
天
諸
祖
」
の
「
続
収
」
に
、

　
　

迦
葉
因
阿
難
問
、
世
尊
伝
二

金
襴
一

外
、
別
伝
二

何
物
一。
迦
葉
召
二

阿
難
一。
難
応
諾
。
迦
葉
曰
、
倒
二

却
門
前
刹
竿
一

著
。

倒
二

却
門
前
刹
竿
一、
全
提
那
渉
二

玄
端
一。
飜
レ

身
不
レ

坐
二

空
王
殿
一、
月
照
二

千
峯
一

夜
色
寒
。　

足
菴
鑒
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
三
一
ｃ
）

と
い
う
「
阿
難
倒
却
刹
竿
」
の
古
則
に
対
す
る
智
鑑
の
頌
古
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
で
に
触
れ
た
道
元
の
『
宝
慶
記
』
の
中
で
、

炷
香
拝
問
、
世
尊
授
二

伝
金
襴
袈
裟
於
摩
訶
迦
葉
一、
是
何
時
耶
。

堂
頭
和
尚
慈
誨
曰
、
你
問
二

這
箇
事
一、
最
好
也
。
箇
箇
人
不
レ

問
二

這
箇
一、
所
以
不
レ

知
二

這
箇
一、
乃
善
知
識
之
所
レ

苦
也
。
我
曾
在
二

雪
竇
先
師
処
一、

甞
問
二

這
箇
事
一、
先
師
大
悦
也
。

と
い
う
先
師
如
浄
と
交
わ
し
た
問
答
商
量
の
内
容
と
も
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、「
阿
難
倒
却
刹
竿
」
の
古
則
を
頌
賛
し
た
智
鑑
の
拈
評
と
し
て

注
目
さ
れ
る
。

　

『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
九
「
祖
師
機
縁
」
の
「
六
祖
下
第
二
世
」
の
「
続
収
」
に
、

江
西
道
一
禅
師
、
時
号
二

馬
祖
一

〈
嗣
二

南
嶽
譲
一

〉
示
レ

衆
曰
、
汝
等
諸
人
、
各
信
二

自
心
是
仏
一、
此
心
即
是
仏
心
。
達
磨
南
天
竺
国
来
至
二

中

華
一。
伝
二

上
乗
一
心
之
法
一、
令
二

法
等
開
悟
一。
有
レ

僧
問
云
、
和
尚
為
二

什
麼
一

説
二

即
心
即
仏
一。
祖
曰
、
為
レ

止
二

小
児
啼
一。
僧
曰
、
啼
止
後
如
何
。

祖
曰
、
非
レ

心
非
レ

佛
。
僧
曰
、
除
二

此
一
種
人
来
一、
如
何
指
示
。
祖
曰
、
向
レ

伊
道
、
不
是
物
。
曰
、
忽
遇
二

其
中
人
来
一

時
如
何
。
祖
曰
、
且

教
三

伊
体
二

会
大
道
一。

即
心
是
仏
外
忘
レ

求
、
心
仏
円
明
不
レ

假
レ

修
。
雲
浄
遠
山
千
点
翠
、
水
和
明
月
一
天
秋
。　

足
菴
鑒
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
五
〇
ｂ
）

と
い
う
「
馬
祖
即
心
是
仏
」
の
古
則
に
対
す
る
智
鑑
の
頌
古
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
即
心
是
仏
、
外
に
求
む
る
こ
と
を
忘
じ
、
心
仏
円
明
に

し
て
修
を
仮
ら
ず
。
雲
は
浄
し
遠
山
千
点
の
翠
、
水
は
和
す
明
月
一
天
の
秋
」
と
あ
り
、
こ
の
頌
古
も
智
鑑
が
修
行
と
証
悟
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
た
か
、
即
心
是
仏
の
道
理
を
窺
う
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

三
五

『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
一
三
「
祖
師
機
縁
」
の
「
六
祖
下
第
三
世
之
四
」
の
「
続
収
」
に
、

池
州
魯
祖
山
宝
雲
禅
師
〈
嗣
二

馬
祖
一

〉
師
尋
常
見
二

僧
来
一

便
面
壁
。
南
泉
聞
曰
、
我
尋
常
向
二

師
僧
一

道
、
向
下

仏
未
二

出
世
一

時
上

会
取
。
尚

不
レ

得
二

一
箇
半
箇
一。
他
恁
麼
驢
年
去
。

背
前
面
後
揚
二

家
醜
一、
掲
レ

地
洪
音
師
子
吼
。
分
二

付
仙
陀
一

知
不
知
、
法
身
午
夜
蔵
二

北
斗
一。　

足
菴
鑒
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
七
四
ｃ
）

と
い
う
馬
祖
下
の
魯
祖
宝
雲
に
ち
な
む
「
魯
祖
面
壁
」
の
古
則
に
寄
せ
た
智
鑑
の
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
曹
洞
宗
の
黙
照
禅
が
大
衆
一

如
に
僧
堂
で
面
壁
を
行
ず
る
こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頌
古
も
智
鑑
の
意
図
を
窺
う
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
「
阿
難

倒
却
刹
竿
」
と
「
馬
祖
即
心
是
仏
」
と
「
魯
祖
面
壁
」
の
三
則
を
詠
じ
た
智
鑑
の
頌
古
は
『
雪
竇
寺
誌
』
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
一
五
「
祖
師
機
縁
」
の
「
六
祖
下
第
四
世
之
一
」
の
「
続
収
」
に
、

　
　

潙
山
見
二

尼
劉
鉄
磨
来
一。
師
曰
、
老
牸
牛
汝
来
也
。
磨
曰
、
来
日
臺
山
大
会
斎
、
和
尚
還
去
麼
。
師
乃
放
レ

身
作
二

臥
勢
一。
磨
便
出
去
。

雲
巣
夢
断
月
華
秋
、
玉
女
翻
レ

身
過
二

斗
牛
一。
卸
二

却
花
冠
一

帰
二

旧
隠
一、
玄
途
鳥
道
未
二

容
収
一。　

足
菴
鑒
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
九
一
ａ
）

と
い
う
「
劉
鉄
磨
老
牸
牛
」
の
古
則
に
対
す
る
智
鑑
の
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
『
雪
竇
寺
誌
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
一
八
「
祖
師
機
縁
」
の
「
六
祖
下
第
四
世
之
五
」
の
「
続
収
」
に
、

趙
州
一
日
問
二

南
泉
一

曰
、
如
何
是
道
。
泉
曰
、
平
常
心
是
道
。
師
曰
、
還
可
二

趣
向
一

也
無
。
泉
曰
、
擬
レ

向
即
乖
。
師
曰
、
不
レ

擬
争
知
二

是
道
一。

泉
曰
、
道
不
レ

属
レ

知
、
不
レ

属
二

不
知
一、
知
是
妄
覚
、
不
知
無
記
。
若
真
達
二

不
疑
之
道
一、
猶
如
二

太
虚
一

廓
然
蕩
豁
、
豈
可
二

強
是
非
一

耶
。
師

於
二

言
下
一

悟
レ

理
。

玄
途
不
レ

渉
透
二

離
微
一、
道
合
二

平
常
一

発
二

上
機
一。
無
影
樹
頭
春
色
暁
、
金
鷄
啼
在
二

不
萌
枝
一。　

足
菴
鑒
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
一
〇
八
ａ
）

と
い
う
「
南
泉
平
常
心
是
道
」
の
古
則
に
対
す
る
智
鑑
の
頌
古
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、こ
の
頌
古
は
『
雪
竇
寺
誌
』
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
二
四
「
祖
師
機
縁
」
の
「
六
祖
下
第
五
世
之
五
」
の
「
続
収
」
に
、

洞
山
示
レ

衆
曰
、
秋
初
夏
末
、
兄
弟
或
東
去
西
去
。
直
須
向
下

萬
里
無
二

寸
草
一

処
上

去
始
得
。
又
云
、
只
如
下

萬
里
無
二

寸
草
一

処
上、
且
作
麼
生
去
。

後
有
レ

僧
到
二

瀏
陽
一、
挙
二

似
石
霜
一。
霜
云
、
出
レ

門
便
是
草
。
僧
回
挙
二

似
師
一。
師
曰
、
大
唐
国
裡
、
能
有
二

幾
人
一。

挙
玄
鳥
道
沒
二

纖
埃
一、
玉
殿
空
然
瑣
二

緑
苔
一。
挂
レ

壁
梭
飛
秋
蛻
レ

骨
、
滄
溟
老
蚌
尽
懐
胎
。　

足
菴
鑒
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
一
四
七
ｄ
）

と
い
う
「
洞
山
万
里
無
寸
草
」
の
古
則
に
対
す
る
智
鑑
の
頌
古
を
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
洞
山
万
里
無
寸
草
」
に
対
す
る
智
鑑
の
頌
古
は
『
雪

竇
寺
誌
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

三
六

　

『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
三
五
「
祖
師
機
縁
」
の
「
六
祖
下
第
八
世
之
二
」
の
「
増
収
」
に
、

鼎
州
徳
山
円
明
縁
密
禅
師
〈
嗣
二

雲
門
一

〉
上
堂
、
大
衆
及
尽
去
也
、
直
得
三

三
世
諸
仏
口
挂
二

壁
上
一、
猶
有
二

一
人
一

呵
呵
大
咲
。
若
識
二

此
人
一、

参
学
事
畢
。
頌
曰
、

青
山
是
父
白
雲
児
、
雲
散
二

青
山
一

総
不
レ

知
。
玉
兔
昼
眠
二

雲
母
地
一、
金
烏
夜
宿
二

不
萠
枝
一。　

足
菴
鑑
。（
卍
続
蔵
一
一
五
・
二
二
三
ｄ
）

と
い
う
「
徳
山
諸
仏
口
挂
壁
上
」
の
古
則
に
対
す
る
頌
古
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
徳
山
諸
仏
口
挂
壁
上
」
の
頌
古
も
『
雪
竇
寺
誌
』

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
に
は
併
せ
て
八
則
の
古
則
に
対
し
て
智
鑑
が
詠
じ
た
頌
古
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、『
雪
竇
寺
誌
』
は

こ
の
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
か
ら
智
鑑
の
頌
古
を
抜
粋
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
智
鑑
は
景
勝
を
詠
ず
る
詩
偈
に
す
ぐ
れ
る
と
と

も
に
、
古
則
公
案
に
対
す
る
頌
古
も
好
ん
で
詠
じ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

明
末
清
初
に
曹
洞
正
宗
の
覚
浪
道
盛
（
杖
人
、
一
五
九
二
―
一
六
五
九
）
は
『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
語
録
』
巻
一
一
「
賛
」
に
、

　
　

第
十
二
代
、
明
州
雪
竇
足
菴
智
鑑
禅
師
。

小
児
生
縁
太
煞
奇
、
母
子
俄
然
触
二

密
機
一、
洗
レ

瘍
伸
出
劈
二

仏
手
一、
那
得
レ

囊
蔵
二

此
利
錐
一。
長
蘆
看
二

明
月
一、
休
公
卻
傍
瞥
。
就
中
置
レ

毒
果
難
レ

逃
、

象
山
遯
レ

跡
妖
風
絶
。
悟
来
肚
大
要
レ

吞
レ

人
、再
試
岳
林
風
愈
烈
。
仏
祖
不
二

奈
レ

你
何
一、長
汀
且
分
二

半
橛
一。
尊
貴
位
中
収
不
レ

得
、触
処
相
逢
笑
不
レ

徹
。

主
中
主
、
誰
敢
別
。
丙
丁
吹
滅
火
焼
レ

天
、
花
雨
満
城
落
二

金
屑
一。（
禅
宗
全
書
五
九
・
二
九
九
ｂ
）

と
い
う
智
鑑
に
対
す
る
仏
祖
賛
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、
道
盛
は
智
鑑
の
伝
記
を
か
な

り
よ
く
理
解
し
た
上
で
智
鑑
に
対
す
る
仏
祖
賛
を
ま
と
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
道
盛
も
足
庵
智
鑑
―
長
翁
如
浄
―
鹿
門
自
覚
と
い
う
北
地
曹

洞
宗
（
曹
洞
正
宗
）
の
師
資
相
承
を
覆
し
て
は
お
ら
ず
、
中
国
曹
洞
宗
祖
の
洞
山
良
价
（
悟
本
大
師
、
八
〇
七
―
八
六
九
）
の
「
第
一
代
、
筠
州

洞
山
悟
本
良
价
禅
師
」
か
ら
本
師
晦
臺
元
鏡
（
湛
霊
、
一
五
七
七
―
一
六
三
〇
）
の
「
第
三
十
二
代
、
建
州
武
夷
東
苑
晦
臺
元
鏡
禅
師
」
ま
で
の

「
洞
宗
」
の
歴
代
祖
賛
を
残
し
て
い
る

）
33
（

。

　

ま
た
同
じ
く
曹
洞
正
宗
の
湛
然
円
澄
（
散
木
道
人
、一
五
六
一
―
一
六
二
六
）
の
高
弟
で
あ
る
三
宜
明
盂
（
愚
庵
、一
五
九
九
―
一
六
六
五
）
も
『
三

宜
盂
禅
師
語
録
』
巻
九
「
仏
祖
歴
伝
像
讃
」
に
、



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

三
七

　
　

四
十
九
、
雪
竇
足
菴
智
鑑
禅
師
。

図
画
自
レ

天
開
、
山
僧
独
怡
悦
、
瀑
布
落
二

千
尋
一、
仙
音
広
長
舌
。
象
骨
山
深
百
怪
興
、
老
僧
不
レ

采
二

徒
軽
褻
一。
夜
来
独
自
上
二

崚
嶒
一、
海
濤
一
捲

驚
二

三
淛
一。
果
是
明
星
也
誘
レ

人
、
誰
道
世
尊
証
二

寂
滅
一。
憶
我
孩
提
時
、
曾
解
レ

吞
二

熱
銕
一。
世
尊
有
二

密
語
一、
迦
葉
不
二

覆
蔵
一、
一
夜
落
花
雨
、
満

城
流
水
香
。
山
高
不
レ

宜
二

久
立
一、
且
帰
二

方
丈
房
一。（
禅
宗
全
書
五
四
・
六
一
九
ｂ
～
六
二
〇
ａ
）

と
い
う
智
鑑
に
対
す
る
像
賛
を
残
し
て
い
る
。
明
盂
の
場
合
も
如
浄
―
自
覚
と
い
う
相
承
説
に
基
い
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
で
も
『
永
平
寺
史
料
全
書
・
禅
籍
編
』
第
二
巻
（
平
成
一
五
年
一
二
月
、
大
本
山
永
平
寺
刊
）
や
『〈
二
百
四
十
回
小
遠
忌
記

念
〉
永
福
面
山
禅
師
宝
物
集
』
（
平
成
二
〇
年
九
月
、
永
福
会
刊
）
に
よ
れ
ば
、
永
平
寺
に
は
江
戸
中
期
に
面
山
瑞
方
（
永
福
老
人
、
一
七
八
三
─

一
七
六
九
）
が
賛
を
付
し
た
「
震
旦
諸
祖
頂
相
賛
」
二
四
幅
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
雪
竇
足
菴
智
鑒
禅
師
」
と
題
し
て
、

　
　

雪
竇
足
菴
智
鑒
禅
師
。

滁
州
英
物
、
族
姓
是
呉
。
幼
兮
知
三

我
手
似
二

仏
手
一、
長
兮
喜
二

俗
顱
一

変
二

真
顱
一。
雖
レ

嗣
二

大
休
于
太
白
一、
本
依
二

寂
菴
於
長
蘆
一。
道
力
如
二

金
剛
一

也
、

象
山
百
怪
不
レ

能
二

媸
動
一。
智
照
似
二

藻
鑑
一

也
、
雪
竇
千
衲
悉
皆
感
孚
。
世
尊
迦
葉
兮
一
代
秘
密
、
落
花
流
水
兮
千
古
範
模
。

面山瑞方賛「雪竇足菴智鑒禅師画像」
紙本著色　一幅　江戸時代

縦 128.2cm、　横 50.5cm
大本山永平寺所蔵「震旦諸祖頂相賛」二四幅の一



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

三
八

　

乙
丑
中
秋
、
遠
孫
若
之
吉
祥
林
比
丘
瑞
方
、
焚
レ

香
拝
題
。［
吉
祥
］［
瑞
方
］［
面
山
］（
永
平
寺
史
料
禅
籍
二
・
五
七
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
『
五
家
正
宗
賛
』
の
天
童
宗
珏
の
章
や
『
五
燈
会
元
』
の
雪
竇
智
鑑
の
章
を
受
け
て
著
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仏
祖

賛
は
乙
丑
中
秋
す
な
わ
ち
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
八
月
一
五
日
に
若
狭
（
福
井
県
）
の
無
量
寿
山
吉
祥
林
空
印
寺
で
揮
毫
さ
れ
て
お
り
、
面
山

瑞
方
が
限
ら
れ
た
史
料
を
着
実
に
読
み
こ
な
し
、
智
鑑
に
寄
せ
る
思
い
を
綴
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
反
面
、
も
し
瑞
方
が
「
雪

竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
祖
賛
の
内
容
も
か
な
り
相
違
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る

）
34
（

。

　

雪
竇
山
資
聖
寺
（
雪
竇
寺
）
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
引
田
弘
道
・
呂
其
俊
「
現
代
中
国
の
仏
教
教
育
機
関
─
浙
江
仏
学
院
を
中
心
と
し
て
─
」

（
愛
知
学
院
大
学
『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
四
六
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

　

生
前
の
智
鑑
は
法
孫
に
入
宋
求
法
僧
の
道
元
が
輩
出
し
、
そ
の
法
統
が
や
が
て
異
郷
日
本
の
地
で
広
ま
る
こ
と
な
ど
想
像
だ
も
し
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
智
鑑
の
在
世
中
に
す
で
に
叡
山
覚
阿
（
一
一
四
一
―
？
）
や
明
庵
栄
西
あ
る
い
は
大
日
房
能
忍
の
門
人
な
ど
日
本
僧
が
江
南

の
地
に
赴
き
始
め
て
て
い
る
。
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
寺
で
は
栄
西
が
住
持
の
虚
庵
懐
敞
に
参
学
嗣
法
し
て
お
り
、
同
じ
く
鄞
県
の
阿
育
王

山
広
利
寺
で
は
能
忍
門
下
の
練
中
・
勝
弁
が
住
持
の
拙
庵
徳
光
に
能
忍
の
偈
頌
を
呈
し
て
印
可
証
明
を
受
け
て
い
る
。
と
り
わ
け
雪
竇
山
は
す

で
に
触
れ
た
ご
と
く
天
童
山
や
阿
育
王
山
と
と
も
に
明
州
を
代
表
す
る
名
刹
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
智
鑑
が
雪
竇
山
な
ど
明
州
地
内
の

諸
禅
刹
に
化
導
を
敷
い
た
こ
と
が
後
に
道
元
が
如
浄
と
触
れ
合
う
遠
縁
と
な
っ
て
い
る
。
南
宋
代
か
ら
元
代
の
曹
洞
宗
が
明
州
を
中
心
に
辛
う

じ
て
宗
勢
を
保
っ
て
い
た
こ
と
が
曹
洞
宗
の
東
伝
、
日
本
へ
の
伝
来
を
可
能
に
し
得
た
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

雪
竇
山
に
立
石
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
の
石
碑
や
、
智
鑑
の
墓
塔
で
あ
る
「
足
菴
和
尚
塔
」
と
そ
の
塔
頭
、
あ
る
い

は
智
鑑
が
詠
じ
た
『
雪
竇
雑
詠
三
十
首
』
の
写
本
や
刊
本
な
ど
が
現
今
に
残
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
多
く
の
貴
重
な
状
況
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

　

智
鑑
の
よ
う
な
人
物
の
も
と
か
ら
如
浄
が
育
成
さ
れ
、
さ
ら
に
如
浄
の
薫
陶
を
受
け
て
道
元
が
輩
出
し
て
い
る
。
智
鑑
の
仏
法
は
雪
竇
智
鑑

―
天
童
如
浄
―
永
平
道
元
と
師
資
相
承
さ
れ
、
遠
い
日
本
の
地
で
開
花
し
て
日
本
曹
洞
宗
と
し
て
現
今
に
及
ん
で
い
る
。
智
鑑
が
示
寂
し
て

三
〇
余
年
後
に
入
宋
し
た
道
元
が
も
し
在
宋
中
に
雪
竇
山
を
拝
登
し
て
い
た
な
ら
ば
、
智
鑑
の
塔
頭
や
墓
塔
の
み
で
な
く
、
楼
鑰
が
記
し
た
「
雪

竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
な
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
永
平
道
元
―
孤
雲
懐
奘
―
徹
通
義
介
―
瑩
山
紹
瑾
―
明
峯
素
哲

―
祇
陀
大
智
と
嗣
承
す
る
道
元
派
下
の
大
智
は
、
智
鑑
が
亡
く
な
っ
て
一
二
〇
余
年
の
後
に
入
元
し
、
在
元
中
に
雪
竇
山
に
赴
い
て
足
菴
和
尚

塔
を
仰
ぎ
拝
し
て
い
る
。
道
元
派
下
の
曹
洞
禅
者
で
雪
竇
山
を
訪
れ
た
人
が
大
智
の
ほ
か
に
知
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
大
智
の
雪
竇
山
拝
登
が



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

三
九

如
何
に
稀
有
な
る
事
跡
で
あ
っ
た
か
が
改
め
て
偲
ば
れ
よ
う

）
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。
日
本
の
曹
洞
宗
で
入
宋
あ
る
い
は
入
元
し
た
禅
者
の
誰
か
が
雪
竇
山
で
智
鑑
の

頂
相
や
墨
蹟
な
ど
ゆ
か
り
の
品
を
得
て
直
に
日
本
に
請
来
し
て
く
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
よ
り
多
く
の
貴
重
な
事
実
が
判
明
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
私
が
駒
澤
大
学
中
国
仏
教
史
蹟
参
観
団
の
一
員
と
し
て
奉
化
の
雪
竇
寺
を
訪
れ
た
の
は
、
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
九
月
七

日
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
当
時
は
僅
か
な
建
物
を
残
す
の
み
の
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
『
中
国
仏
蹟
見
聞
記
』
第
七
集
（
昭
和
六
一
年

〈
一
九
八
六
〉
八
月
発
行
）
に
載
る
「
行
程
記
録
」
に
詳
し
い
。
そ
の
後
、
雪
竇
寺
で
は
伽
藍
の
再
建
が
進
み
、
現
在
は
大
伽
藍
を
誇
っ
て
多
く

の
住
僧
を
抱
え
て
い
る
。

　

本
稿
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
滋
賀
県
甲
賀
市
のMIHO MUSEUM

か
ら
伝
・
老
牛
智
融
筆
「
牧
童
図
」
の
デ
ー
タ
資
料
の
提
供
と
掲
載
許

可
を
受
け
た
。
ま
た
、
東
洋
大
学
大
学
院
の
張
戦
勝
氏
（
法
名
は
崇
昊
）
を
介
し
て
寧
波
市
奉
化
区
の
雪
竇
寺
の
法
恩
法
師
よ
り
往
古
の
雪
竇

寺
伽
藍
等
の
写
真
の
提
供
を
受
け
た
。
さ
ら
に
福
井
県
の
大
本
山
永
平
寺
か
ら
は
面
山
瑞
方
賛
「
雪
竇
足
菴
智
鑒
禅
師
画
像
」
の
掲
載
許
可

を
受
け
た
。
併
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

【
註
】

（
1
）　

罔
両
画
に
関
し
て
は
、古
く
島
田
修
二
郎
「
罔
両
画
（
上
）」（『
美

術
研
究
』
第
八
四
号
、一
九
三
八
年
一
二
月
）
と
同
「
罔
両
画
（
下
）」

（『
美
術
研
究
』
第
八
六
号
、
一
九
三
九
年
二
月
）
が
存
し
、
後
に
『
中

国
絵
画
史
研
究
〈
島
田
修
二
郎
著
作
集
2
〉』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
九
三
年
三
月
）
に
も
「
罔
両
画
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）　

智
融
の
伝
記
記
事
に
関
し
て
は
杭
州
霊
隠
寺
の
寺
志
で
あ
る

『
増
修
雲
林
寺
志
』
巻
三
「
禅
祖
」
に
も
「
僧
智
融
」
と
し
て
、

 

僧
智
融
、
俗
姓
邢
、
名
澄
。
世
居
二

京
師
一、
以
レ

医
入
仕
。
南
渡

居
二

臨
安
萬
松
嶺
一、
号
二

草
菴
邢
郎
中
一。
官
至
二

成
和
郎
一、
出
二

入

禁
庭
一、
賞
賚
殊
渥
。
年
五
十
、
棄
レ

官
謝
二

妻
子
一、
祝
髪
入
二

霊
隠

寺
一。
諸
公
貴
人
、
挽
レ

之
不
レ

可
。
又
游
二

諸
方
一、
径
山
・
康
廬
、

経
行
殆
遍
。
聞
二

霊
山
之
勝
一、
遂
投
レ

迹
為
二

終
焉
計
一。
独
行
独
坐
、

或
至
移
レ

晷
。
人
不
レ

知
二

其
能
一レ

画
也
。
山
深
多
レ

蛇
、
忽
作
二

二
奇

鬼
于
壁
一、
一
吹
レ

火
向
レ

空
、
一
蹋
レ

蛇
而
掣
二

其
尾
一。
蛇
患
遂
除
。

遇
二

其
適
一レ

意
、
嚼
レ

蔗
折
レ

草
、
蘸
レ

墨
以
作
二

坡
岸
巌
石
一、
尤
為
二

古
勁
一、
間
作
二

物
象
一、
不
レ

過
二

数
筆
一、
寥
寂
蕭
散
、
生
意
飛
動
。

作
レ

詩
不
レ

多
レ

語
意
清
絶
。
每
自
言
、
若
レ

得
レ

為
レ

僧
三
十
秋
、
瞑
レ

目
無
レ

言
万
事
休
。
紹
熙
四
年
五
月
日
卒
、
寿
八
十
、
僧
臘
如
二

師
言
一。

 

と
あ
り
、ま
た
『
新
続
高
僧
伝
四
集
』
巻
六
一
「
雑
識
編
」
に
も
「
南

宋
臨
安
霊
隠
寺
沙
門
釈
智
融
伝
」
と
し
て
智
融
の
事
跡
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
智
融
が
智
鑑
と
の
関
わ
り
を
持

っ
た
点
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
3
）　

『
叢
林
盛
事
』
巻
上
「
懶
菴
枢
和
尚
」
の
項
に
、



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

四
〇

 

懶
菴
枢
和
尚
、
黄
龍
下
尊
宿
、
承
二

嗣
道
場
慧
一。
初
孝
宗
皇
帝
雖
レ

 

向
二

仏
乗
一、
未
レ

知
レ

有
二

宗
門
下
奇
特
事
一。
皆
是
此
老
引
進
。
故

瞎
堂
・
拙
菴
、
然
後
印
二

可
之
一。
要
レ

知
二

其
来
歴
一、
皆
枢
之
力
也
。

枢
謝
二

事
霊
隠
一、
後
居
二

于
明
教
永
安
蘭
若
一、
逍
遙
自
適
。（
卍
続

蔵
一
四
八
・
三
六
ａ
～
ｂ
）

 

と
あ
り
、『
五
燈
会
元
』
巻
一
八
「
臨
安
府
霊
隠
懶
庵
道
枢
禅
師
」

の
章
に
も
、

 

臨
安
府
霊
隠
懶
庵
道
枢
禅
師
、
呉
興
四
安
徐
氏
子
。
初
住
二

何
山
一、

 

次
移
二

華
蔵
一。
隆
興
初
、
詔
居
二

霊
隠
一。
孝
宗
皇
帝
召
至
二

內
殿
一、

 

問
二

禅
道
之
要
一。（
中
略
）
後
退
二

居
明
教
永
安
蘭
若
一、
逍
遙
自

適
。
有
レ

偈
題
二

于
壁
一

曰
、
雪
裏
梅
華
春
信
息
、
池
中
月
色
夜

精
神
、
年
来
可
是
無
佳
趣
、
莫
下

把
二

家
風
一

挙
中

似
人
上。
淳
熙
丙

申
八
月
、
示
二

微
疾
一、
書
レ

偈
而
逝
。
塔
二

于
永
安
一。（
卍
続
蔵

一
三
八
・
三
六
〇
ｃ
～
ｄ
）

 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
黄
龍
派
の
無
伝
居
慧
の
法
を
嗣
い
だ
懶
庵
道
枢

（
？
―
一
一
七
六
）
が
隆
興
年
間
（
一
一
六
三
―
一
一
六
四
）
の
初

め
に
詔
に
よ
り
杭
州
霊
隠
寺
に
遷
住
し
、
孝
宗
（
趙

、
字
は
元
永
、

一
一
二
七
―
一
一
九
四
、
在
位
は
一
一
六
二
―
一
一
八
九
）
の
帰
依

を
得
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
道
枢
が
霊
隠
寺
に
入
寺
し
た
頃
に
、

智
融
は
霊
隠
寺
に
投
じ
て
出
家
剃
髪
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
智
融
と

い
う
法
諱
（
僧
名
）
は
霊
隠
寺
で
道
枢
か
ら
付
与
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
『
叢
林
盛
事
』
に
よ
れ
ば
、
道

枢
が
法
を
説
い
て
孝
宗
を
仏
乗
に
向
わ
せ
る
切
っ
掛
け
を
作
り
、
こ

れ
を
受
け
て
や
が
て
楊
岐
派
の
瞎
堂
慧
遠
（
仏
海
禅
師
、
一
一
〇
三

―
一
一
七
六
）
や
大
慧
派
の
拙
庵
徳
光
（
仏
照
禅
師
、
一
一
二
一
―

一
二
〇
三
）
が
孝
宗
を
接
化
し
、
孝
宗
に
印
可
を
与
え
た
の
だ
と
記

し
て
い
る
。

（
4
）　

楼
鑰
の
『
攻
媿
集
』
巻
八
一
「
偈
頌
」
に
、

 

　
　
　

題
三

老
融
画
二

弥
勒
一。

 

乗
レ

風
欲
レ

去
二

東
南
一、
回
レ

頭
此
意
誰
参
。
当
時
蹉
二

過
足
菴
一、

卻
二

来
攻
媿
一

同
レ

龕
。

 

と
い
う
智
融
作
「
弥
勒
画
像
」
に
寄
せ
た
題
跋
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
か
つ
て
智
鑑
の
所
持
し
て
い
た
智
融
作
「
弥
勒
菩
薩
画
像
」

一
軸
に
対
し
て
楼
鑰
が
詠
じ
た
偈
頌
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
当
時
、
足

菴
を
蹉
過
し
、
攻
媿
に
却
来
し
て
龕
を
同
じ
く
す
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
智
融
が
智
鑑
と
知
遇
を
得
て
い
た
こ
と
、
楼
鑰
が
両
者
の
全
身

を
同
じ
龕（
墓
塔
）に
納
め
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
攻

媿
集
』
巻
八
一
「
賛
」
に
は
「
南
山
律
師
賛
」「
霊
芝
律
師
賛
」「
哲

老
真
賛
」「
湖
心
竹
谿
政
講
師
賛
」「
鑑
堂
昕
老
賛
」「
瑞
巌
益
老
賛
」

「
涂
毒
策
老
賛
」「
雪
菴
瑾
老
賛
」「
英
老
真
賛
」「
寿
上
人
真
賛
」「
瞎

堂
遠
老
真
賛
」「
円
覚
菴
澄
師
真
賛
」
な
ど
を
収
め
る
が
、
智
鑑
や

智
融
に
対
す
る
真
賛
は
存
し
な
い
。

（
5
）　

伝
・
老
牛
智
融
筆
「
牧
童
図
」
紙
本
墨
画
一
幅
が
南
宋
時

代
の
作
と
し
て
、
滋
賀
県
甲
賀
市
信
楽
町
田
代
桃
谷
のM

IH
O

 
M

U
SEU

M

で
二
〇
〇
九
年
七
月
か
ら
八
月
に
夏
季
特
別
展
「
仏
た

ち
の
物
語
」
の
「
禅
の
世
界
」
に
出
展
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
牛

を
牽
く
牧
童
の
姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
伝
智
融
作
と
伝
え
ら

れ
る
も
の
の
、
真
に
智
融
の
描
い
た
絵
な
の
か
否
か
が
定
か
で
な
い
。

（
6
）　

『
北
磵
文
集
』
巻
七
「
題
跋
」
の
「
跋
二

雪
竇
老
融
牛
軸
一

」
に
、

 

画
レ

牛
至
二

戴
嵩
一、
能
事
畢
矣
。
雪
竇
老
融
、
則
又
出
二

於
規
矩
準



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

四
一

縄
之
外
一、
春
晴
自
牧
、
如
二

超
方
之
士
一、
得
レ

友
得
レ

師
、
心
平
気
定
。

有
二

日
新
之
功
一、
露
地
而
眠
、
則
飽
レ

道
足
レ

学
。
片
石
深
雲
、
燕

晦
自
若
、
不
レ

動
二

声
気
一、
物
来
斯
応
。
新
生
之
特
、
不
レ

受
二

控
勒
一。

方
其
解
衣
盤
礴
。
想
像
乎
尋
レ

牛
訪
レ

跡
、
其
既
成
也
、
庶
二

幾
乎

人
牛
両
忘
一。
已
而
不
二

復
自
惜
一、
与
二

好
事
者
一

共
レ

之
。
不
レ

見
二

筆
墨
畦
畛
一、則
又
何
以
異
。
夫
転
レ

位
回
レ

機
、聖
凡
所
レ

不
レ

能
レ

測
。

或
者
以
三

秀
関
西
譲
二

龍
眠
之
説
一

縄
レ

之
、
不
レ

直
二

老
子
一
笑
一。

 

と
あ
り
、
北
磵
居
簡
は
智
融
が
雪
竇
山
で
描
い
た
牛
図
の
軸
に
跋
文

を
寄
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
文
中
に
出
て
く
る
秀
関
西
に
つ
い
て
は

如
何
な
る
禅
者
な
の
か
定
か
で
な
い
。
同
じ
『
北
磵
文
集
』
巻
七
「
題

跋
」
の
「
跋
二

老
融
散
聖
画
軸
一

〈
普
化
・
金
華
・
蜆
子
〉」
に
は
、

　

自
二

普
化
・
金
華
一

至
二

蜆
子
一

凡
十
輩
、
意
緒
情
態
、
皆
不
レ

失
二

伝
記
所
一レ

載
。
非
下

高
懐
逸
想
、
経
営
盤
礴
、
不
レ

見
二

筆
墨
畦
畛
一、

 

若
三

老
融
自
成
二

一
家
一

者
上、
未
レ

易
二

摸
写
一。
曩
留
二

四
明
一

最
久
、

間
得
レ

之
。
好
事
者
輒
取
去
。
今
僅
存
二

觳
觫
一
紙
一。
議
者
以
三

其

微
茫
淡
墨
不
レ

足
二

以
永
久
一。
遂
目
レ

之
曰
、
罔
両
画
。
行
輩
中
寿

此
山
、
一
時
名
徳
、
作
レ

詩
尚
二

奇
渋
一、
時
号
二

梵
語
詩
一。
良
金
華

玉
市
有
二

定
価
一。
浮
俗
不
レ

知
也
。
因
書
二

融
巻
後
一、
解
二

嘲
寿
一

云
。

 

と
あ
る
か
ら
、
智
融
は
鎮
州
普
化
・
金
華
倶
胝
・
京
兆
蜆
子
と
い
っ

た
禅
門
の
散
聖
画
も
得
意
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
文
中
に

出
る
「
寿
此
山
」
と
は
、
居
簡
と
同
時
代
の
楊
岐
派
の
此
山
師
寿

（
一
一
八
一
―
一
二
五
二
）の
こ
と
で
あ
る
。
同
巻
一
〇「
祭
文
」の「
達

首
座
索
生
祭
文
」
に
も
「
嘉
定
十
二
年
良
月
十
六
、
霊
隠
達
老
宿

致
二

雪
竇
老
融
所
レ

作
觳
觫
一

索
二

生
祭
一

」
と
あ
る
。

（
7
）　

『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
一
〇
「
偈
頌
後
録
」
に
、

 

　
　

墨
戯
屠
生
善
二

老
融
牛
一。

 

草
木
伝
レ

真
筆
力
高
、戴
嵩
牛
在
二

一
秋
毫
一。
此
行
莫
レ

擬
二

天
台
去
一、

忍
レ

作
三

孤
僧
過
二

石
橋
一。（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
五
九
ｂ
）

 

と
い
う
偈
頌
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
墨
戯
の
妙
を
得
た
屠
生
と
い
う

人
物
が
智
融
の
牛
図
を
巧
み
に
画
い
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

（
8
）　

破
庵
派
の
希
叟
紹
曇
は
『
希
叟
和
尚
語
録
』「
偈
頌
」
に
、

　
　
　

題
二

老
融
羣
牛
図
一。

　

三
三
五
五
戯
二

平
蕪
一、
踏
二

裂
春
風
一

百
草
枯
。
莫
レ

写
二

潙
山
僧
某

甲
一、
恐
人
悟
作
二

祖
師
図
一。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
九
二
ａ
）

　
　
　

老
融
の
群
牛
図
に
題
す
。

　

三
三
五
五
、
平
蕪
に
戯
れ
、
春
風
を
踏
裂
し
て
百
草
枯
れ
る
。
潙

山
僧
某
甲
と
写
す
こ
と
莫
か
れ
。
恐
れ
ら
く
は
人
の
悟
り
て
祖
師

図
と
作
さ
ん
。

 

と
い
う
智
融
（
老
融
）
の
「
群
牛
図
」
に
寄
せ
た
賛
を
載
せ
て
お
り
、

こ
れ
は
『
江
湖
風
月
集
』
に
も
「
蜀
希
叟
曇
和
尚
」
の
「
題
二

群
牛
図
一

」

と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、同
じ
紹
曇
の『
希
叟
和
尚
広
録
』

巻
七
「
題
」
で
は
「
題
二

直
夫
牛
図
一

」（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
五
四
ｃ
）

と
し
て
同
文
を
載
せ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
智
融
で
は
な
く
胡
直
夫
の

描
い
た
「
牛
図
」
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
『
希
叟
和
尚
広
録
』
巻
六

「
題
」
に
も
、

　
　
　

題
二

初
上
人
老
融
牛
軸
一。

　

善
画
無
レ

規
、
真
牧
無
レ

迹
。
放
二

開
線
路
一、
柳
烟
披
払
。
汀
レ

 
草
蒙
レ

茸
。
本
地
風
光
、
一
何
欠
少
。
若
作
二

境
会
一、
当
レ

仁

徒
費
二

精
神
一。
具
二

正
眼
一

看
、
老
融
無
二

下
レ

手
処
一。（
卍
続
蔵

一
二
二
・
一
四
三
ｂ
）



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

四
二

 

と
い
う
題
語
が
存
し
、
□
初
上
人
が
所
持
し
て
い
た
智
融
の
「
牛
図
」

一
軸
に
題
語
を
書
し
て
い
る
。
同
じ
く
『
希
叟
和
尚
広
録
』
巻
七
「
題
」

に
は
「
題
二

直
夫
牛
図
一

」
に
つ
づ
い
て
智
融
の
作
に
対
し
て
、

　
　
　

題
二

老
融
猿
一

〈
枝
上
坐
、
挙
レ

手
捫
レ

果
〉。

　

危
二

坐
禅
枝
一

冷
、
機
含
二

毒
果
一

深
。
直
饒
捫
摸
著
、
未
三

必
死
二

偸
心
一。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
五
四
ｃ
）

 

と
い
う
題
語
を
残
し
て
お
り
、
猿
が
枝
の
上
に
坐
し
て
手
を
伸
ば
し

果
実
を
採
る
姿
を
描
い
た
「
猿
図
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
智
融
は
牛
や
猿
な
ど
動
物
画
お
よ
び
仏
祖
や
聖
人
な
ど

の
散
聖
画
を
得
意
と
し
た
画
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
窺
わ
れ
る
。

（
9
）　

根
津
美
術
館
編
『
南
宋
絵
画
―
才
情
雅
致
の
世
界
―
』（
平
成

一
六
年
〈
二
〇
〇
四
〉
四
月
刊
）
に
伝
・
胡
直
夫
筆
「
夏
景
山
水

図
」
一
幅
と
、
大
慧
派
の
浙
翁
如
琰
（
仏
心
禅
師
、
一
一
五
一
―

一
二
二
五
）
が
賛
を
寄
せ
た
胡
直
夫
の
も
の
か
定
か
で
な
い
「
馬

郎
婦
観
音
図
」
一
幅
と
、
如
琰
の
法
嗣
の
偃
渓
広
聞
（
仏
智
禅
師
、

一
一
八
九
―
一
二
六
三
）
が
賛
を
寄
せ
た
伝
・
胡
直
夫
筆
「
布
袋
図
」

一
幅
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
10
） 

史
浩
（
字
は
直
翁
、
号
は
真
隠
、
魏
公
、
一
一
〇
六
―
一
一
九
四
）

は
明
州
鄞
県
の
出
身
で
あ
り
、
紹
興
一
四
年
（
一
一
四
四
）
に
進
士

と
な
り
、
昇
進
し
て
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
に
尚
書
右
僕
射
と
な

り
、
孝
宗
の
信
認
を
得
た
。
一
時
、
官
を
辞
し
た
も
の
の
、
淳
熙
五

年
（
一
一
七
八
）
に
右
丞
相
に
任
ぜ
ら
れ
、淳
熙
一
〇
年
（
一
一
八
三
）

に
は
太
保
・
魏
国
公
に
封
じ
ら
れ
た
。
紹
熙
五
年
（
一
一
九
四
）
四

月
五
日
に
八
九
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
諡
は
文
恵
・
忠
定
、
封
号

は
魏
国
公
・
会
稽
郡
王
・
越
王
と
称
さ
れ
る
。『
宋
史
』
巻
三
九
六

「
列
伝
第
一
五
五
」
の
「
史
浩
伝
」
や
『
宋
史
全
文
』
隆
興
元
年
五

月
条
に
伝
が
存
す
る
。
著
作
に
『
鄮
峯
真
隠
漫
録
』
五
〇
巻
が
あ

り
、
五
山
十
刹
制
度
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
史
彌
遠
（
字
は
同
叔
、

一
一
六
四
―
一
二
三
三
）
は
史
浩
の
子
で
あ
る
。「
瑞
巌
石
牕
禅
師
塔

銘
」
に
も
「
公
卿
名
士
、
為
二

方
外
交
一

者
甚
衆
。
丞
相
魏
公
、
晩
歳

与
レ

師
尤
厚
。
嘗
嘆
曰
、
自
得
如
二

深
雲
中
片
石
一、
石
窓
則
空
門
中
御

史
也
。
緇
流
以
為
二

名
言
一

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
史
浩
は

天
台
宗
の
覚
雲
智
連
（
志
連
と
も
、
文
秀
、
一
〇
八
八
―
一
一
六
三
）

や
柏
庭
善
月
（
光
遠
、
一
一
四
九
―
一
二
四
一
）
な
ど
と
も
交
流
が
深

く
、『
仏
法
金
湯
編
』
巻
一
四
「
南
宋
」
の
「
史
浩
」
の
項
に
、

　

浩
字
直
翁
、
四
明
人
。
孝
宗
朝
拝
レ

相
、
封
二

衛
国
公
一、
又
封
二

越
王
一。

淳
熈
乙
巳
、
掛
レ

冠
帰
二

四
明
一、
自
号
二

真
隱
居
士
一。
每
従
二

南
湖

智
連
法
師
一

問
二

法
要
一、
乃
於
二

東
湖
一

創
二

月
波
楼
一、
倣
二

補
陀
巌
一、

 

結
二

洞
室
一

以
安
二

大
士
一。
浩
過
二

金
山
一、
覧
二

梁
武
儀
範
之
盛
一、

謂
二

報
恩
度
世
之
道
在
一レ

是
。
乃
於
二

月
波
山
一

創
レ

殿
、
設
二

十
界

像
一、
与
二

名
僧
一

講
究
制
二

儀
文
四
巻
一

行
二

於
世
一。
公
之
子
彌
遠
、

相
二

寧
宗
一

封
二

衛
王
一。
衛
王
之
子
宇
之
、
観
文
殿
大
学
士
。
彌
忠

之
子
嵩
之
、
相
二

理
宗
一。
衛
王
建
二

明
州
七
山
寺
観
一、
沿
レ

途
接
待
。

浩
甞
撰
二

南
湖
法
智
大
師
像
讃
一

曰
、
霊
山
一
席
、
儼
在
二

天
台
一。

後
十
三
葉
、
復
生
二

奇
材
一。
唱
二

道
四
明
一、
講
肆
宏
開
。
溥
海
声
聞
、

谹
谹
雲
雷
。
章
聖
在
御
、
中
使
鼎
來
。
得
二

法
大
旨
一、
皇
皇
恢
恢
。

錫
二

号
法
智
一、
宸
章
昭
回
。
祇
今
後
学
、
咸
仰
二

崔
嵬
一。
蘭
馨
菊

芳
、
本
一
根
荄
。
嗚
呼
、
是
為
二

法
宇
之
柱
石
・
教
鼎
之
塩
梅
一。

宜
茲
幻
影
経
二

千
古
一

而
無
二

塵
埃
一。〈
宋
史
并
統
紀
〉。（
卍
続
蔵

一
四
八
・
四
八
三
ｂ
～
ｃ
）



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

四
三

 

と
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
史
浩
と
史
氏
の
流
れ
や
趙
宋
天
台
の
四
明

知
礼
（
約
言
、
法
智
大
師
、
九
六
〇
―
一
〇
二
八
）
の
画
像
（
頂
相
）

に
寄
せ
た
賛
の
こ
と
、
明
州
（
四
明
）
南
湖
延
慶
寺
の
覚
雲
智
連
と

の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
史
浩
に
関
す
る
考
察

と
し
て
は
、
佐
藤
成
順
『
宋
代
仏
教
史
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、

平
成
二
四
年
三
月
）
に
「
南
宋
の
宰
相
史
浩
の
補
陀
落
山
観
音
信
仰

に
つ
い
て
」
と
「
南
宋
の
宰
相
史
浩
の
天
台
僧
外
護
と
功
徳
寺
造
営

に
つ
い
て
」
の
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
11
） 

『
雪
竇
寺
誌
』
巻
六
上
「
祖
塔
」
の
「
足
菴
鑑
禅
師
」
の
項
に
「
嘉

泰
二
年
三
月
初
四
日
示
寂
、
建
二

塔
於
寺
後
東
山
側
一

」
と
い
う
記
載

が
存
し
て
い
る
。
足
庵
智
鑑
と
は
別
に
足
庵
□
鑑
と
い
う
禅
者
が
存

し
、
嘉
泰
二
年
（
一
二
〇
二
）
三
月
初
四
日
に
示
寂
し
、
墓
塔
が
寺

後
東
山
側
に
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

記
述
に
関
し
て
は
、
き
わ
め
て
錯
綜
し
た
唐
突
な
も
の
が
あ
り
信
じ

難
い
内
容
と
い
え
よ
う
。

（
12
） 

善
導
（
終
南
大
師
、
光
明
寺
和
尚
、
六
一
三
―
六
八
一
）
は
中

国
浄
土
教
の
祖
師
で
あ
り
、泗
州
（
安
徽
省
）
夏
丘
県
ま
た
は
青
州
（
山

東
省
）
臨
淄
県
の
朱
氏
に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
幼
く
し
て
出
家

し
、
長
安
（
陝
西
省
）
の
終
南
山
悟
真
寺
に
入
門
す
る
。
貞
観
一
五

年
（
六
四
一
）
に
晋
陽
（
山
西
省
）
の
道
綽
（
西
河
禅
師
、
五
六
二

―
六
四
五
）
を
訪
ね
て
師
事
し
、『
観
無
量
寿
経
』
の
教
え
を
受
け
、

称
名
念
仏
を
中
心
と
す
る
浄
土
思
想
を
確
立
し
た
。
著
述
に
『
観
無

量
寿
経
疏
』
四
巻
、『
往
生
礼
讃
』
一
巻
、『
法
事
讃
』
二
巻
、『
般
舟
讃
』

一
巻
、『
観
念
法
門
』
一
巻
な
ど
が
存
す
る
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
〇
「
習

禅
篇
」
の
「
唐
洪
州
開
元
寺
道
一
伝
」
に
「
山
門
子
来
、
財
施
如
レ

積
。
邑
里
僧
供
、
飯
香
普
熏
。
自
レ

昔
華
厳
帰
二

真
於
嵩
陽
一、
善
導

瘞
二

塔
於
秦
嶺
一、
礼
視
𪗋
斬
、
人
傾
二

国
城
一、
哀
送
之
盛
、
今
則
三
レ

之
」（
大
正
蔵
五
〇
・
七
六
六
ａ
）
と
あ
り
、
馬
祖
道
一
の
葬
儀
が
盛

ん
で
あ
っ
た
さ
ま
を
北
宗
禅
の
嵩
山
普
寂
（
華
厳
尊
者
、
大
照
禅
師
、

六
五
一
―
七
三
九
）
や
浄
土
教
の
善
導
の
そ
れ
に
比
し
て
い
る
。

（
13
） 

こ
の
点
、
西
谷
功
『
南
宋
・
鎌
倉
仏
教
文
化
史
論
』（
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
八
年
二
月
）
の
「
日
宋
間
の
人
的
交
流
と
そ
の
場
」

で
は
、
俊
芿
が
雪
竇
山
で
参
学
し
た
住
持
を
「
思
岳
禅
師
」
と
解

し
、
大
慧
宗
杲
の
法
嗣
で
あ
る
蒙
庵
思
岳
の
こ
と
と
推
定
（
同
書
、

一
五
八
頁
）
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』

巻
六
に
所
収
さ
れ
る
張
浚
（
字
は
徳
遠
、
諡
は
忠
獻
、
一
〇
九
七
―

一
一
六
四
）
が
撰
し
た
「
大
慧
普
覚
禅
師
塔
銘
」
に
、

　

僧
俗
従
レ

師
得
レ

法
悟
徹
者
、
不
二

啻
数
十
人
一、
皆
有
レ

聞
二

于
時
一。

鼎
需
・
思
嶽
・
彌
光
・
悟
本
・
守
浄
・
道
謙
・
遵
璞
・
祖
元
・
冲
密
、

先
レ

師
而
卒
。（
大
正
蔵
四
七
・
八
三
七
ｂ
）

 

と
あ
り
、
大
慧
宗
杲
が
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
八
月
に
示
寂
す

る
以
前
、
師
匠
宗
杲
に
先
ん
じ
て
逝
去
し
た
高
弟
と
し
て
懶
庵

鼎
需
（
一
〇
九
二
―
一
一
五
三
）・
晦
庵
弥
光
（
光
状
元
、
？
―

一
一
五
五
）・
大
円
遵
璞
（
？
―
一
一
六
〇
）
ら
と
並
ん
で
思
嶽
（
思

岳
）
の
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
俊
芿
が
杭
州
余
杭
県
の
径
山
興
聖

万
寿
寺
で
参
学
し
た
蒙
庵
元
聡
と
同
じ
く
思
嶽
も
「
蒙
庵
」
の
道
号

を
用
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
両
者
に
錯
綜
が
存
し
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
俊
芿
が
入
宋
当
初
に
雪
竇
山
で
参
学
し
た

住
持
を
大
慧
派
の
蒙
庵
思
嶽
と
す
る
可
能
性
は
存
し
な
い
。

（
14
） 

祇
陀
大
智
の
在
元
中
の
動
向
全
般
に
つ
い
て
は
、佐
藤
秀
孝
「
大



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

四
四

智
禅
師
の
在
元
中
の
動
静
に
つ
い
て
」（
駒
沢
大
学
中
国
仏
教
史
蹟

参
観
団
編
『
中
国
仏
蹟
見
聞
記
』
第
七
集
、昭
和
六
〇
年
〈
一
九
八
五
〉

八
月
）
に
詳
し
い
。

（
15
） 
水
野
弥
穂
子
『〈
日
本
の
禅
語
録
〉
大
智
』（
講
談
社
、
昭
和

五
三
年
〈
一
九
七
八
〉
二
月
）
で
は
、
こ
の
偈
頌
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

現
代
語
訳
し
て
い
る
。

　
　
　

足
庵
和
尚
の
塔
を
礼
拝
む
。

　

足
庵
智
鑑
大
和
尚　

雪
竇
山
の
乳
峰
に
洞
山
の
宗
風
唱
起
げ
、
金

線
玉
針
ぬ
い
鎖
し
、
事
実
も
道
理
も
完
全
じ
ゃ
。
一
夜
、
丙
丁
童

子
が
火
を
吹
き
消
し
て
、
三
千
世
界
の
海
嶽
は
、
煙
の
如
く
ま
っ

黒
じ
ゃ
。（
二
七
一
頁
）

　

さ
ら
に
水
野
氏
は
解
題
と
し
て
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。

　

天
童
如
浄
を
如
浄
な
ら
し
め
た
雪
竇
智
鑑
で
あ
る
。
如
浄
は
又
、

入
滅
の
時
ま
で
そ
の
嗣
承
を
明
か
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
み
だ
り

に
嗣
承
を
唱
え
て
名
聞
と
し
た
当
時
の
禅
者
の
風
を
い
さ
ぎ
よ
し

と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
永
平
の
児
孫
と
し
て
、
足
庵
雪
竇
禅

師
に
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
親
し
み
が
あ
る
。
さ
す
が
に
大
智
の
大

元
滞
在
が
長
い
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
た
。
丙
丁
童
子
は
火
の
神
の

子
。
則
監
院
は
そ
れ
に
よ
っ
て
悟
っ
た
が
、
徳
山
は
そ
の
火
を
吹
き

消
し
た
と
こ
ろ
で
悟
っ
た
。
三
千
の
海
嶽
、
黒
く
し
て
煙
の
ご
と
し

と
は
、
一
切
法
が
仏
法
一
色
に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。（
二
七
一
頁
）

（
16
） 

『
人
天
眼
目
』
巻
三
「
曹
洞
宗
」
の
「
要
訣
〈
山
堂
淳
〉」
に
、

 

新
豊
一
派
、
荷
玉
分
レ

流
、
始
因
レ

過
レ

水
逢
レ

渠
、
妙
見
二

無
情
說
法
一。

 

当
今
不
レ

触
、
展
レ

手
通
レ

玄
、
列
二

五
位
正
偏
一、
分
二

三
種
滲
漏
一。

 

夜
明
簾
外
、
臣
退
レ

位
以
朝
レ

君
、
古
鏡
臺
前
、
子
転
レ

身
而
就
レ

父
。

雪
覆
二

萬
年
松
径
一、
夜
半
正
明
、
雲
遮
二

一
帯
峯
巒
一、
天
暁
不
レ

露
。

道
枢
綿
密
、
智
域
囦
深
。
黙
二

照
空
劫
已
前
一、
湛
湛
一
壷
風
月
、
坐
二

 

徹
威
音
那
畔
一、
澄
澄
満
目
烟
光
。
不
萌
枝
上
花
開
、
無
影
樹
頭
鳳
舞
。

機
絲
不
レ

挂
、
箇
中
双
鎖
二

金
針
一、
文
彩
縦
横
、
裏
許
暗
穿
二

玉
線
一。

 

双
明
唱
起
、
交
レ

鋒
処
知
レ

有
二

天
然
一、
兼
帯
忽
来
、
枯
木
上
須
能

作
レ

主
。
不
レ

存
二

正
位
一、
那
守
二

大
功
一。
及
レ

尽
二

今
時
一、
寧
容
二

尊
貴
一。
截
二

断
情
塵
見
網
一、
掣
二

開
金
鎖
玄
関
一。
妙
協
全
開
、
歴

歴
渭
中
混
レ

跡
、
平
懐
常
実
、
明
明
炭
裏
蔵
レ

身
。
巻
舒
不
レ

落
二

 

功
勲
一、
来
去
了
為
二

変
易
一。
欲
レ

使
二

異
苗
蕃
茂
一、
貴
在
レ

深
二

固
霊

根
一。
若
非
二

柴
石
野
人
一、
争
見
二

新
豊
曲
子
一。〈
柴
石
野
人
、
浮
山

円
鑑
之
別
号
也
〉。（
大
正
蔵
四
八
・
三
二
〇
ｃ
～
三
二
一
ａ
）

 

と
あ
り
、
曹
洞
宗
旨
に
も
精
通
し
た
黄
龍
派
の
山
堂
徳
淳
が
曹
洞
宗

の
要
訣
と
し
て
「
双
鎖
金
針
」
な
ど
の
語
を
用
い
て
い
る
。

（
17
） 

「
一
夜
丙
丁
吹
火
滅
」
の
語
は
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
五
「
金

陵
報
恩
院
玄
則
禅
師
」
の
章
に
、

 

金
陵
報
恩
院
玄
則
禅
師
、
滑
州
衛
南
人
也
。
初
問
二

青
峯
一

〈
有
本

云
二

白
兆
一

〉、
如
何
是
仏
〈
有
云
二

自
己
一

〉。
青
峯
曰
、
丙
丁
童
子

来
求
レ

火
。
師
得
二

此
語
一、
蔵
二

之
於
心
一。
及
レ

謁
二

浄
慧
一、
詰
二

其

悟
旨
一。
師
対
曰
、
丙
丁
是
火
而
更
求
レ

火
、
亦
似
二

玄
則
将
レ

仏
問
一レ

仏
。
浄
慧
曰
、
幾
放
過
元
来
錯
会
。
師
雖
レ

蒙
二

開
発
一、
頗
懐
猶
豫
。

復
退
思
、
既
殆
莫
レ

暁
二

玄
理
一。
乃
投
レ

誠
請
益
。
浄
慧
曰
、
汝
問

我
与
レ

汝
道
。
師
乃
問
、
如
何
是
仏
。
浄
慧
曰
、
丙
丁
童
子
来
求
レ

火
。
師
豁
然
知
レ

帰
。（
大
正
蔵
五
一
・
四
一
三
ｂ
）

 

と
あ
る
報
恩
玄
則
が
青
原
下
の
青
峰
伝
楚
や
法
眼
宗
祖
の
法
眼
文
益

（
浄
慧
禅
師
、
大
法
眼
禅
師
、
八
八
五
―
九
五
八
）
と
交
し
た
「
丙



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

四
五

丁
童
子
来
求
レ

火
」
の
問
答
に
因
む
。
す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
「
雪

竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
に
、
智
鑑
が
聞
庵
嗣
宗
（
宗
白
頭
）
と
交
し
た

問
答
と
し
て
、

　

聞
二

翠
山
宗
白
頭
機
鋒
峻
峭
一、往
叩
レ

焉
。
時
師
方
為
二

岳
林
一

行
乞
、

担
二

二
布
嚢
一、
随
レ

得
即
受
。
備
歴
艱
勤
、
人
所
レ

不
レ

堪
。
宗
云
、

為
レ

衆
竭
レ

力
、
不
レ

無
二

其
労
一。
師
云
、
須
レ

知
レ

有
二

不
レ

労
者
一。

宗
云
、
尊
貴
位
中
收
不
レ

得
時
如
何
。
師
云
、
触
処
相
逢
不
二

相
識
一。

 

宗
云
、猶
是
途
中
賓
主
、作
麼
生
是
主
中
主
。
師
云
、丙
丁
吹
滅
レ

火
。

宗
以
レ

手
掩
二

師
口
一。
師
払
袖
出
。

 

と
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
「
丙
丁
吹
滅
レ

火
」
の
語
句
を
踏
ま
え
て
大

智
が
書
き
記
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
智
鑑
の
墓
塔
を
拝
し
た
大
智
は
そ

の
傍
ら
に
立
石
さ
れ
て
い
た
「
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
」
を
実
際
に
眺

め
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
18
） 

『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
一
〇
末
尾
に
載
る
閑
極
法
雲
（
間
叟
、

一
二
一
五
―
？
）
が
撰
し
た
「
行
状
」
に
よ
れ
ば
、

　

由
レ

是
回
レ

浙
到
二

浄
慈
一、
見
二

浄
和
尚
一。
浄
問
云
、
爾
還
知
三

所

生
父
母
通
身
紅
爛
在
二

荊
棘
林
中
一

麽
。
師
云
、
好
事
不
レ

在
二

忽

忙
一。
浄
随
後
打
一
拳
。
師
展
二

両
手
一

云
、
且
緩
緩
。（
大
正
蔵

四
七
・
一
〇
六
四
ａ
）

 

と
あ
り
、
浄
慈
寺
の
如
浄
が
会
下
に
到
っ
た
智
愚
に
「
爾
、
還
た
所

生
の
父
母
、
通
身
紅
爛
し
て
荊
棘
林
中
に
在
る
を
知
る
や
」
と
問
い

掛
け
て
い
る
の
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

（
19
） 

『
四
明
山
志
』
巻
二
「
伽
藍
」
の
「
仗
錫
延
勝
寺
」
の
項
に
、

　

唐
龍
紀
元
年
、
石
霜
下
長
政
二
僧
肇
レ

基
。
天
祐
三
年
、
呉
越
王

賜
レ

金
額
二

十
伝
一。
宋
之
天
聖
四
年
、
修
己
自
二

太
白
山
一

来
主
二

寺

事
一、
人
奉
レ

之
為
二

第
一
代
祖
一。
宝
元
二
年
、
敕
名
二

仗
錫
延
勝
院
一。

伝
二

五
十
二
代
一、
至
二

元
末
一。

 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
棘
林
杞
の
名
は
存
し
て
い
な
い
が
、
元
末
ま
で

に
仗
錫
延
勝
寺
の
住
持
は
第
五
二
代
を
数
え
た
と
さ
れ
、
そ
の
住
持

の
ひ
と
り
に
棘
林
杞
も
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
20
） 

『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
六
「
仏
事
」
に
は
、

 

　
　

棘
林
請
為
二

二
沙
弥
一

付
レ

衣
。

 

做
処
縝
密
、
且
非
二

割
截
而
成
一。
転
レ

手
付
来
、
暗
合
二

宝
鏡
三
昧
一。

二
子
頂
受
、
是
真
克
家
。（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
三
三
ｃ
）

 

と
い
う
二
人
の
沙
弥
に
衣
（
袈
裟
か
）
を
付
し
た
記
事
が
存
す
る
か

ら
、
棘
林
杞
に
は
い
ま
だ
正
式
の
比
丘
で
な
い
未
受
具
の
弟
子
（
沙

弥
）
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
21
） 

大
慧
派
の
無
文
道
璨
は
『
無
文
印
』
巻
五
「
塔
銘
」
の
「
天
地

雪
屋
韶
禅
師
塔
銘
」
に
て
、

　

築
二

菴
山
阿
一、
鑿
レ

池
引
レ

泉
、
環
以
二

幽
花
細
竹
一、
夷
二

猶
其
間
一、

以
遂
レ

所
レ

楽
。
端
明
厲
公
文
翁
、
為
扁
曰
二

明
月
一。

 

と
伝
え
て
い
る
。
雪
屋
正
韶
（
一
二
〇
二
─
一
二
六
〇
）
は
天
童
山

の
如
浄
の
法
を
嗣
い
で
お
り
、
智
鑑
の
法
孫
に
当
た
っ
て
い
る
。
廬

山
の
天
池
寺
に
住
持
し
た
正
韶
は
自
然
の
風
光
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

天
池
峰
の
山
阿
に
自
ら
池
を
堀
り
泉
を
引
い
て
庭
園
を
造
り
、
一
隅

に
居
所
と
し
て
明
月
庵
を
創
建
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
正
韶
の
あ
り

よ
う
も
法
祖
智
鑑
の
気
風
を
受
け
継
い
で
い
る
と
も
解
さ
れ
よ
う
。

正
韶
に
つ
い
て
は
佐
藤
秀
孝
「
雪
屋
正
韶
と
廬
山
天
池
寺
─
天
童
如

浄
が
晩
年
に
道
元
と
と
も
に
育
成
し
た
嗣
法
門
人
─
」（『
愛
知
学
院

大
学
禅
研
究
所
紀
要
』
第
三
九
号
、
平
成
二
三
年
〈
二
〇
一
一
〉
三



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

四
六

月
）
お
よ
び
同
「
雪
屋
正
韶
と
廬
山
天
池
寺
─
天
童
如
浄
の
法
を
嗣

い
で
同
調
せ
ず
─
」（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
『
学
術
大
会
紀
要
』

第
一
二
回
、
平
成
二
三
年
七
月
）
を
参
照
。

（
22
） 
日
本
で
も
京
都
市
右
京
区
の
大
雲
山
龍
安
寺
（
臨
済
宗
妙
心
寺

派
）
は
枯
山
水
の
石
庭
（
世
界
遺
産
）
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
こ

れ
と
は
別
に
境
内
に
は
鏡
容
池
と
称
さ
れ
る
池
も
存
し
て
い
る
。
鏡

容
池
の
名
の
由
来
は
、
明
鏡
の
よ
う
に
水
面
に
水
辺
の
草
花
や
木
々

が
鮮
明
に
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
因
ん
で
お
り
、
と
く
に
秋
の
紅
葉

の
と
き
や
冬
の
雪
景
色
の
光
景
な
ど
は
絶
景
と
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く

雪
竇
山
の
錦
鏡
池
も
こ
れ
と
同
様
の
発
想
に
因
ん
で
作
庭
さ
れ
た
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
23
） 

『
雪
竇
寺
志
略
』「
文
」
の
「
記
」
に
も
「
錦
鏡
池
記
」
と
し
て
、

　

雪
竇
山
名
二

天
下
一、
自
レ

下
而
升
。
既
至
二

絶
頂
一、
其
地
始
平
曠
、
四

山
又
環
レ

之
。
寺
據
二

正
中
一、
気
象
雄
秀
。
二
水
出
レ

山
之
両
腋
、
而

会
二

于
前
一、
径
赴
二

大
壑
一、
峻
石
削
立
、
険
不
レ

可
レ

測
、
崩
レ

空
落
レ

崖
。
飛
雪
千
丈
、
恫
心
駭
目
、
絶
勝
二

此
方
一。
此
山
之
所
二

以
得
一レ

 

名
也
。
紹
興
甲
子
、
郡
太
守
莫
公
将
来
游
、
乃
始
発
二

意
於
万
象
之

表
一、
謂
三

水
去
二

太
極
一。
属
二

寺
僧
一

以
レ

田
為
レ

池
、
使
三

二
流
滙
二

其

中
一。
寛
納
而
緩
出
レ

之
、
則
寺
当
二

少
利
一。
有
レ

詩
曰
、
能
廃
二

千
畦
一

停
二

玉
雪
一、
不
レ

妨
三

飛
練
挂
二

卅
梯
一。
読
者
韙
レ

之
。
而
四
十
餘
年
、

十
易
二

主
人
一、
咸
睥
睨
以
為
レ

難
。
淳
煕
十
一
年
、
足
菴
鑑
公
禅
師

既
至
、
百
廃
修
挙
、
取
二

莫
公
之
説
一

斟
二

酌
之
一。
八
月
己
未
、
遂
興
二

 

畚
鍤
一、
池
深
一
尋
、
縦
四
百
三
十
尺
、
広
半
レ

之
。
築
二

隄
西
南
一

以

便
二

往
来
一、
因
レ

橋
為
レ

閘
、
視
二

水
漲
落
一

而
閉
二

泄
之
一。
明
年
二

月
庚
子
、
池
成
。
漪
漣
拍
レ

隄
、
渟
瑩
如
レ

拭
、
千
巌
倒
影
、
空
明
相

映
。
禽
魚
上
下
、
咸
有
二

喜
色
一。
問
二

名
於
張
武
子
良
臣
一、
武
子
曰
、

是
所
謂
淵
林
錦
鏡
者
也
。
遂
以
二

錦
鏡
一

名
、
而
請
レ

余
記
レ

之
。
余

不
レ

能
レ

習
二

陰
陽
家
言
一、
然
通
二

天
下
一
気
一

耳
。
山
如
二

人
之
定

 

形
一、
水
如
二

人
之
脉
絡
一、
或
瀦
或
泄
、
当
適
二

其
中
一。
池
之
未
レ

作

也
、
水
若
レ

建
レ

瓶
、
山
之
気
与
レ

之
倶
逝
而
不
レ

留
。
及
二

其
既
積
一、

則
霊
淑
之
気
、
得
三

以
扶
輿
磅
二

礴
於
茲
一

矣
。
継
自
レ

今
、
其
必
有
二

 

卓
然
超
徹
之
士
一、
深
蔵
若
レ

虚
、
出
二

於
此
山
一、
以
振
二

祖
風
一

者
、

豈
惟
利
而
已
哉
。
曩
甞
一
再
游
焉
、
間
久
不
レ

雨
、
水
僅
相
続
、
蕭

索
輪
囷
、
固
自
不
レ

異
、
惟
積
雨
暴
漲
、
壮
偉
可
レ

観
。
顧
安
得
二

毎

毎
如
許
、
及
レ

今
過
一レ

之
。
既
坐
二

亭
上
一、
徐
撤
二

二
板
一、
水
則
大

至
、
怒
濤
迅
雷
、
凌
二

駕
震
疊
素
蜺
数
万
一、
咆
哮
層
出
、
真
天
下
之

奇
観
也
。
始
惟
見
二

寒
莎
野
卉
一、
紛
駭
相
映
。
少
焉
見
二

両
崖
石
壁
一、

 

亦
為
低
昂
不
レ

已
、
此
非
三

親
至
二

其
上
一、
深
矉
而
駐
観
者
、
不
レ

足
二

 

以
知
一レ

此
。
莫
公
止
謂
、
不
レ

妨
二

飛
雪
之
勝
一、
不
レ

知
此
池
之
成
、

乃
大
有
レ

功
二

於
瀑
泉
一

也
。
足
菴
鑑
公
、
伝
二

洞
山
心
宗
一、
精
錬
刻

苦
、
慈
仁
接
物
、
法
施
不
レ

吝
。
所
二

向
傾
動
一、
晩
坐
二

道
場
一、
年
踰
二

 

八
十
一、
適
丁
二

歉
歳
艱
食
之
餘
一、
他
人
支
傾
補
壊
、
猶
懼
不
レ

済
。

乃
於
二

談
笑
間
一、
成
二

此
勝
事
一。
外
不
三

以
謁
二

諸
人
一、
内
不
三

以
費
二

諸
帑
一、
一
力
為
レ

之
、
信
有
二

過
レ

人
者
一、
是
役
也
。
僧
徳
宣
、
実
相
二

 

其
事
一、
妙
有
三

致
思
規
画
多
出
二

其
手
一。
又
得
二

信
士
単
承
亮
一、
割
二

膏
腴
一

以
補
二

田
之
廃
一。
併
書
レ

之
以
告
二

来
者
一。

 
と
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
錦
鏡
池
記
」
は
雪
竇
山
に
お

け
る
智
鑑
の
活
動
を
如
実
に
伝
え
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。

（
24
） 

『
攻
媿
集
』
巻
八
「
今
体
詩
」
に
は
「
雪
竇
道
中
」「
錦
鏡
」「
妙
峯
亭
」

「
隠
潭
」
と
題
し
た
雪
竇
山
に
関
わ
る
一
連
の
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

四
七

張
良
臣
（
武
子
、
雪
窗
）
に
は
『
雪
窗
集
』
一
〇
巻
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
雪
竇
山
の
綿
鏡
池
に
関
す
る
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

（
25
） 
『
宏
智
禅
師
広
録
』
巻
二
「
泗
州
普
照
覚
和
尚
頌
古
」
の
聞
庵

嗣
宗
（
宗
白
頭
）
が
撰
し
た
「
長
蘆
覚
和
尚
頌
古
拈
古
集
序
」
に
、

　

長
蘆
和
尚
、
摭
二

古
徳
機
縁
二
百
則
一、
頌
以
宣
二

其
義
一、
拈
以
振
二

 

其
綱
一。
揚
二

淮
壖
両
席
之
光
一、
継
二

雪
竇
百
年
之
踵
一。（
大
正
蔵

四
八
・
一
八
ｂ
）

 

と
あ
り
、
淮
河
流
域
の
泗
州
（
安
徽
省
宿
州
市
泗
県
）
の
大
聖
普
照

寺
が
存
し
た
安
徽
の
地
一
帯
が
淮
に
当
た
り
、
長
江
下
流
域
の
真
州

（
江
蘇
省
南
京
市
六
合
区
長
蘆
）
の
長
蘆
崇
福
寺
が
存
す
る
江
蘇
の

地
辺
り
が
壖
に
当
た
る
。
こ
こ
に
い
う
長
蘆
和
尚
と
は
「
泗
州
普
照

覚
和
尚
頌
古
」
と
「
真
州
長
蘆
覚
和
尚
拈
古
」
を
著
わ
し
た
宏
智
正

覚
の
こ
と
で
あ
る
。

（
26
） 

『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
九
「
衡
州
華
薬
智
朋
禅
師
」
の
章
に
、

　

四
明
人
、
族
黄
氏
。（
中
略
）
紹
興
初
、
出
住
二

華
薬
一、
次
遷
二

清

涼
一。（
中
略
）後
退
二

居
四
明
之
瑞
岩
一。
建
康
帥
再
以
二

清
涼
一

挽
レ

之
、

 

明
守
亦
勉
二

其
行
一。
師
不
レ

従
、
作
レ

偈
送
二

使
者
一

曰
、
相
二

煩

専
使
一

入
二

煙
霞
一、
灰
冷
無
レ

湯
不
レ

点
レ

茶
、
寄
レ

語
甬
東
賢
太

守
、
難
レ

教
二

枯
木
再
生
一レ

華
。
未
レ

幾
終
二

於
端
岩
一。（
卍
続
蔵

一
三
七
・
七
九
ａ
～
ｂ
）

 

と
あ
り
、
曹
洞
宗
の
華
薬
智
朋
が
偈
頌
で
明
守
（
明
州
太
守
・
明
州

府
主
）
を
「
甬
東
の
賢
太
守
」
と
尊
称
し
て
い
る
。
甬
東
は
明
州
慶

元
府
（
浙
江
省
寧
波
市
）
の
中
で
も
特
に
慈
渓
県
か
ら
定
海
県
（
後

世
は
鎮
海
県
）
の
辺
り
を
指
し
て
い
る
。

（
27
） 

智
鑑
が
示
し
た
「
一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
」
の
語
句

は
、
す
で
に
『
建
中
靖
国
続
燈
録
』
巻
二
〇
「
鄂
州
黄
龍
延
禧
禅

院
智
明
禅
師
」
の
章
に
「
問
、
世
尊
出
世
、
魔
界
傾
摧
、
和
尚
開

堂
、
有
二

何
祥
瑞
一。
師
云
、
一
夜
落
華
雨
、
満
城
流
水
香
」（
卍
続

蔵
一
三
六
・
一
五
〇
ａ
）
と
し
て
黄
龍
派
の
黄
龍
智
明
が
語
っ
て
い

る
の
が
古
い
用
例
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
こ
の
語
句
を
用
い
た
例
と

し
て
、
楊
岐
派
の
保
寧
仁
勇
の
『
保
寧
禅
院
勇
和
尚
語
録
』「
上
堂
」

に
「
上
堂
。
時
時
挙
処
処
説
、
絶
二

忌
諱
一

無
二

間
歇
一。
横
按
レ

杖
云
、

会
麼
。
一
夜
落
華
雨
、
満
城
流
水
香
。
卓
一
下
、
下
座
」（
卍
続
蔵

一
二
〇
・
一
八
一
ａ
）
と
あ
り
、
楊
岐
派
の
開
福
道
寧
の
『
潭
州
開

福
禅
寺
第
十
九
代
寧
和
尚
語
録
』
巻
下
「
上
堂
」
に
「
当
人
分
上
在
二

 

体
前
一、
不
レ

落
二

偏
円
一

是
何
境
界
。
放
行
也
。
諸
仏
放
二

光
明
一、
助

発
実
相
義
、言
下
合
二

無
生
一、為
レ

祥
復
為
レ

瑞
。
收
来
也
。
初
祖
門
庭
、

不
レ

通
二

水
泄
一、
無
三

物
堪
二

比
倫
一、
教
二

我
如
何
説
一。
不
レ

收
不
レ

放
。

随
処
道
場
、
分
レ

司
列
レ

局
、
豈
并
尋
常
。
一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水

香
」（
卍
続
蔵
一
二
〇
・
二
三
七
ｃ
～
ｄ
）
と
あ
る
。
曹
洞
宗
で
は
真

歇
清
了
『
真
歇
和
尚
信
心
銘
拈
古
』
の
「
多
言
多
慮
、
転
不
二

相
応
一

」

 

の
項
に
「
要
須
二

語
路
処
絶
心
行
処
滅
一、
畢
竟
成
二

得
什
麼
辺
事
一。

一
夜
落
花
雨
、満
城
流
水
香
」（
卍
続
蔵
一
二
四
・
三
二
一
ｄ
）
と
あ
り
、

宏
智
正
覚
の
『
宏
智
禅
師
広
録
』
巻
四
「
明
州
天
童
山
覚
和
尚
上
堂

語
録
」
に
も
「
上
堂
。
僧
問
、
百
草
頭
上
罷
二

却
平
生
一

時
如
何
。
師

云
、脱
体
無
依
活
卓
卓
。
僧
云
、恁
麼
則
遍
界
不
二

曾
蔵
一

去
也
。
師
云
、

識
二

取
倶
胝
一
指
頭
一。
僧
云
、
一
夜
落
華
雨
、
満
城
流
水
香
。
師
云
、

切
忌
撞
レ

頭
磕
レ

額
」（
大
正
蔵
四
八
・
三
五
ｃ
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
清
了
や
正
覚
も
用
い
て
い
る
か
ら
智
鑑
の
独
創
で
は
な
い
が
、『
嘉

泰
普
燈
録
』
や
『
五
燈
会
元
』
の
智
鑑
の
章
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

四
八

と
で
広
く
知
ら
れ
る
語
句
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
28
） 

加
賀
前
田
家
伝
来
の
墨
蹟
と
し
て
大
応
派
（
大
徳
寺
派
）
の
一

休
宗
純
が
揮
毫
し
た
一
行
書
に
「
一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
」
と

い
う
紙
本
墨
書
一
幅
（
個
人
蔵
）
が
存
し
て
お
り
、
縦
一
三
一
・
〇

セ
ン
チ
、
横
三
二
・
五
セ
ン
チ
で
、
左
下
隅
に
朱
方
印
「
一
休
」
の

落
款
が
押
さ
れ
て
い
る
。
宗
純
も
こ
の
智
鑑
の
「
一
夜
落
花
雨
、
満

城
流
水
香
」
の
こ
と
ば
を
好
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
東
京
国
立
博

物
館
編
『〈
特
別
展
〉
茶
の
湯
』（
平
成
二
九
年
〈
二
〇
一
七
〉
四
月
）

な
ど
に
写
真
と
解
題
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
個
人
蔵
と
な
っ

て
お
り
、
掲
載
許
可
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
29
） 

『
百
愚
斯
禅
師
語
録
』
巻
一
五
「
拈
古
」（
禅
宗
全
書
七
四
・

 

四
二
四
ｂ
～
四
二
七
ａ
）
に
は
鹿
門
自
覚
よ
り
以
降
の
曹
洞
宗
禅
僧

の
み
に
限
っ
た
古
則
公
案
に
対
し
て
拈
古
を
な
し
て
い
る
。
真
歇
派

で
は
雪
竇
智
鑒
と
天
童
如
浄
の
二
人
、
宏
智
派
で
は
雲
外
雲
岫
と
無

印
大
証
の
二
人
、
そ
れ
以
外
は
鹿
門
自
覚
の
系
統
に
連
な
る
北
地
曹

洞
宗
の
人
々
で
あ
っ
て
明
末
の
湛
然
円
澄
に
至
る
ま
で
の
主
な
曹
洞

禅
者
の
こ
と
ば
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
拈
提
さ
れ
て
い
る
。

（
30
） 

『
偃
渓
仏
智
禅
師
語
録
』
巻
上
「
慶
元
府
応
夢
名
山
雪
竇
資
聖

禅
寺
語
録
」
に
「
御
書
至
上
堂
」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
三
四
ｂ
～
ｃ
）

が
存
す
る
。
ま
た
巻
下
の
林
希
逸
撰「
塔
銘
」に
は「
乙
巳
雪
竇
虚
レ

席
、

制
閫
顔
公
以
二

師
聞
一、
如
レ

奏
勅
下
。
此
山
給
レ

勅
、
自
レ

師
始
。
上

又
親
灑
二

応
夢
名
山
四
字
一

以
賜
。
戊
申
移
二

育
王
一

」（
同
・
一
五
五
ｃ
）

と
あ
る
。
偃
渓
広
聞
は
淳
祐
五
年（
一
二
四
五
）に
雪
竇
山
に
住
持
し
、

淳
祐
八
年
（
一
二
四
八
）
に
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
寺
に
遷
住

し
て
い
る
。
林
希
逸
『
竹
渓
鬳
齋
十
一
稿
続
集
』
巻
二
一
「
径
山
偃

渓
仏
智
禅
師
塔
銘
」
も
同
文
。

（
31
） 

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
五
「
筠
州
洞
山
、
良
价
禅
師
」
の
章
に
、

　

僧
問
、師
尋
常
教
三

学
人
行
二

鳥
道
一、
未
審
、如
何
是
鳥
道
。
師
曰
、
不
レ

 

逢
二

一
人
一。
曰
、
如
何
行
。
師
曰
、
直
須
二

足
下
無
絲
去
一。
曰
、
只
如
レ

 

行
二

鳥
道
一、
莫
二

便
是
本
来
面
目
一

否
。
師
曰
、
闍
梨
因
二

什
麼
一

顛

倒
。
曰
、
什
麼
処
是
学
人
顛
倒
。
師
曰
、
若
不
二

顛
倒
一、
因
二

什
麼
一

認
レ

奴
作
レ

郎
。
曰
、
如
何
是
本
来
面
目
。
師
曰
、
不
レ

行
二

鳥
道
一。
師
謂
レ

衆
曰
、
知
レ

有
二

仏
向
上
人
一、
方
有
二

語
話
分
一。
時
有
レ

僧
問
、
如
何
是

仏
向
上
人
。
師
曰
、
非
レ

常
。（
大
正
蔵
五
一
・
三
二
二
ｃ
）

 

と
あ
り
、
洞
山
良
价
（
悟
本
大
師
、
八
〇
七
―
八
六
九
）
が
門
下
の

一
僧
と
の
間
で
鳥
道
に
関
す
る
問
答
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
『
宗
門

聯
燈
会
要
』
巻
二
一
「
澧
州
夾
山
善
会
禅
師
」
の
章
に
、

　

師
問
レ

僧
、
甚
処
来
。
云
、
洞
山
来
。
師
云
、
有
二

何
言
句
一。
云
、

尋
常
許
二

人
三
路
学
一、
玄
路
・
鳥
道
・
展
手
。
師
云
、
実
有
二

此

語
一

那
。
云
、
然
。
師
云
、
軌
持
二

千
里
鈔
一、
林
下
道
人
悲
。（
卍

続
蔵
一
三
六
・
三
八
七
ｂ
）

 

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
青
原
下
の
夾
山
善
会
（
伝
明
大
師
、
八
〇
五
―

八
八
一
）
が
洞
山
か
ら
来
た
一
僧
と
の
間
で
玄
路
・
鳥
道
・
展
手
と

い
う
「
洞
山
三
路
」
に
関
す
る
問
答
を
な
し
て
い
る
。

（
32
） 

南
宋
中
期
に
池
州
（
安
徽
省
）
貴
池
の
報
恩
光
孝
寺
住
持
で
あ

っ
た
法
応
（
宝
鑑
大
師
）
が
古
則
公
案
に
対
す
る
頌
古
を
集
め
て
『
禅

宗
頌
古
聯
珠
集
』
を
編
纂
し
、
淳
熙
六
年
（
一
一
七
九
）
に
張
掄
が

序
文
を
撰
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
世
紀
半
を
経
て
、
越
州
（
浙
江
省
）

紹
興
路
山
陰
県
の
法
華
山
天
衣
万
寿
寺
の
魯
庵
普
会
が
増
続
し
て
元

代
に
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
四
〇
巻
と
な
し
た
も
の
で
あ
り
、
自



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

四
九

序
お
よ
び
憑
子
振
の
序
を
得
て
刊
行
し
て
い
る
。

（
33
） 

『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
語
録
』
巻
一
二
「
附
塔
銘
」
に
付
録
さ
れ

る
「
伝
洞
上
正
宗
三
十
三
世
摂
山
棲
霞
浪
大
禅
師
塔
銘
并
序
」（
禅

宗
全
書
五
九
・
三
一
九
ａ
）
で
は
「
三
十
三
世
」
と
あ
る
が
、『
天
界

覚
浪
盛
禅
師
全
集
』
巻
一
七
に
付
さ
れ
る
「
伝
洞
上
正
宗
二
十
八
世

摂
山
棲
霞
浪
大
禅
師
塔
銘
并
序
」（
禅
宗
全
書
五
九
・
五
四
三
ａ
）
で

は
「
二
十
八
世
」
と
あ
り
、
道
盛
を
洞
山
良
价
の
第
二
八
世
と
明
記

し
て
い
る
。『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
語
録
』
巻
一
一
「
賛
」
の
「
第
十
四
代
、

襄
州
鹿
門
覚
禅
師
」
の
賛
（
禅
宗
全
書
五
九
・
三
〇
〇
ａ
）
で
は
鹿

門
自
覚
を
如
浄
の
法
嗣
と
し
て
「
初
参
二

太
白
老
長
翁
一

」
と
記
し

て
い
た
の
に
対
し
、『
天
界
覚
浪
盛
禅
師
全
集
』
で
は
巻
一
三
「
賛
」

如
浄
ま
で
を
そ
の
ま
ま
残
し
つ
つ
、「
第
九
代
、
住
襄
州
鹿
門
覚
禅
師
」

の
賛
（
禅
宗
全
書
五
九
・
五
〇
一
ｂ
～
五
〇
二
ａ
）
で
「
初
参
二

楷
老

於
芙
蓉
一

」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

（
34
） 

面
山
瑞
方
が
智
鑑
の
頂
相
に
寄
せ
た
仏
祖
賛
を
書
き
下
す
と
、

　
　
　

雪
竇
の
足
菴
智
鑒
禅
師
。

　

滁
州
の
英
物
、
族
姓
は
是
れ
呉
。
幼
く
し
て
我
が
手
は
仏
手
に
似

た
り
と
知
り
、
長
じ
て
は
俗
顱
の
真
顱
に
変
ず
る
を
喜
ぶ
。
大
休

に
太
白
に
嗣
ぐ
と
雖
も
、
本
と
寂
菴
を
長
蘆
に
依
る
。
道
力
は
金

剛
の
如
く
に
し
て
、
象
山
の
百
怪
も
媸
り
動
く
こ
と
能
わ
ず
。
智

照
は
藻
鑑
に
似
て
、
雪
竇
の
千
衲
、
悉
く
皆
な
感
孚
す
。
世
尊
・

迦
葉
は
一
代
の
秘
密
、
落
花
流
水
は
千
古
の
範
模
な
り
。

 

と
い
っ
た
内
容
と
な
ろ
う
。
ほ
か
に
神
奈
川
県
厚
木
市
三
田
の
東
福

山
清
源
院
に
操
萉
画
・
覚
巌
実
明
賛
「
足
庵
像
」
一
幅
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
紙
本
彩
色
で
画
は
操
萉
の
筆
で
あ
り
、実
明
の
賛
に
は
「
嘉

永
甲
寅
晩
秋
、信
之
長
国
不
二
巌
」
と
あ
る
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）

晩
秋
に
覚
巌
実
明
（
別
号
は
不
二
、
一
七
九
三
─
一
八
五
七
）
が
信

濃
松
代
（
長
野
市
松
代
町
）
の
真
田
山
長
国
寺
の
住
持
と
し
て
祖
賛

を
記
し
て
い
る
。
同
じ
く
清
源
院
に
は
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）

に
印
刷
さ
れ
た
「
曹
洞
宗
祖
三
国
伝
来
歴
代
御
祖
真
影
」
一
幅
も
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
編
『
曹
洞
宗
文
化

財
調
査
目
録
解
題
集
6
〈
関
東
管
区
編
〉』
の
「
神
奈
川
177
清
源
院
」

の
項
に
両
資
料
の
簡
略
な
解
題
（
七
一
頁
下
段
）
が
存
し
、「
足
庵
像
」

の
白
黒
写
真
（
七
二
頁
）
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
35
） 

大
智
は
帰
国
に
際
し
て
朝
鮮
半
島
沖
で
船
が
座
礁
し
、
し
ば

ら
く
高
麗
国
に
滞
在
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
大
智
が
智
鑑
や
如
浄
ゆ

か
り
の
品
々
を
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い

が
、
そ
れ
も
果
た
せ
ぬ
夢
と
な
っ
た
と
も
解
さ
れ
る
。
大
智
が
高
麗

国
に
漂
着
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
佐
藤
秀
孝
「
大
智
禅
師
の
在
元

中
の
動
静
に
つ
い
て
」（
駒
沢
大
学
中
国
仏
教
史
蹟
参
観
団
編
『
中

国
仏
蹟
見
聞
記
』
第
七
集
、昭
和
六
一
年
〈
一
九
八
六
〉
八
月
）
の
「
高

麗
国
へ
の
漂
泊
と
帰
国
年
時
」
の
項
に
詳
し
い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉 

老
牛
智
融　

水
墨
画　

聞
庵
嗣
宗　

宏
智
正
覚　

大
休
宗
珏　

自
得
慧
暉　

石
窓
法
恭　

雪
竇
山
資
聖
寺　

長
翁
如
浄　

 

『
雪
竇
寺
誌
』　

『
四
明
山
志
』　

永
平
道
元　

一
休
宗
純　

一
夜
落
花
雨　

満
城
流
水
香　

祇
陀
大
智　

足
庵
和
尚
塔

 

『
雪
竇
雑
詠
三
十
首
』　

「
錦
鏡
記
」　

覚
浪
道
盛　

面
山
瑞
方



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

五
〇

【
足
庵
智
鑑
関
連
系
譜
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
門
自
覚
―
青
州
希
辨
―
大
明
法
宝
―
王
山
覚
体
―
雪
巌
善
満
―
万
松
行
秀
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
庭
福
裕
―
足
庵
浄
粛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
晦
臺
元
鏡
―
覚
浪
道
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崧
山
文
泰
―
還
源
福
遇
―
淳
拙
文
才
…
（
中
略
）
…
湛
然
円
澄
―
瑞
白
明
雪
―
百
愚
浄
斯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
宜
明
盂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慧
照
慶
預
―
孤
峰
恵
深
―
不
群
清
越

［
曹
洞
宗
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
覚
慧
悟　
　
　
　
　

老
牛
智
融

無
外
義
遠　
　
　
　
　

宝
慶
寂
円

投
子
義
青
─
芙
蓉
道
楷
─
丹
霞
子
淳
─
真
歇
清
了
─
大
休
宗
珏
─
足
庵
智
鑑
─
長
翁
如
浄
─
永
平
道
元
―
孤
雲
懐
奘
―
徹
通
義
介
―
瑩
山
紹
瑾
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澹
堂
徳
朋　
　
　
　
　

棘
林
□
杞

雪
屋
正
韶
―
若
鳳　
　

寒
巌
義
尹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞
庵
嗣
宗
―
翠
巌
宗
静　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
峰
素
哲
―
祇
陀
大
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
蘆
道
琳

微
庵
道
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
童
法
為

海
印
徳
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
方
□
聘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宏
智
正
覚
―
自
得
慧
暉
―
明
極
慧
祚
―
東
谷
妙
光
―
直
翁
可
挙
―
雲
外
雲
岫
―
東
陵
永
璵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
竇
清
萃

雪
竇
文
煥

短
篷
□
遠　
　
　
　
　

東
明
慧
日

無
印
大
証
―
天
章
景
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
窓
法
恭
―
古
巌
如
璧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

了
堂
思
徹

中
庵
重
皎



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

五
一

［
雲
門
宗
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祖
照
道
和
―
定
水
□
然

雪
竇
重
顕
―
天
衣
義
懐
―
円
照
宗
本
―
大
通
善
本
―
妙
湛
思
慧
―
月
堂
道
昌
―
雷
庵
正
受
（
嘉
泰
普
燈
録
編
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祖
印
常
悟
―
継
以
了
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
照
崇
信
―
慈
受
懐
深
―
寂
室
慧
光
―
癡
禅
元
妙
―
己
庵
□
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
照
応
夫
―
慈
覚
宗
賾

妙
空
智
訥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
明
慧
琳
―
足
庵
普
吉

［
臨
済
宗
黄
龍
派
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
伝
居
慧
―
懶
庵
道
枢

黄
龍
慧
南
―
晦
堂
祖
心
―
霊
源
惟
清
―
長
霊
守
卓
―
無
示
介
諶
―
心
聞
曇
賁
―
雪
庵
従
瑾
―
虚
庵
懐
敞
―
明
庵
栄
西
―
仏
樹
房
明
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
堂
善
清
―
野
堂
普
崇　
　
　
　
　

高
麗
坦
然

谷
庵
景
蒙

　
　
　
　

照
覚
常
総
―
象
田
梵
卿
―
牧
庵
行
持
―
法
揚
用
璋

慈
航
了
朴
―
雪
林
僧
彦

　
　
　
　

真
浄
克
文
―
湛
堂
文
準
―
典
牛
天
游
―
塗
毒
智
策
―
古
月
道
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

老
衲
祖
証
―
月
林
師
観
―
無
門
慧
開
―
無
本
覚
心

［
臨
済
宗
楊
岐
派
］　
　
　
　
　
　
　

開
福
道
寧
―
月
庵
善
果
―
山
堂
徳
淳　
　
　
　
　

皖
山
正
凝

楊
岐
方
会
―
白
雲
守
端
―
五
祖
法
演
―
圜
悟
克
勤
―
虎
丘
紹
隆
―
応
庵
曇
華
―
密
庵
咸
傑
→
［
虎
丘
派
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
慧
宗
杲
→
［
大
慧
派
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

密
印
安
民
―
別
峰
宝
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋
可
宣
―
此
山
師
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
鑑
慧
懃

瞎
堂
慧
遠
―
叡
山
覚
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

済
顚
道
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
眼
清
遠
―
雪
堂
道
行
―
晦
庵
慧
光
―
蒙
庵
元
聡
―
我
禅
房
俊
芿



足
庵
智
鑑
と
『
雪
竇
足
菴
禅
師
塔
銘
』
（
下
）
（
佐
藤
）

五
二

［
大
慧
派
］

大
慧
宗
杲
―
大
円
遵
璞
―
普
門
従
廓

　
　
　
　

蒙
庵
思
嶽

大
日
房
能
忍
（
日
本
達
磨
宗
）

　
　
　
　

拙
庵
徳
光
―
無
際
了
派
―
足
翁
徳
麟

　
　
　
　

元
衡
法
平

秀
巌
師
瑞

大
川
普
済
─
石
門
善
来
─
古
帆
□
遠

　
　
　
　

少
雲
宝
曇

浙
翁
如
琰
―
偃
渓
広
聞
─
一
峰
妙
斉
─
方
山
海
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
磵
居
簡
―
物
初
大
観

　
　
　
　

無
用
浄
全
―
笑
翁
妙
堪
―
無
文
道
璨

［
虎
丘
派
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
葉
妙
源

密
庵
咸
傑
―
松
源
崇
嶽
―
運
庵
普
巌
―
虚
堂
智
愚
―
南
浦
紹
明
―
宗
峰
妙
超
―
徹
翁
義
亨
―
言
外
宗
忠
―
華
叟
宗
曇
―
一
休
宗
純

　
　
　
　

曹
源
道
生

滅
翁
文
礼
―
雪
蓬
慧
明
（
五
燈
会
元
編
者
） 　
　
　
　
　
　
　

徳
翁
宗
碩
―
乾
用
宗
梵
―
足
庵
宗
鑑

　
　
　
　

破
庵
祖
先
―
無
準
師
範
―
東
福
円
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

希
叟
紹
曇
（
五
家
正
宗
賛
編
者
）

［
天
台
宗
（
趙
宋
天
台
）］

四
明
知
礼
―
広
智
尚
賢
―
扶
宗
継
忠
―
草
堂
処
元
―
息
庵
道
淵
―
円
辯
道
琛
―
月
堂
恵
詢

　
　
　
　

神
照
本
如
―
法
真
処
咸
―
安
国
元
恵
―
智
涌
了
然
―
覚
雲
智
連

　
　
　
　

南
屏
梵
臻
―
慈
辯
従
諫
―
車
渓
択

―
竹
庵
可
観
―
北
峰
宗
印
―
我
禅
房
俊
芿


